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面積…26.45k㎡

人口…112,900人（前月比-73）

　男…  53,774人

　女…  59,126人

世帯…  49,622　　

　（平成29年6月30日現在）

羽曳野市
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中学校給食無料試食会アンケート
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　　　／柏羽藤消防組合吏員募集
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市民大学（後期講座受講生募集）
すくすく子育て支援
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きらきらシニア／消費生活Q&A
　　　　／救急受診アプリ「Q助」
LICはびきの
制度／お知らせ／募集など
相談窓口
市民のページ／風流韻事
社会福祉協議会／羽曳野警察署

2017年8月1日発行
発行　　羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
URL    http://www.city.habikino.lg.jp/
E-mail  mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　夏休み期間、市内の各小学校（高学年対
象）にて実施する「はびきの夏スタ！」では、市
職員などが自学自習を支援。外国語でのコミ
ュニケーションや、協力してクイズを解くなど、
みんなで一緒に学び楽しむ場を提供します。

　７月の九州北部の豪雨災害により亡くなられた方々の

ご冥福をお祈りしますとともに、被災された方々に心より

お見舞い申し上げます。

　梅雨が明け、これからもなお台風や局地的豪雨の多発する時期と

なります。

　本市では、先月、全職員に対し災害応急行動実践のための職員初動

研修を実施しました。また、10月には中学校区を単位とした地域ごと

の防災講演会の開催に着手し、続いて関西大学の協力による小学生対

象の防災教室を順次実施していく予定です。

　地域全体で「災害対応の共有化」を実現する。その準備を着実かつ

継続的に行う。このことが防災の根幹だと考えています。

　一人ひとりが災害を他人事ではなく自分事にする想像力を駆使し、

災害発生という非日常を日常として向き合うしなやかな姿勢が大切だ

と思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

　7 月 12 日、全国市長会役員の評議員として、理事・評
議員合同会議及び財政委員会に出席しました。
　全国市長会は、全国の 814 市区が加盟し、国に対する
政策提言や要望活動、地方行政全般にわたる調査研究を行

うなど、地方自治の発展に
寄与すること目的として活
動しています。また、大災
害への支援など、基礎自治
体間の連携協力も積極的に
行っています。

全国市長会　理事・評議員合同会議

「防災教室」▲グループで “もしも”
のときに取る行動を話し合い▲

ビニール袋で簡易レインコート、
新聞紙で簡易スリッパ作りに挑戦

▲災害時職員初動研修

　 ▲

羽曳野市総合防災
　　マップ（平成29年
　　　　　  4 月改訂）
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府民お問合せセンター  ☎ 06-6910-8001
※訓練当日（9 月 5 日）は、電話がつながりにくく
なることがあります。

11:00 地震発生 !!（想定）
→館内放送や屋外スピーカーなどでお知らせ

11:03 大津波警報発表
→訓練用のエリアメール、
　緊急速報メールが届きます。
　※緊急地震速報のブザー音ではありません。

11:15 羽曳野市からの訓練情報

９月 5日 ㈪９月 5日 ㈫

○マナーモードでも着信音が鳴ります。
　※映画館などでは電源を切ってください。
○ 携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社に
お問い合わせください。

[ 主催：大阪 880 万人
　　　 訓練実行委員会 ]

今後も、生徒のみなさんに喜んでもらえるよう、
おいしく栄養バランスの整った給食を

提供していきますので、ぜひご利用ください

ごはんとスープが
   温かくて良い。

バランスが整っていて
良かった。

・・・ご意見いろいろ・・・

牛乳以外の飲み物を
つけてほしい。

購買よりも
安くて良い。

【質問①】 中学校給食を食べたことがありますか？

　　　　　　　　　食べたことがない（79％）
　　　　　 たまに食べる（14％）
　　よく食べる（7％）

　　　　　　　　　　　　　　　おいしくなかった（32％）
　　　　　　　　　　ふつう（43％）
　　おいしかった（25％）

・嫌いな食材
・味が好みでない
・冷めている  など

・家のお弁当が良い
・申し込みが面倒  など

　　　　　　　　　　　　　　　　　食べたくない（55％）
　　　　　　　たまに食べたい（36％）
　　食べたい（9％）

【質問②】 給食はおいしかったですか？

【質問③】 今後、中学校給食を食べたいですか？

【質問④】量や値段について、どう感じましたか？
量は？

値段は？

●回答者数 2,482 人／喫食者数 2,806 人（市内 6 中学校 全生徒数 3,055 人）

＜問合せ＞ 教育総務課 ☎ 072-958-1111内線 4112

中学校給食 無料試食会（5月）にて
アンケートを実施しました。

　　　　　　　　　　　　　　　多い（40％）　　 未回答（2％）
　　　　　 　　　　　　少ない（19％）
　　ちょうど良い（39％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 未回答（5％）
　　　　　 　　　　　　安い（13％）　　　高い（34％）
　　ちょうど良い（48％）

訓練一斉実施 !!

問
合
せ

（
注
意
）

●問合せ● 観光課 ☎ 072-958-1111 内線 2760

はびきの軽トラ市

16:00
　　～20:00

高鷲駅北側ロータリー
8月27日㈰

● 出演者の都合に
より変更になる場合があります。
●イベント内容などの詳細は、ウ
ェブサイトで確認するか、お問い
合わせください。

お笑いライブに

「スマイル」登場！

（よしもとクリエイティブエージェンシー）

納涼祭納涼祭
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■試験要綱配布場所
署　所　名  住　所

同消防本部総務課 藤井寺市青山 3-613-8
藤井寺分署 藤井寺市国府 1-1-8
柏原出張所 柏原市河原町 1-90
国分出張所 柏原市国分本町 2-5-5
羽曳野出張所 羽曳野市羽曳が丘 4-14-18
高鷲出張所 羽曳野市島泉 8-8-2
　※ウェブサイトからもダウンロードできます。

■■ 問合せ ■■  柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 総務課 人事係 ☎ 072-958-9926

職　種 採用予定人数 受　験　資　格

消防吏員Ａ 2 人程度 平成 4 年 4 月 2 日以降に生まれ、平成 30 年 3 月までに
大学を卒業（見込み）の人

消防吏員Ｂ 2 人程度 平成6年4月2日以降に生まれ、平成30年3月までに高校・
短期大学・高等専門学校を卒業（見込み）の人

【試験要綱配布期間】8 月 7 日㈪ ～ 9 月 5 日㈫まで
【願書受付期間】8 月 14 日㈪ ～ 9 月 5 日㈫  平日 9:00 ～ 17:00
【願書受付場所】柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 ３階 総務課へ
　　　　　　　  持参、または、郵送での受付（詳細は試験要綱にて）
　　　　　　　  ※但し、郵送は 8 月 31 日㈭ 消印まで

【試験日】＜ 1 次試験＞ 9 月 17 日㈰ 筆記試験・体力試験
　　　　　　　　　　　※雨天時は、体力試験の日程が変更となる
　　　　　　　　　　　　場合があります。
　　　　  ＜ 2 次試験＞ 10 月中旬予定
　　　　　　　　　　　※一次試験合格者に対し二次試験を実施

柏原羽曳野藤井寺消防組合柏原羽曳野藤井寺消防組合

→詳しくはウェブサイトを
　　　　　　ご覧ください。

消 募 集防 吏 員消 募 集防 吏 員

　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、8 月14 日㈪から羽曳野市ウェ
ブサイトに掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。ウェブサイ
トの閲覧ができない方は、市役所および支所で案内を配布しますのでご利用
ください。案内を郵便で請求する場合は、下記案内請求先あての封筒（大き
さは問いません）に「職員採用試験実施案内請求」と朱書し、必ず返信用封
筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し140 円切手を貼った
封筒（角形２号封筒〔33cm ×24cm 程度〕））を同封して郵送してください。
●案内請求先　〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1
　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市役所 市長公室 人事課

●有資格者などを対象とした採用
職 種 区 分 採用予定人員 年 齢 要 件 受　験　資　格

事務職 上級 3 人程度 昭和 62 年４月２日
以降に生まれた人

学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業しているか、平成 30 年３月
31 日までに卒業見込みの人

事務職
（社会福祉） 上級 ２人程度 昭和 57 年４月２日

以降に生まれた人

以下のすべての要件を満たす人
①社会福祉士資格または精神保健福祉士資格を有しているか、平成 30 年３月
　31 日までに取得見込みの人
②大学卒業程度の学力を有する人

幼稚園教諭・
保育士

２人程度 昭和 62 年４月２日
以降に生まれた人

保育士（国家戦略特別区域限定保育士を含む。）資格と幼稚園教諭免許の両方を
有しているか、平成 30 年３月 31 日までに両方の資格を取得見込みの人

看護師 １人程度 昭和 57 年４月２日
以降に生まれた人 看護師免許を有しているか、平成 30 年３月 31 日までに取得見込みの人

●身体障がい者を対象とした採用
職 種 区 分 採用予定人員 年 齢 要 件 受　験　資　格

事務職 初級 1 人程度
昭和 57 年４月２日から
平成 12 年４月１日まで
に生まれた人

以下のすべての要件を満たす人
①身体障害者手帳の交付を受けている人
②高校卒業程度の学力を有する人

～あなたの魅力をまちの魅力に～

[ 案内配布場所 ] 市役所３階人事課および支所
[ 案内配布期間 ] 8月14日㈪ ～ 9 月 5 日㈫ 9:00～17:30
[ 郵送受付期間 ] 8月14日㈪ ～ 9 月 1 日㈮（同日消印有効）
[ 持参受付期間 ] 8月14日㈪ ～ 9 月 5 日㈫ 9:30～17:30
[ 試 験 日 ] 9月17日㈰（1 次試験）

※�試験の内容については一切お答えできません。
※�２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせします。
※�土・日・祝日の案内配布および持参受付は行っていません。

○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人
○自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要としない人
○活字印刷文による出題に対応できる人

（受験できる人）

[ 問合せ ] 人事課 ☎ 072-958-1111  内線 3431・3432

羽曳野市職員
募 集
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デング熱のほかにもマラリアやチクングニア熱など、蚊が媒
介する感染症が発生しています。日本での流行を防ぐため、
予防策などを確認しておきましょう。

藤井寺保健所　☎ 072-952-6165　　環境衛生課　☎ 072-958-1111

デング熱などに
ご注意を！ 予防策は…「　　に刺さ

れない」蚊
「　　を発生させ

ない」蚊
対策 ❶ 蚊に刺されない
・白など薄い色の長袖、長ズボンを着用する
・虫除けスプレーや蚊取り線香などを使用する

対策 ❷ 蚊の発生を抑える
ヒトスジシマカは、狭い水たまりのような場所を好
んで産卵します。

「この熱、デング熱かも？」
デング熱の初期症状はインフルエンザと似ています

（発熱、筋肉痛、関節痛など）。特に、蚊に刺された数日
後に症状が出たり、皮膚に赤い小さな発疹が見られた
りした場合は、速やかに医療機関を受診しましょう。

ご注意ください
セアカゴケグモ に

排水溝や花壇、エアコンの室外機の裏、墓
石周りなど、に生息します。
見つけても素手で触らずに、靴で踏み潰す
か家庭用殺虫剤（ピレスロイド系）を吹き
かけて駆除し、近くに卵があれば靴で踏み
潰してください。
万が一咬まれたら、その部位を水で洗い流
し、早めに医療機関を受診しましょう。

（その際、咬まれたクモを殺虫
して持参すると、適切な治療
につながります。）

熱中症にご注意ください
・・・程度と症状
　程度は大きく3段階に分けられ、症状は、気分が悪くなる程度の軽い
ものから、全身の機能不全や意識障害、最悪の場合は死に至るなどの
重症なものまで様々です。
●軽度[初期段階]（熱失神・熱けいれん）
＜症状＞ めまい、たちくらみ、手足のしびれ、筋肉痛、
　　　　こむら返り、汗がとまらないなど

→日陰で休む、水分・塩分補給、 衣服を緩め体を冷やす

●高度[重症]（熱射病）
＜症状＞ 意識がない、けいれん、異常に高い体温、
　　　　呼びかけに応じない、まっすぐ歩けないなど

→救急車で救命医療を行う医療施設に搬送し治療が必要

●中度[進行段階]（熱疲労）
＜症状＞ 頭痛、吐き気、体がだるい（倦怠感）、虚脱感

→医療機関での診察、治療（輸液）が必要な場合も

【注意】 熱中症軽・中度が疑われ、涼しい場所（風通しのよい日陰、クーラーの効いている室内など）へ移動、衣服
を緩め体を冷やす、水分補給などの応急処置を行っても、口から水分が摂れない場合や症状が改善しな
い場合は、速やかに医療機関を受診する必要があります。

＜問合せ＞  ●柏原羽曳野藤井寺 消防組合消防本部 ☎072-958-0119　●健康増進課 ☎072-956-1000

※子どもと高齢者は特にご注意
☑子どもの特徴
　大人より地面に近いため、地面
の照り返しの影響が大きく、高い温
度にさらされる。

☑高齢者の特徴
　汗をかきにくい、暑さを感じにく
いなど、気づくのが遅れる。
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LICウェルネスゾーン

■プログラム・スケジュール表　　  （　午前のプログラムは65歳以上の方対象、□午後のプログラムは40歳以上の方対象）

■プログラム紹介

月時 間 火 水 木 金

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

○新 ラララフィット〈膝強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

サーキットトレーニング
フリータイム

定員30名 12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

15：10～17：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～17：00

骨盤体操〈骨盤底筋〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

○新 ラララフィット〈腰強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

頭と体の若返り体操
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

メタボサーキット
（週2回コース） 定員15名

14：10～15：40

メタボサーキット
（週2回コース）
14：10～15：40

○新 ラララサーキット ライト
（週1回コース）定員15名

11：20～12：20

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）
9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ヨガ
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

コンディショニングプログラム
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

ピラティス
（週1回コース） 定員20名 

12：35～13：35

ノッテヨガ
（週1回コース） 定員10名

 13：50～14：50
10 -1 10 -2

2 1 -21 3 4

5

11

16 16

16
サーキットトレーニング

フリータイム
14：00～17：00

16

1612 ○新リラックスストレッチ
（週1回コース） 定員15名 12：35～13：35
15

13

14

6 7 8 9

-1

２２017年10月期（10月～12月）

受 講 生 募 集

笑顔で楽しく健康に！新プログラム登場！

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した“ラララサーキット”など多様な
プログラムを展開。受講修了後もフォローアップ事業により修了者をサポートします。

＜問合せ＞
● LIＣウェルネスゾーン
　　　☎072-958-0711
●地域包括支援課
　　　☎072-947-3825（直通）

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
①住所
②氏名
③フリガナ
④性別
⑤生年月日
⑥H29.10.1現在の年齢
⑦電話番号
⑧申込みたい
　プログラム番号
 （1～16から第2希望まで）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号62 62

[対象] 40歳以上の羽曳野市民の方。ただし、医師から運動制限を受けている
　　　 方およびご自身で来所できない方はご利用いただけません。
　　　　午前のプログラム→ 65歳以上（Ｈ29.10.1現在）の方
　　　□午後のプログラム→ 40歳以上（Ｈ29.10.1現在）の方
[申込期間 ] 8月１日㈫～8月21日㈪　※8月21日㈪消印有効
[申込方法 ] 往復はがきにてお申し込みください。　　　　　　[費用] 無料
　・お一人様一口のみ。多数の場合は抽選　・消せるボールペンは使用不可
　・受講者の決定は、9月初旬にお知らせ
　※申込をキャンセルされる場合は8月末
　　までにご連絡ください。
＜抽選時の優先順位は次のとおり＞
①LICウェルネスゾーンを初めて利用する方
②受講履歴があり、新たに未受講のプログ
　ラムを希望する方
③受講履歴があり、再度同じプログラム
　を希望する方

3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。

□1 ラララサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□2□3□4 ラララサーキット □5□7 ラララフィット
　　　  ＜膝強化コース＞
　　　  ＜腰強化コース＞

□6 骨盤体操＜骨盤底筋＞ □8 頭と体の若返り体操 □9 ラララサーキットライト

□10 メタボサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□11 ヨガ □13 ノッテヨガ□12 ピラティス □14 コンディショニング
　　　　　　  プログラム

□15 リラックスストレッチ

□16 サーキットトレーニングフリータイム（定員 30 名）

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

膝
・
腰
周
り
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す
い
骨
盤

底
筋
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
。

脳
と
身
体
の
両
方
に
、
同
時
に
刺

激
を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢
を
複
合
的
に

動
か
し
、
脳
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
ア
ロ
マ
の

香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

二
の
腕
を
細
め
た
り
、
体
幹
や
脚

力
な
ど
を
強
化
す
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
系
の
道
具
を
使
い
、
姿

勢
を
保
ち
な
が
ら
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ

を
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
に
加
え

て
、
呼
吸
法
に
意
識
を
持
ち
、
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
組
み
合
わ
せ
。※

市
の
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
方
優
先

本
来
あ
る
べ
き
骨
格
の
状
態
に
体

を
リ
セ
ッ
ト
し
、
し
な
や
か
で
強

い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

マシンと足踏み等を組み合わせたトレーニング。フリータイム登録者および各プログラムの受講者が利用でき
ます。※利用前に初回講習会（要予約）の受講が必要です。

※

6
月
よ
り
往
復
は
が
き
料
金
が

104
円
↓

124
円
に
変
更

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。
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　高齢になると腎臓や肝臓の機能が低下するため、薬
物の排泄が遅くなり副作用として現れることがありま
す。その上、徐々に変わるため気付かない事も多いです。
高齢者の副作用発現は 5 ～15％に認められます。60
歳未満にくらべ 70 歳以上ですと1.5 ～2 倍の出現率
に増加します。特に薬物の種類が増えた場合には注意
が必要です。僅

わず
か1つ増えただけで重大な変化をもた

らす原因ともなりかねません。薬物にはいろいろな種
類があり、大きく、腎排泄と肝排泄中心の薬物に分かれ、
その時々に合った薬を選択すべきです。例えば、鎮痛剤

（非ステロイド性消炎鎮痛剤）を服用中、足の浮腫が
出てくる様であれば、腎機能の低下が出て来ている疑い
があります。ときに薬について見直すことも大切です。

　　　　　　　　　　　　　聖寿堂薬局　佐々木清尚

高齢者の薬物に対する副作用 　乳幼児における小児鍼と認知症予防の擦過鍼との共
通点は、その手法が、ごく軽い皮膚刺激なので、痛く
も痒くもなく気持ちのよいもので、術後は、すっきり爽
快な感覚を覚え、安心して受けていただけます。
　乳幼児は、自律神経のバランスが不安定でストレス
になり、夜泣き疳虫となって現れます。成人の場合、認
知症の周辺症状（睡眠障害、せん妄、うつ状態など）は、
知的能力の低下によって起こる精神症状や問題行動で、
現れる場合があります。近年、体性自律神経反射によ
って、皮膚への軽微な刺激で悩血流が増加することが
実証されています。擦過鍼を受けた方の表情が和やか
になったり、肩こり、腰痛、目のかすみ、頭が重いとい
った不定愁訴が改善、解消されるという結果から、擦
過鍼が、ストレスなどを和らげる一助となり、脳の血流
を活発にすることが認知症予防につながるのではない
かと考えられます。
　　　　　　　　　　 はびきの鍼灸マッサージ師協会
　　　　　　　　　　　　　　     ☎ 072-958-5764

　国民年金のお支払方法を口座振替にすると、振替方法に
よっては保険料の割引があり、納め忘れもありません。
　なお 60 歳以上の任意加入の際は原則、口座振替での支
払いです。
　■毎月納付の翌月末振替（通常納付、割引なし）
　■毎月納付の当月末振替（早割、毎月 50 円割引）
　■ 6 カ月前納 ･･･下半期（10 ～3 月分）は10 月末に納付。
　　1,120 円の割引。※ 8 月末日までに申込み。
　■�１年前納（4 ～翌年３月分）、２年前納（4 ～翌々年 3 月分）を

4 月末に一括して納付します。※翌年２月末日までに申込み。
　口座振替の申込用紙は市役所年金担当窓口に用意してお
ります。年金事務所、またはお取引を希望される銀行の窓
口へご提出ください。

　申込用紙は市役所の年金担当窓口に用意しております。
ご提出は、年金事務所へ（郵送可）。※毎月納付には割引は
ございません。
　【前納と割引】※現金納付と同じ割引額です。
　　■６カ月（4 月末と10 月末）：800 円
　　■1年：3,510 円　　■ 2 年：14,400 円
　引落日はご利用のクレジット会社へお問い合わせくださ
い。60 歳以上の任意加入の方もクレジット納付がご利用で
きます。詳しくは年金事務所へお問い合わせください。

●国民年金のお支払は口座振替が便利でお得

●クレジットカードでの納付

天王寺年金事務所
☎ 06-6772-7531（代表）

［平      日］　8:30 ～17:15（㈪は19:00 まで延長）
［第２土曜］　9:30 ～16:00
　※電話は自動音声案内です。⑤で所員が出ます。

市役所保険年金課　☎ 072-958-1111　内線1720　ＦＡＸ 072-956-1419
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531　ＦＡＸ 06-6772-3338

７月の所得状況届を
まだ提出していない方へ
　20 歳前障がいの障害基礎年金などを受給し
ている方のはがきまたは診断書などの提出が遅
れると一時的に年金が停止することもあります。

！

黄色（短縮用請求書）の封筒が
到着している方へ
　年金の受給資格があります！忘れず提出し、
請求しましょう。未請求の方には勧奨はがきの
郵送連絡をする場合があります。年金受給があ
る方には送付や連絡はありません。不審な（ATM
への誘導など）電話や案内などには気をつけて
ください。

！
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●●敬老祝金を支給します●●

　平成 29 年 4 月 1日以前から本市に住民登録があり、
9月 1日（基準日）に引き続きお住まいの方が対象です。
→対象者には 9 月初旬にご案内を送付します。

対 象 年 齢 支給額
満101歳以上（大正 5 年 9 月１日以前生まれ） 5 万円

満 100 歳 （大正 5 年 9 月２日
    　～大正 6 年 9 月 1 日生まれ）10 万円

満 88 歳 （昭和 3 年9 月 2 日
    　　～昭和 4 年9 月 1 日生まれ） 2 万円

満 77 歳 （昭和 14 年 9 月 2 日
   　～昭和 15 年 9 月 1 日生まれ） 1 万円

●●敬老祝品を贈呈します●●（新 70 歳の方） 8 月 1 日時点で本市に居住し、かつ住民登録している満 70 歳の
方（昭和 21年 8 月 2 日～昭和 22 年 8 月 1 日生まれ）が対象です。8 月中旬～ 9 月下旬までにお送りします。

●●羽曳野市敬老会を開催！●●

◆式次第 ( 第１部 式典、第２部 アトラクション )
　※概ね 2 時間（予定）

日　時 会　場

９月12 日㈫
  ９:30 ～  陵南の森
 12:45 ～  丹治はやプラザ
 15:30 ～  MOMOプラザ

９月13 日㈬  10:00 ～  石川プラザ
 13:30 ～  LIC はびきの

ご長寿をお祝いしますご長寿をお祝いします ＜問合せ＞ 福祉支援課
☎ 072-958-1111  内線1213
FAX 072-957-1238

＜第 2 部 アトラクション＞

●●羽曳野市金婚祝賀会 ●● ＜11月6日㈪開催＞
[ 会場 ] ホテル・アゴーラリージェンシー堺
　　　　※各集合場所よりバスにて送迎
[ 対象 ] 市内居住で住民登録し、過去に申請がなく
　　①�昭和 42 年 10 月１日以前に婚姻届を提出した方。
　　②�実際に婚姻してからの年数が 50 年以上であること
　　　を証明できる夫婦
[ 申込 ] 福祉支援課、支所、MOMO プラザ、丹治はやプラザ、
石川プラザ、人権文化センターにある申請書に記入の上、婚
姻日が証明できる書類 ( 戸籍謄本など ) とともに福祉支援課
( 市役所別館４番窓口 ) へ提出。
[ 受付期間 ] 8 月 1 日㈫～ 9 月 8 日㈮まで

＜参加・出展申込先＞
部 門 代 表 者 電話

市外局番 072
囲 碁 黒川　寿満男 956-5812
音 楽 近藤　ひさと 958-6324
絵 画 吉岡　健一 939-5324
華 道 楠　法子 956-2297
工 芸 小谷　かよ子 956-1413
茶 道 中山　榮子 953-0097
三 曲 石田　芳之 958-4464
詩 吟 林　雅代 953-7447
写 真 高橋　保夫 957-1578
手 芸 田仲　美知子 953-6679
将 棋 若林　信一 958-1322
書 道 森本　安子 956-5318
日 舞 辻内　鈴江 953-2783
俳 画 小林　美智子 956-1846
俳 句 三好　広一郎 956-9390
邦 楽 飛田　美和子 958-4838
民 舞 大島　靖子 954-2548
民 謡 田中　静子 958-0741
謡 曲 松谷　昌孝 958-5081

市民文化祭の出展作品・参加者を募集します。市内在住・在勤・
在学の人ならどなたでも参加できます。定員になり次第締め
切ります。詳しくは各部門の代表者までご連絡ください。
受付：9 月 9 日㈯まで ※音楽部門は 8 月 25 日㈮まで

酒井くにお・とおる 秋本 千波 正司 敏江

＜文化祭スケジュール＞
日　　時 開催場所

囲碁・将棋大会 10月22日㈰9:30～17:00 陵南の森公民館
謡曲大会 10月22日㈰10:00～ 17:00 LICはびきの（音楽実習室）
三曲会

（三弦・琴・尺八）10月22日㈰11:30～ 16:00 LICはびきの（ホールＭ）

展
　
示

児童画、書道、
茶席、華道、手芸、
絵画、俳画、工芸、
写真、俳句

・10月28日㈯9:00～17:00
　※茶席は10:00から
・10月29日㈰9:00～16:30
　※茶席は10:00から

LICはびきの

日舞・民舞大会 10月29日㈰10:00～ 17:00 LICはびきの（ホールＭ）
民謡・邦楽大会 10月29日㈰10:00～ 16:30 ※場所調整中
吟詠大会 11月3日㈷13:00～ 17:00 市民会館（予定）
音楽会 11月3日㈷13:00～ 16:30 LICはびきの（ホールＭ）

[ 日時 ]10 月 21 日㈯ 14:00 ～
[ 場所 ] LICはびきのホールM

出演：ボルトボルズ
　　　　　　　／キタノ大地 & 愛華
内容：「サイエンス & マジックショー」

●第 1 部 記念式典

●第 2 部 記念公演

第

 60
回

入場無料・記念品あり
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○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

読んでみませんか？

『はじめて見たよ！セミのなぞ』
新
しんかい

開 孝
たかし

／写真・文
少年写真新聞社
　夏になれば、日本中
で見られるセミ。でも、
都会と林の中では、住んでいる種
類が違うのはなぜでしょう？セミ
の不思議に迫る写真絵本です。

『絶望している暇はない』
舘
たて

野
の

 泉
いずみ

／著
小学館
　「右手を奪われたんじ
ゃない。左手の音楽を
与えられたのです」半
身不随となり、80 歳を
過ぎても現役で活躍するピアニスト
が贈る、35 の珠玉の言葉。

市内の図書館は全て休館です。
今月の休館日は 8月31日㈭

●ちびっこサロン ～おはなし・手遊び・おりがみ など～

[ 日時 ] 8 月 9 日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局（市役所敷地内）
●こわ～いおはなし会
陵南の森図書館 8 月 6 日㈰ 11:00 ～
中央図書館 8 月 6 日㈰ 14:00 ～

●図書館クエスト 2017
8 月30 日㈬まで陵南の森図書館で実施中
●コロだけクイズラリー
8 月 29 日㈫までの各開館日

（ブックステーションはびきのコロセアム）

●おどる？！たけのこくん工作
[ 日時 ] 8 月 19 日㈯中央図書館
① 13:30 ～未就学児（保護者同伴）定員８人
② 14:15 ～小学生  定員 10 人
[ 申込 ] 8 月 1 日㈫ 13:00 より中央図書館
カウンターにて受け付け
●たけのこ句ん会
[ 投句期間 ] 8 月 6 日㈰まで
[ 投票期間 ] 8 月 13 日㈰～ 30 日㈬
※入賞作品展示は、９月１日㈮～ 15 日㈮
陵南の森図書館にて

●夏休み子ども 1 日図書館員
中央図書館  8 月 22 日㈫

　　～ 24 日㈭
13:30～16:30

各日 4 人

陵南の森図書館 各日 4 人
羽曳が丘図書館

 8 月 23 日㈬
13:30～16:30

2 人
（各館）丹比図書館

東部図書館
[ 対象 ] 市在住の小学 4 年生～ 6 年生
[ 申込 ] 8 月 7 日㈪ 13:00 に各図書館
にお越しください。※定員を超えた場
合は抽選、初めての方優先

おはなし会（8 月）
東部図書館   9 日㈬ 10:30 ～

羽曳が丘図書館 12 日㈯、26 日㈯ 15:00 ～
古市図書館 19 日㈯ 15:00 ～

中央図書館 13 日㈰、20日㈰、
27 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

13 日㈰、27 日㈰ 11:00 ～
19 日㈯ 15:00 ～
20 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）
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①楽しむ 日本近代の美のすがた
[ 開講日 ] ㈰ 1 限目 10:30 ～ 12:00　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 40 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] 主に関西で活躍した明治以降の芸術家たちを取り上げ、
その伝統的な美のすがたの楽しみ方をご紹介。
1 10/22 総論「芸術を楽しむことの意味」
2 11/5 関西の日本近代美術史 1 日本画の世界
3 11/12 関西の日本近代美術史 2 書の世界
4 11/19「上村松園の人生と画業」
5 11/26「小林コレクションの楽しみ方」
6 12/3 現地講義：小林美術館
7 12/10「富岡鉄斎の人生と画業」
8 12/17 東洋の美のすがた - 近代におけるその伝統 -
9 12/24 煎茶の美意識
10 1/7 現地講義：鉄斎美術館「鉄斎の器玩-煎茶皆具の世界-」
11 1/14 「橋本関雪 - 京都画壇の剛腕画人 -」
12 1/21 現地講義：白沙村荘橋本関雪記念館
※現地講義の詳細（入館料や集合時間場所など）は、受講決定
通知にてお知らせします。
③シニアのための「セルフメディケーション」サポート講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【大阪大谷大学連携講座】
[ 開講日 ] ㈰ 3 限目 15:00 ～ 16:30　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 3,000 円
[ 内容 ] 最近注目される「セルフメディケーション」（自己治療）
を支援するための基礎薬学講座です。慢性疾患の予防と治療から、
日常ケアに重要な製剤の正しい使い方、身近な薬草や健康食品に
いたるまで、今日から役立つくすりに関する知識や情報が毎回満
載です。

1 10/22 セルフメディケーションのための基礎薬学（序論）
：薬の効き方・使い方

2 11/5 皮膚の病気と薬物治療 - ぬり薬の使い方
3 11/12 目の病気と薬物治療 - 目薬の使い方
4 11/19 オーラルケアとその方法
5 11/26 身近な薬草・毒草のお話：生薬・漢方・健康食品まで

6 12/3 セルフメディケーションのススメ：自ら取り組む生
活習慣病の予防と改善

⑤大阪企業の今昔～創業者から学ぶもの～
[ 開講日 ] ㈬ 1 限目 10:30 ～ 12:00  ※ 10/30 のみ㈪
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 40 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] かつて大大阪と呼ばれ、独自の発展を遂げた大阪を支えた
企業と創業者から、チャレンジ精神やその偉業と現在を学びます。
1 10/25 大阪の企業家精神に学ぶ
2 10/30 現地講義：大和ハウス「石橋信夫が愛した羽曳野の庭の間」
3 11/8 松下幸之助とパナソニック 100 周年～喜怒哀楽の歴史
4 11/15 カテゴリーからブランドへ CHOYA（歴史から学ぶブランドの大切さ）
5 11/22 サントリー・佐治敬三の夢と志
6 11 月

下旬 現地講義：まほうびん記念館と大林組歴史館7
8 12/6 サクラクレパス 96 年の歩みとこれから
9 12/13 くすりの町「道修町の今昔」～道修町有力起業家の“結束”
10 12/20 機械工具商の町「立売堀」の企業家ネットワーク～「どてらい男」等
11 1/17 藤田傳三郎と美術館
12 1/24 現地講義：大阪企業家ミュージアム「大阪で活躍した企業家達」
※現地講義の詳細（入館料や集合時間場所など）は、受講決定
通知にてお知らせします。

②現代社会への多様な眼差し【四天王寺大学特別公開講座】
[ 開講日 ] ㈰ 2 限目 13:00 ～ 14:30　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] 現代社会の多様性を社会学の視点からとらえ、ポイント
をわかりやすく解説。
1 10/22 社会意識論：「当たり前のこと」の根拠を問う
2 11/5 産業社会学：歴史は繰り返す？「働くこと」の社会学
3 11/12 家族社会学：家族の「正しいカタチ」ってあるの？
4 11/19 地域社会学：生活者の思想から地域を構想する
5 11/26 社会病理学：その困難性とどう向き合うのか
6 12/3 異文化理解：あなたはアマゾンの “口噛み酒” を飲めますか？
7 12/10 マス・メディア論：「メディアを読み解く力」とは
8 12/17 文化社会学：「最近の若い者は・・・」から見る社会
9 12/24 宗教社会学：宗教を通して、現代社会を見る視点
10 1/7 国際社会学：トランスナショナルな想像力を鍛えよう
11 1/14 観光社会学：観光の原点、温泉と聖地巡礼を視点に
12 1/21 社会学理論：「社会」を理論によって捉えるとは
※ご希望の方はテキストをご購入ください。（『現代社会への多
様な眼差し』大関雅弘／編・著、晃洋書房 2,800 円＋税）
④世界に誇れる日本料理
　　　　　　元気はびきの農業！旬を丸ごと食べよう !!
[ 開講日 ] ㈫ 10:30 ～ 13:30　[ 場所 ] 市民会館 料理教室
[ 定員 ] 16 人　[ 受講料 ] 9,000 円（材料費込み）
[ 内容 ] 食文化概論と調理実習。日本料理の基本「一汁一菜」、五
行説（五法・五感・五味・五色）を学びます。料理上達の秘訣は
日本の食文化（五節句・正月料理・食材・器など）を知ることで
す。盛り付けのセンス、食事のマナーも磨きましょう。

1 10/24 一番だしの引き方
親子丼  あさりの潮汁  小松菜のお浸し

2 11/21 だし巻き卵  秋刀魚つみれ汁  さつまいもご飯
3 12/12 鰺のホイル焼き  大根汁  いなり寿司
4 12/26 鰤照り焼き  大根の西京味噌仕立て  茗荷ご飯
5 1/9 米茄子田楽  沢煮椀  七草粥生姜あんかけ
6 2/20 天ぷらと金時人参のかき揚げ  茶碗蒸し  里芋ご飯
※詳細は受講決定通知にてお知らせします。
※献立は予告なく変更する場合があります。

⑥しんかい 6500 の世界  −地球について考える−
[ 開講日 ] ㈬ 2 限目 13:00 ～ 14:30 　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] 地震や火山の噴火は地表を覆うプレートの運動によって
引き起こされます。海洋底で起こっている地学現象について、し
んかい 6500 などの深海探査機器を用いた海底調査の映像を交
えて、わかりやすく紹介します。
1 10/25 しんかい 6500 の世界
2 11/1 ここはどこ？　- 宇宙の誕生から地球の成立まで -
3 11/8 宝石で包まれた地球　- 地球をつくる元素と鉱物 -
4 11/15 大地の動きをはかる　- プレートの運動 -
5 11/22 地球システムを支配する海の底の巨大山脈
6 11/29 何度もいれかわった地球の北と南
7 12/6 プレートの沈み込む所
8 12/13 不思議な岩石の営み
9 12/20 プレートテクトニクス理論黎明期の研究者たち
10 1/10 地球とのつき合い方を考える　- 地震・火山災害 -
11 1/17 地球環境の変遷
12 1/24 研究の風景　- 三内丸山遺跡 -

後期講座・受講生募集・
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⑦時代を拓いた音楽家たち【大阪音楽大学提携講座】
[ 開講日 ] ㈬ 3 限目 15:00 ～ 16:30　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] 時代の先駆けとなるような新しい取り組みを行った音楽
家たちを紹介します。日本音楽では、中世から近世にかけて誕生・
発展した３つのジャンルから取り上げ、西洋音楽では、ロマン派
の 3 人の作曲家について解説します。
1 10/25 能 - 世阿弥 ①父・観阿弥とともに
2 11/1 能 - 世阿弥 ②夢幻能の誕生
3 11/8 フランツ・リスト ①ヴィルトゥオーゾとして
4 11/15 フランツ・リスト ②交響詩の誕生
5 11/22 地歌・筝曲 - 八橋検校　近世筝曲の樹立
6 11/29 地歌・筝曲 - 峰崎勾当　三絃手事物の確立
7 12/6 ロベルト・シューマン ①批評家として
8 12/13 ロベルト・シューマン ②ロマン派の旗手
9 12/20 人形浄瑠璃 - 竹本義太夫 ①当流現る
10 1/10 人形浄瑠璃 - 竹本義太夫 ②義太夫節の表現
11 1/17 エクトル・ベルリオーズ ①管弦楽の開拓者

12 1/31 エクトル・ベルリオーズ ②時代の反逆者／歌とピア
ノによる演奏

⑨流通の最前線を学ぶ【阪南大学提携講座】
[ 開講日 ] ㈯ 2 限目 13:00 ～ 14:30　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] 私たちにとって、日常生活で手にするモノやコトは、す
べて企画・生産・販売・消費という流通によってもたらされてい
ます。最前線の流通の実態を分かりやすい事例をとおして学びます。
1 10/21 ファッションから見える、流通の最前線とは
2 11/4 地域ブランド探求 - 河内鴨のブランドビジネス -
3 11/11 東京オリンピックを機に、スポーツ組織は変われるか？
4 11/25 ソーシャルビジネスの可能性
5 12/2 ふるさと納税のしくみと活用方法
6 12/9 日本とアメリカの流通ビジネス最前線

7 12/16 国産生地メーカーの魅力とブランド力強化への取り
組み

8 1/6 プロスポーツのビジネスを考える
9 1/13 電力自由化と再生可能エネルギー
10 1/20 健康寿命を延ばす！今から学ぶセルフ健康マネジメント
11 1/27 現代の店舗デザインの役割
12 2/3 ホテル経営の仕組み

⑧テレビ業界の裏表【学長企画講座】
[ 開講日 ] ㈯ 1 限目 10:30 ～ 12:00　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] テレビ業界で活動してきたアナウンサーやタレント、プ
ロデューサー、広告マンなどを講師に招き、大衆文化の檜舞台に
躍り出たテレビ業界の実相を、さまざまな角度から考えます。
1 10/21 香港返還生中継と逸話／間違いの多い読み
2 11/4 ワイドニュースたいむ６／間違いの多い意味
3 11/11 ドキュメント心臓移植／日本語・基礎の成り立ち　
4 11/25 ドキュメント阪神大震災／日本語の乱れ
5 12/2 テレビショッピングの舞台裏
6 12/9 私のレポーター・コメンテーター時代
7 12/16 CM は、世相をうつす鏡～昭和から平成まで

8 1/6 CM の笑いにはお国柄が出る～大阪、東京、アジア、
欧米の違い～

9 1/13 マンザイブームと吉本興業の東京進出 真の仕掛け人は誰だ？

10 1/20 大阪的 TV 文化論（街ロケ天国大阪、探偵ナイトス
クープ長寿の秘密）

11 1/27 私的芸人論（上岡龍太郎からミキまで）
12 2/10 「情報ライブ ミヤネ屋」体験記
⑩古代国家と日本
[ 開講日 ] ㈯ 3 限目 15:00 ～ 16:30　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 内容 ] 日本列島がいつできたのか、日本人はどこから来たのか
に始まり、縄文・弥生文化に日本文化の源を探ります。また、古
墳時代はすでに国家段階だったのか、そして古代の寺院・宮都・
まつりなどから古代国家と日本の姿を明らかにします。
1 10/28 人類の誕生と日本人
2 11/4 縄文文化の変革
3 11/11 弥生文化の系譜
4 11/18 邪馬台国と卑弥呼
5 11/25 古墳時代の始まり
6 12/9 大王の世紀
7 12/16 古墳から飛鳥へ
8 12/23 河内飛鳥と昆支王
9 1/6 古代の寺院
10 1/27 古代の宮都
11 2/3 古代のまつり
12 2/10 古代国家と日本

■対象・申込など
[ 対象 ] 市内外を問わず、どなたでも申込可
　　　  ※障がいへの配慮が必要な方は、その旨をお知らせください。
[ 申込 ] 9 月 13 日㈬までに、下記のいずれかの方法でお申し込みください。
　　　  ※定員越えは抽選、定員に達しない場合は追加募集を行います。
　●来館 → LIC はびきの 1 階受付で申込
　●インターネット → はびきの市民大学ウェブサイトから申込
　●官製はがき → 必要事項を記入し、投函（※記入のしかたは右図参照）
■申込後の流れ
[ 受講決定 ]「はびきの市民大学 受講の決定について（通知）」を送付します。
　　　　　　9 月 25 日㈪までに届かない場合はご連絡ください。
[ 受講手続 ] 10 月 1 日㈰～ 7 日㈯の期間にはびきの市民大学へ受講料を
　　　　　   ご持参ください。※納付した受講料は返金できません。
[ 入学式 ] 10 月 14 日㈯ 14:00 ～ 16:00（予定）LIC はびきのホール M にて
※個人情報は、羽曳野市個人情報保護条例に基づいて適切に管理します。
※講座内容は予告なく変更する場合があります。

62 羽
曳
野
市
軽
里
1
‐
1
‐
1

　
　
　
L
I
C
は
び
き
の
内

  

は
び
き
の
市
民
大
学  

行

・氏名（フリガナ）
・性別
・年齢
・郵便番号
・住所
・電話（FAX）番号
・希望講座（複数可）
※介助が必要な方は
　ご記入ください。

【表面】 【裏面】

■ 問合せ ■　はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

●単位認定について
規定の出席数と所定の課題を修めると、単位
を修得できます。合計 24 単位を修得すると

「はびきの市民大学学士」の学位記を授与し
ます。また、合計 50 単位を修得すると、市
長、市民大学学長より表彰されます。

〒583-0854
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すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録

※お知らせや各種申
し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べますよ。
自由にお越しください。

利用時間：月～土　9：00～17：00　翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

㈫㈮10:00～11:30 ※11日、15日、18日を除く
園庭開放時間など…

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

日 時
場 所
内 容
対 象

8月18日㈮　10：15～11：30
MOMOプラザ
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなし など
乳児から就学前まで

8月のサロン・親子教室はお休みです

＊すこやか広場

日 時
場 所
内 容
対 象

9月4日㈪　10：30～11：30 （12:00まで開放）
四天王寺悲田院　研徳田ホール
ふれあい遊びなど
3、4カ月～1歳前後

＊子育てサロン　ひよこ

日 時
場 所
内 容
対 象

9月7日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
四天王寺悲田院　研徳田ホール
ふれあい遊びや製作遊び
1歳前後～1歳半

＊子育てサロン　りす

日 時
場 所
内 容
対 象

9月11日㈪　10：30～11：30
四天王寺悲田院　研徳田ホール
季節の製作遊び
平成27年4月～平成28年3月生まれ

＊1歳親子教室

日 時
場 所
内 容
対 象

9月14日㈭　10：30～11：30
四天王寺悲田院　研徳田ホール
季節の製作遊び
平成25年4月～平成27年3月生まれ

＊2～3歳親子教室

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広場 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く　・保育室 ㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━
━
━
━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場
わ ん ぱ く 広 場
あ そ び の 広 場
おはなしの広場
双 子 の 広 場

㈪ ㈫ ㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※11日、25日、29日はお休み
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
㈭　隔週で年齢別　（1歳児・2歳児）
21日㈪　ジュース屋さんごっこ
28日㈪　お誕生会　（8月生まれ）

25日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪
※ 3歳児教室、2歳児教室は8月お休み

━

━

━

━

日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

9月4日、11日㈪　10：00～11：30

子育て支援センターふるいち

定員10組、参加無料　2回セットの教室です
＜講師＞4日㈪ 保健師、11日㈪ 松永 幸枝 氏

平成29年4月～6月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

8月21日㈪～25日㈮
支援センターふるいちへ電話（072-958-3308）か窓口、
または子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選

こもも教室　赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ
━
━

━

━

子育て講座　「おじいちゃんの絵本劇場」
日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

9月8日㈮　10：00～11：30
市役所別館2階（当日の連絡先は090-8880-0058まで）
定員80人（保育付30人※保育は生後5カ月～）
＜講師＞津留 勝一 氏（津留の恩返舎主宰）　
参加費無料
子育て中の保護者、子育て支援者、一般の方
※羽曳野市民に限る
8月23日㈬～29日㈫
支援センターふるいちかむかいのへ電話か窓口、または子
育てネットから申し込み
※保育付のみ応募多数の場合は抽選

━
━

━

み ん な の 広 場

おはなしの広場
よっといで３才児

㈪㈬㈭10:00～11：30、㈭のみ15:00～16:15
も開放、就学前の子どもとその保護者対象

※9日㈬、24日㈭はお休み
※31日㈭　お誕生会

21日㈪　11：00～11：30 
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成25年4月2日～平成26年8月31日生まれ）
24日㈭　10：00～11：30　「しゃぼん玉」

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ対象）
2日㈬　10：15～10：45　おほしさまの部屋にて
※みんなの広場も開放

（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ対象）
9日㈬　10：00～11：30　「しゃぼん玉」

ももんちゃん
（0歳児）

ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場 対象年齢の子どもとその保護者～ 親子で遊ぼうね！

保育ボランティア（有償）募集
各子育て支援センター（ふるいち、むかいの）へお問い合せ
ください。　※子育て講座などに伴う保育のお仕事です。

資格不要

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病気回復時で集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間

1人1日1,000円（0歳～学童）
※延長30分300円

・非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。
NPO法人サポートネットワーク

ぬくもり
☎ 072-937-0016

FAX 072-937-5716

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可
■ 日時　8月3日㈭ 15:00～17:00　9月14日㈭ 15:00～17:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

＜その他の催し＞　【児童館交流】 ………   29日㈫　10:30～11:30

8月の予定

9月の予定

お知らせ ： 8月11日㈮～16日㈬　休園します
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べますよ。
自由にお越しください。

利用時間：月～土　9：00～17：00　翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

㈫㈮10:00～11:30 ※11日、15日、18日を除く
園庭開放時間など…

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

日 時
場 所
内 容
対 象

8月18日㈮　10：15～11：30
MOMOプラザ
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなし など
乳児から就学前まで

8月のサロン・親子教室はお休みです

＊すこやか広場

日 時
場 所
内 容
対 象

9月4日㈪　10：30～11：30 （12:00まで開放）
四天王寺悲田院　研徳田ホール
ふれあい遊びなど
3、4カ月～1歳前後

＊子育てサロン　ひよこ

日 時
場 所
内 容
対 象

9月7日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
四天王寺悲田院　研徳田ホール
ふれあい遊びや製作遊び
1歳前後～1歳半

＊子育てサロン　りす

日 時
場 所
内 容
対 象

9月11日㈪　10：30～11：30
四天王寺悲田院　研徳田ホール
季節の製作遊び
平成27年4月～平成28年3月生まれ

＊1歳親子教室

日 時
場 所
内 容
対 象

9月14日㈭　10：30～11：30
四天王寺悲田院　研徳田ホール
季節の製作遊び
平成25年4月～平成27年3月生まれ

＊2～3歳親子教室

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広場 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く　・保育室 ㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━
━
━
━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場
わ ん ぱ く 広 場
あ そ び の 広 場
おはなしの広場
双 子 の 広 場

㈪ ㈫ ㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※11日、25日、29日はお休み
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
㈭　隔週で年齢別　（1歳児・2歳児）
21日㈪　ジュース屋さんごっこ
28日㈪　お誕生会　（8月生まれ）

25日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪
※　3歳児教室、2歳児教室は8月お休み

━

━

━

━

日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

9月4日、11日㈪　10：00～11：30

子育て支援センターふるいち

定員10組、参加無料　2回セットの教室です
＜講師＞4日㈪ 保健師、11日㈪ 松永 幸枝 氏

平成29年4月～6月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

8月21日㈪～25日㈮
支援センターふるいちへ電話（072-958-3308）か窓口、
または子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選

こもも教室　赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ
━
━

━

━

子育て講座　「おじいちゃんの絵本劇場」
日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

9月8日㈮　10：00～11：30
市役所別館2階（当日の連絡先は090-8880-0058まで）
定員80人（保育付30人※保育は生後5カ月～）
＜講師＞津留 勝一 氏（津留の恩返舎主宰）　
参加費無料
子育て中の保護者、子育て支援者、一般の方
※羽曳野市民に限る
8月23日㈬～29日㈫
支援センターふるいちかむかいのへ電話か窓口、または子
育てネットから申し込み
※保育付のみ応募多数の場合は抽選

━
━

━

み ん な の 広 場

おはなしの広場
よっといで３才児

㈪㈬㈭10:00～11：30、㈭のみ15:00～16:15
も開放、就学前の子どもとその保護者対象

※9日㈬、24日㈭はお休み
※31日㈭　お誕生会

21日㈪　11：00～11：30 
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成25年4月2日～平成26年8月31日生まれ）
24日㈭　10：00～11：30　「しゃぼん玉」

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ対象）
2日㈬　10：15～10：45　おほしさまの部屋にて
※みんなの広場も開放

（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ対象）
9日㈬　10：00～11：30　「しゃぼん玉」

ももんちゃん
（0歳児）

ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場 対象年齢の子どもとその保護者～ 親子で遊ぼうね！

保育ボランティア（有償）募集
各子育て支援センター（ふるいち、むかいの）へお問い合せ
ください。　※子育て講座などに伴う保育のお仕事です。

資格不要

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病気回復時で集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。
NPO法人サポートネットワーク

ぬくもり
 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　8月3日㈭ 15:00～17:00　9月14日㈭ 15:00～17:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

＜その他の催し＞　【児童館交流】 ………   29日㈫　10:30～11:30

8月の予定

9月の予定

お知らせ ： 8月11日㈮～16日㈬　休園します

●こどもステーション 8月の予定

4日㈮～6日㈰　「神ってるキャンプ」
大自然の中で2泊3日！要参加費、小3以上は１人で参加可
　行き先：西之谷ふれあいキャンプ場

事前予約

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）

☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施

3日㈭10:30～12:00　「ひとりで悩まないで相談室」　
　参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）、初回無料

18日・25日㈮17:00～20:00　「こどものふれあい広場」　
　（学習支援とこども食堂）保険・食事代200円

19日㈯10:00～12:00　「科学であそぼう」　参加費：800円

22日㈫13:30～15:00　「こどもクッキング」
参加費：1人600円（小学生以上）・幼児は親子で800円（材料費込）

1日㈫～31日㈭10:00～16:00　「生活学校」　
参加費：1日2,000円「掃除」「洗濯」「ごはん作り」など

26㈯11:00～12:00（午後の場合あり）　「さんすう科学くらぶ」　
　会費：月3,000円(教材費別途)　対象：幼児から　※体験有

19日㈯13:30～15:00　「図工くらぶ」　
　会費：月2回2,500円（教材費別途） 対象：幼児～どなたでも ※体験有

26日㈯14:00～15:00　「英語であそぼう」　
　歌や絵本、ゲームで英語を身近に！

毎週㈬㈮12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」　
ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)
※事前予約で別日も可。歌おう会は第1㈬・第4㈮

㈪～㈮10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円～、学童300円～
㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎可、きょうだい割引有

※ 8月11～15日はお休みです。

つどいの広場　8月

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

西 浦 東

幼稚園名

に こ に こくら ぶ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

羽曳が丘

丹 比
埴 生 南

白 鳥

ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組

957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359

電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「水遊びをしよう！」
「水遊びをしよう！」
「水遊びをしよう！」

「水遊びを楽しもう！」

  8月  8日㈫

  8月17日㈭ 9：30～10：30

  8月  4日㈮ 9：30～10：30

10：00～11：00
  8月  2日㈬ 9：30～10：30

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

保育園名 電話（市外局番072） 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

坂 門 ヶ 原 956-6246 5日㈯ 雨天中止  　10：00～11：30 ㈪～㈮開園中常時（要予約）

陽  気 954-9630 ㈪～㈮13:00～15：00（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時 8日㈫10：00～　色水あそび ボディーペインティング

誉  田 958-2525 第4㈯ 10：00～11：30 ※8月末まで工事のため、駐車場は八幡宮側を利用

郡  戸 938-5280 8日㈫10：00～11:00　プール開放

は び き の 958-3328 4日㈮10:00～　水あそび（雨天時はボーリング）

島  泉 953-4624 8日㈫10:00～　子育てサロン「水あそび」

軽  里 958-3338

下  開 958-3318

四天王寺悲田院 956-2985 10：00～11：30㈫㈮
※11,15,18日を除く

ベビーハウス社協 930-0240

高屋保育学園
（認定こども園） 957-1234

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 953-2071

あ お ぞ ら 950-1105 24日㈭ 10：00～11：00

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

8日㈫
10：30～11：30

えほん・あらかると
お誕生日会、水遊び ※持物：タオル、着替え、お茶

17日㈭
10：00～12：00

＜夏休み工作＞木のおもちゃを作ろう！
対象：小学生（1・2年生は保護者同伴） 先着15人、無料
申込：7日㈪～9日㈬　電話受付9：00～17：00

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

８月は園庭開放のみとなります。
暑い夏、保育園に来て水遊びをしませんか？

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　☎・ＦＡＸ 072-957-3282
http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～

18日㈮　10：30～11：30 水遊び

25日㈮　10：30～11：30 スーパーボールすくい遊び

NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

● つどいの広場　カンナ ＜開放時間＞㈪㈬㈮（㈷を除く）
10：00～12：00、14:00～16:00

＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00
※12:00～14：00は園児昼寝

22日㈫
10：30～11：30

えほん・あらかると
リズム遊び、水遊び ※持物：タオル、着替え、お茶

㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談

第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～
その他の
お知らせ

毎㈫は、ママたちのおしゃべりタイム（10時～11時は、スタッフが入って遊びます。）

お知らせ ： 8月11日㈮～16日㈬　休園します

暑さに負けず
夏を元気に
のりきろう！

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

埴 生
恵我之荘

た ん ぽ ぽくら ぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴ よ ぴ よ くら ぶ

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062

「水遊びをしよう」
「水遊びをしよう」

「水遊びをしよう」
「リズム遊び」（公開保育）2～4歳児とその保護者50組、要電話申込

  8月  4日㈮
  8月23日㈬

  8月24日㈭

  8月  9日㈬ 9：30～10：30

9：30～10：30

10：00～11：00
9：30～10：30
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料で受けられます。
乳がん検診のみ自己負担金 1,000 円がかかります。
生活保護受給者は無料（生活保護受給証明書が検診当日必要です。）

集団検診 ( 健診 )・各種教室は健康増進課 ( 保健センター ) まで、 電話もしくは来所にてお申し込みください。
定員になりしだい締め切ります。（※個別検診は各医療機関へ直接申し込み）対象者は各種がん検診・歯科健診とも年度内に 1 人
1 回となります。☎ 072-956-1000（※ FAX での申し込みはできません）

～ 骨と歯を大事にしていますか？～
集団健診では、骨密度測定と歯科健診を同時に受けることができます。

【個別健診】※昭和 56・51・46・41・36・31・26・21年生まれの方は
指定医療機関でも成人歯科健診を受けることができます。

※受診券に指定医療機関を載せていますのでご確認ください。

【集団健診】今の歯と骨の状況や正しい歯の磨き方、骨密度の改善方法
など知りたい方はぜひご参加ください。 

骨・歯セット教室 日程・場所 9月22日㈮ 保健センター
[ 対象 ] 65 歳以上の方　要予約

乳がん・子宮がん
※平成 29 年度分より乳がん子宮がん検

診の対象者は和暦 ( 元号 ) から西暦に
変更しています。

9 月 8 日㈮　保健センター★

★ は午後から一時保育(未就学児)あり。
また骨密度測定も受けることができ
ます。予約時に申し出てください。

胃がん・肺がん・大腸がん
（40 歳以上の市民）

9 月

  4 日㈪　MOMO プラザ

  7 日㈭　保健センター

20 日㈬　保健センター

27 日㈬　コロセアム

28 日㈭　石川プラザ

＜集団検診＞平成 29 年 9 月分を受付中。10 ～ 12 月分は
９月6日㈬から受付開始　※定員になり次第しめきります。ご了承ください。
★検診方法の詳しい内容は健康だより・ウェブサイトをご覧ください。

※乳がんは受診時満40 歳以上、子宮がんは受診時満20 歳以上の西暦偶数
年生まれの方が対象。（今年度に限り1989 年以降の西暦奇数年生まれも
対象。）受診には受診券（オレンジ色のはがき）が必要。

＜

無
料

＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ]   9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）なんばで実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　
予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～ 14:30
風しん抗体検査　　　　

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料

＞

水質検査
（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水） 予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査

（ホルムアルデヒド・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30 ～ 12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30 ～ 12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

がん検診は
  あなたを守る大切な検診です

◆定期健康相談・栄養相談 8 月 17 日㈭ 午前中 ※要予約

チョイス DE あなたにあった 健康スタイル
❶ 学ぶ DE お口の健康 ～歯の簡単ケアを学ぼう～ 歯科健診つき

日時：9月1日 ㈮　13:20 ～ 15:30（受付 13:10 ～）
会場：保健センター2階 予防接種ホール　定員：15人　※事前予約が必要。

[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民　[ 定員 ] 各 20 人

医師メニュー ②学ぶ DE 乳がん 11 月 22 日㈬
13:30 ～ 15:30

運動メニュー

③スクエアステップ DE 脳トレ 9 月 28 日㈭
13:30 ～ 15:30

④学ぶ DE ウォーキング
　（峰塚公園）

11 月 2 日㈭
13:30 ～ 15:30

⑤学ぶ DE ヨガ 12 月 19 日㈫
13:30 ～ 15:30

栄養メニュー ⑥学ぶ DE だし・減塩術 10 月 20 日㈮
10:00 ～ 12:00

※詳しくはチラシかウェブサイトをご覧ください。※定員になりしだい締め切り。

元気いっぱい！おやこ DE 健康づくり
　～夏休み 4 つの体験しませんか？～
[ 対象 ] 小学生とその親

（孫と祖父母での参加は不可、対象外のお子さんはご遠慮ください）

2
日
コ
ー
ス

8 月 23 日㈬
(10:00 ～ 12:00)

「おやこ DE 健康づくり」
「おやこ DE バランス革命 ( 運動 )」

市役所別館
健康ライフ室

8 月 24 日㈭
(10:00 ～ 15:30)

「おやこDEビューお昼ご飯作り（調理実習）」
「おやこDEキラリ☆よい歯づくり（歯科健診）」保健センター

 きらり☆わたしの美活 
　～いつか学びたかった！女性の健康づくりのホント～
[ 対象 ] おおむね 30 歳代から 50 歳代の女性　　
[ 日時 ]12 月 4 日㈪　10:00 ～ 15:30（保健センター）　
[ 内容 ]「キラリ☆健康」「キラリ☆美ボディー改革（運動）」「キラリ☆

ベジ改善（調理実習）」「キラリ☆口からはじめるアンチエイ
ジング（歯科健診）」を1日で！これであなたも美ボディーへ

先着 10 組

先着 20 人

はびきの健康マイレージ 
～健診を受けて健康とお得をゲットしよう !! ～

はびきの健康マイレージとは
市民の健康づくりを応援する取り組みです。
対象：40 歳以上の羽曳野市民
応募条件：平成 29 年 1 月～ 12 月の間に

特定健診 ＋
胃・肺・大腸がん検診
乳・子宮がん検診
成人歯科健診などのうち 1 つ

計 2 つの健診（検診）
を受けると応募でき
ます！

受診後必要事項を応募用紙（チラシの裏もしくは市ウェブサイトからダウンロード）に
記入の上、健康増進課（保健センター）まで郵送もしくはご持参ください。

応募期間：第1回締め切り 8月31日㈭ 当日消印有効
商　　品：①運動施設利用チケット 1,000 円相当分

②クオカード 500 円分
③羽曳野市の特産品チケット1,000円相当分 のいずれか1つ

※応募者多数の場合は厳正なる抽選の上、商品発送をもって発表にかえさせ
ていただきます。 
詳しくは保健センターにあるチラシ、またはウェブサイトをご覧ください。

※特定健診の受診日と場所、がん検診などの受診日と場所の２つが抜けてい
ると、無効になることがあります。ご注意ください。

第1回　締め切り迫る!!
抽選で

1500名様に
当たる！！
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児健康診査
（金曜日 実施）

8 月 4 日 平成 29 年 4月1日～12日生まれ

8 月 25 日 平成 29 年 4月13日～30 日生まれ

9 月 15 日、29 日 平成 29 年 5 月生まれ

１歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

8 月 29 日、30 日 平成 28 年 1 月生まれ

9 月 26 日、27 日 平成 28 年 2 月生まれ

２歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

8 月 22 日、23 日 平成 27 年 2 月生まれ

9 月 12 日、13 日 平成 27 年 3 月生まれ

３歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

8 月 8 日、9 日 平成 26 年 2 月生まれ

9 月 5 日、6 日 平成 26 年 3 月生まれ

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）に電話予約の上、受付時間
(13:25) にお越しください。

＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）
詳細は「平成 29 年度健康だより」、
市ウェブサイトをご覧ください。

◆マタニティスクール◆　（定員 20 人）
[ 日時 ]　＜あさがおコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 8 月 21 日㈪
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2 回目 9 月 14 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心とからだの準備

3 回目 9 月 23 日 (祝・土)
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 9 月 28 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成 29 年 11、12 月出産予定の初産婦の方を優先します。
※全４回の参加が難しい場合は、第 3 回のみの参加も若干名可能です。

◆「ママとベビーの交流会」（妊婦さんとの交流会含む）◆
（上のお子さんの保育はありません・定員 15 組）　※予約制
[ 対　象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 日　時 ] 9 月 28 日㈭ 14:00 ～ 16:00
[ 場　所 ] 保健センター 4 階　機能訓練室
　ベビーの身体計測・ママの体調・育児の困りごとなど助産師・
保健師が相談に応じます。保育士による絵本の読み聞かせ、遊びの
紹介などを予定しています。

◆離乳食講習会◆　（保育あり・先着 15 人）　※予約制
[ 日　時 ] 8 月 17 日㈭・9 月 19 日㈫のいずれか 1 日

13:00 ～ 15:30
[ 対　象 ] 4 カ月児健康診査受診後から 10 カ月までの乳児の

保護者 ( 講習会の対象となるお子様のみ保育対象となります)
[ 受講費 ] 無料　　[ 会　場 ] 保健センター　3 階栄養指導室

育児相談一口メモ
～水遊び編～

■ 水遊びは…
五感を発達させる　　

水に触れることで「冷たい」や「バシャバシャ音が
する」などいろいろなことを感じます。

水の中でバランス感覚を養う　　
少しプールをかき混ぜてあげたりすると体が水流に
乗ってユラユラを楽しめます。

こまめに水分補給を　　
遊んでいる時も顔色や唇の色をチェックしてください。

遊んだあとはゆっくり休みましょう　　
体力を消耗しているので眠そうにしていたらゆっく
りお昼寝させてあげましょう。

水の事故を
予防しましょう

家族で食卓をかこむ。　

食事の手伝いをする。

「いただきます」「ごちそうさま」
をきっちりと。

「早寝・早おき・朝ごはん」で生活リズムを整える。

行事食などを調べてカレンダーに書き込む。

家庭菜園、料理など体験する機会をもつ。

1

4

2

5

3

6

－もう受けましたか？－

　　　　　8 月は大阪府の食育推進強化月間です！やろう！
食育 ～夏休み編～

今年度ははびきの食育だよりを偶数月
に発行中。
←最新号はこちらへ

ただし!!

◦数センチのプールでもおぼれる
危険があります。

◦入浴中・水遊び中は決して目を離さない。「ちょっと
室内に飲み物を取りに…」という場合でも子供がすべ
って溺れてしまう危険は十分にあります。

◦乳幼児だけで浴室には入れない。
◦防災用であっても、残し湯はしない。浴室の入り口に

鍵をかける。
◦浴槽の底に、滑り止めシールを張る。
◦祖父母や友人宅でも心掛ける。

水の事故を
予防しましょう

◆ことばの相談◆　※予約制
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受
けします。
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古墳をつなぐバス、運行スタート
　7 月 1 日㈯、百舌鳥・古市古墳群をつなぐバスが羽曳野
市役所を出発しました。同バスは毎週土曜に市役所を出発し、
約 1 時間かけて堺市の仁徳天皇陵古墳に到着、帰りは仁徳
天皇陵古墳を出発し、羽曳野市役所に戻るというルートです。
同バスは乗車無料、定員は 24 人、先着順（予約可。22 ペー

ジ参照）で 1 台のみの運行と
なっており、平日は市内の循
環バスとして使用します。

（問合せ：世界文化遺産推進室 
☎ 072-958-1111）

駅前で「おはよう！」
　「おはようございます！」と中学生たちの声が飛び交って
きた。7 月 3 日㈪から 5 日間、高鷲南中学校の生徒会が中
心となり、早朝の高鷲駅南口であいさつ運動が行われまし
た。あいさつ運動は、学校で毎月 1 週間取り組まれていま
すが、「地域とのつながりを深めるには “あいさつ” から」
との想いで計画されました。生徒会長の海

かいばら
原徹

て つ ま
真さん（3年）

は「駅前であいさつ運動をすることに、最初は不安があり
ましたが、『おはよう』とあいさつを返してくれるとうれし
いです。」とあいさつ運動を振り返ってくれました。村田校

長は、「実際、あいさつを返してく
れる大人が少ないと感じました。
この運動を通じて、子どもたちと
地域とのつながりが深まれば。」と
想いを聞かせていただきました。

ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから

日本語学習で国際交流～みやびの集い～
　６月 11 日㈰、「羽曳野国際交流ボランティアサークルみ
やび」が行う「日本語教室」の交流パーティーが市民会館
で開催され、生徒らは日頃の日本語学習の成果を発表しま
した。また、千里亭だし吉さんによる落語を始め、フィリ
ピンのダンスやビン
ゴゲームで盛り上が
り、スリランカ本場
のカレーも振る舞わ
れ、参加者約 80 人
が楽しいひとときを
過ごしました。

「ヤマトタケル」伝説ふたたび
　6 月 25 日㈰、LIC はびきので、両国国技館（東京）以
来 20 年ぶりとなるオラトリオ「ヤマトタケル」（全編）が
上演されました。以前、本市の市民合唱団「シグナス混声
合唱団」で披露できたのは作品全体のごく一部でした。合
唱団は、この大作の全曲披露を目標に約 10 年間の練習を
積んでこられました。本番当日、ソリスト、ピアノ、雅
楽、市民合唱団が一体となりヤマトタケル伝説の壮大な楽
曲が歌い上げられました。当日会場には、オラトリオ「ヤ
マトタケル」を作曲した三

さえぐさしげあき
枝成彰氏も駆けつけてくださり、

720 人の観客で満員となった会場は、感動で包まれました。

ギャラリーはびきの「神々の微笑 小
こ な だ い っ き

一紀 神話展」
　6 月 19 日㈪、市役所にて画家の小 一紀氏による講演
会「神話の絵画について」が
行われ、神話の世界観を映
像と共に解説していただき、
100 人の参加者が興味深げに
耳を傾けました。なお、「神々
の微笑 小 一紀 神話展」は、
ギャラリーはびきの（市役所
東玄関横）にて 8 月 6 日㈰ま
で開催しています。※開館時
間 9:00 ～ 17:00

ダンス世界の大舞台で W 優勝！
　羽曳野市在住の高校 3 年生、片山輝

ひかる
さんが 4 月にアメリ

カで開催された「ICU チアリーディング世界選手権 2017」
に日本代表チーム “JAPAN” の一員として出場し、昨年の
銀メダルに続き、今年は見事、金メダルを獲得されまし
た。そして 5 月には、こちらもアメリカで開催された「The 
Dance Worlds」ヒップホップ部門で優勝、世界でも規模
の大きな 2 大会で快挙を成し遂げました。「半年間の厳し
い練習とアメリカ遠征中にはたくさんの学びがあり、今後
どんなことがあっても立ち向かっていく力が付いたと思い
ます。本当に感謝の気持ちでいっぱいです！」と話してく
れた輝

ひかる
さん。おめでとうございます！

PTA ソフトバレーボール大会【結果】
　７月７日㈮、はびきのコロセアムにて同大会が開催されま
した。（羽曳野市 PTA 連
絡協議会女性部会主催）
＜優勝：高鷲南中学校、
準優勝：高鷲小学校、３位：
羽曳が丘小学校、敢闘賞：
誉田中学校＞

▼

羽曳野市役所から御陵通り（堺市）に
到着した世界遺産バス。
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こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当までお問い合わせください。
☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　メール kouhou@city.habikino.lg.jp

ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから

飲んでみよう “羽曳野のおいしい水”
　市内の小学校 4 年生（全 820 人）が石川浄水場を見学し、
“羽曳野のおいしい水” ができるまでを学びました。児童ら
は、水道水ができるまでの過程をビデオやスライドで学び、
実際に試薬を入れると水の色が変化する水質実験を体験し
ました。また、石川からの取水の仕組みやろ過池、紫外線
照射装置、送水ポンプなど施設を見学し、浄水場でできた
ばかりの水を飲むと「おいしいね！」と笑顔いっぱい。お
土産に『羽曳野のおいしい水』を
持って帰っていただきました。
※浄水場見学の受け入れを行って
います。ご希望
の方は、地域の
団体や複数人の
グループなどで
ご 連 絡 く だ さ
い。
＜問合せ＞水道局 ☎ 072-958‐1111 内線 5013

ぶどう狩り ～たわわに実ったデラウェア～
　市観光協会が駒ヶ谷の農園で、6 月からぶどう狩りを実
施中（8 月 6 日終了予定）。連日、大勢のお客様が足を運び、
昨年からは訪日観光客も多く訪れています。デラウェアの
ぶどう狩りは初めてという方も多く、羽曳野自慢の甘くて
ジューシーなデラウェアをお楽しみいただいております。
今年は 7 月 18 日時点で来場者数 1,957 人と、既に昨年を
越える勢いです。羽曳野名産ぶどうをぜひご賞味ください。

おかげさまで10周年～道の駅しらとりの郷・はびきの～
　オープンから 10 周年を迎え、感謝の気持ちを込めた記
念イベントを 6 月 25 日㈰に開催しました。日頃より多く
の来場者で賑わう「道の駅しらとりの郷・はびきの」。梅雨
どきは約 10,000 本の紫陽花で例年彩られますが、今年は
6 月 18 日～ 7 月 2 日まで夜間のライトアップにより、更
に楽しんでいただけました。今後も、多くの方にお越しい
ただけるよう、施設のより一層の充実を目指します。

屋台でわくわく 縁日気分
　7 月 9 日㈰、古市駅前東広場で七夕祭を開催しました。
雨の中、縁日ブースでは飴のつかみどりやヨーヨーすくいを
楽しむ子どもたち。次第に天気も回復し、篠笛などの演奏や
お笑いライブで会場は人
であふれました。採れた
て野菜や果物など、食事
やお買い物も楽しんでい
ただけました。

あじさい点灯式

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 西  浦 >< はびきの > < 誉  田 >
　  母親の遥さん
　　    撮影

　母親の佳鈴さん
　　    撮影

  母親の和子さん
　　  　撮影

須
す み

美  心
こ

晴
はる

ちゃん 蓑
みの

田
だ

  日
ひ

鞠
まり

ちゃん北
きたがわ

川  司
つ か さ

沙ちゃん

凛
りん

ちゃん （7歳）

平成28年 5月 16日 生まれ平成27年 6月 5日 生まれ 平成29 年 2月 27日 生まれ
にこにこ笑顔が 1 番♡
　なかよしでねー♡

（右）

（左） 表情豊かで  かわいい子 いつもにこにこ笑顔で元気いっぱいの
　　　　　　　ひまちゃんが大好きだよ！
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地域包括支援課（市役所別館 1階）
☎ 072-947-3822   FAX 072-950-1030
chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jpせ

合
問

● 緊急通報システム　～鍵預かりサービスを開始～

高齢者が在宅時、急に体調不良などを引き起こしても、
周囲に家族や頼れる人がいない・・・そんな緊急時、ボタ
ン一つで相談センター（委託事業者）につながり、24時間
看護師や保健師が対応してくれる、「緊急通報システム」。

基本サービスに追加し、利用者のご自宅の鍵を預かる
サービスもあります。

※支払い方法は、口座引落し
（6カ月ごと、利用者と委託事業者との契約）

※現在お使いの固定電話機に緊急通報装置を
つなげます。電話回線の種類（光回線など）
によっては相談センターへつながりにくい
などの事象が発生する場合があります。

[対象者] 65歳以上で、次のいずれかに該当する方
❶ ひとり暮らし世帯
❷ 高齢者のみ世帯
❸ 昼間独居世帯

[基本利用料・鍵預り費用（いずれも1カ月分）]

※希望者のみ　※鍵の管理は委託事業者が行い、緊急対応時に使用

対象者
❶
❷
❸

基本利用料

500円 270円

1,382円 540円

鍵預かり費用

▲ ペンダント型
 ワイヤレス通報装置

▲ 装置本体
 「富士通

ホームナースコール」

教えて消費生活Q＆A
ペットショップで子犬を購入したが、3日後に
ウィルス感染症にかかっていることが分かった。
治療費をショップに請求することができるか。

Q
　購入時、既に感染症にかかっていたと考えられる
ため、獣医師にそれを証明してもらうと、ペット
ショップに対して治療費を請求できる場合があり
ます。
　ペットを購入する際は、下記3点を確認し、疑問が
あれば必ず説明を求めるようにしましょう。

❶ 都道府県知事や政令都市の登録を受けているか。
❷ 飼育方法や病気の有無、感染症の予防方法などの

説明があるか。
❸ 購入後のアフターケアの仕組みがあるか。

　何かトラブルが発生した時には、消費生活セン
ターにご相談ください。

A

毎週㈪㈬㈭㈮　10：00～12：00
　　　　　　　13：00～15：30（相談受付）

まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）

-消費生活相談-

～　子犬購入時のトラブル　～

の 提供開始

全国版
救急受診アプリ

愛称

■ ご利用方法
急な病気やけがをしたとき、該当する症状を画面上で選

択していくと、緊急度に応じた必要な対応（「いますぐ救急
車を呼びましょう」、「できるだけ早めに医療機関を受診し
ましょう」、「緊急ではありませんが医療機関を受診しましょ
う」または「引き続き、注意して様子をみてください」）が、緊
急性をイメージした色とともに表示されます。 

その後、119番通報、医療機関の検索（厚生労働省の「医
療情報ネット」にリンク）、受
診手段の検索（一般社団法
人全国ハイヤー・タクシー
連合会の「全国タクシーガ
イド」にリンク）を行うこと
ができるようになり、住民
が行う緊急性の判断を支援
するものとなっています。

Q助

アプリなどのダウンロードは「Ｑ助」で検索
（「消防庁ホームページ」内、ダウンロード画面へ）

柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防課　救急係　072-958-9937問合せ
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地域包括支援課（市役所別館 1階）
☎ 072-947-3822   FAX 072-950-1030
chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jpせ

合
問

● 緊急通報システム　～鍵預かりサービスを開始～

高齢者が在宅時、急に体調不良などを引き起こしても、
周囲に家族や頼れる人がいない・・・そんな緊急時、ボタ
ン一つで相談センター（委託事業者）につながり、24時間
看護師や保健師が対応してくれる、「緊急通報システム」。

基本サービスに追加し、利用者のご自宅の鍵を預かる
サービスもあります。

※支払い方法は、口座引落し
（6カ月ごと、利用者と委託事業者との契約）

※現在お使いの固定電話機に緊急通報装置を
つなげます。電話回線の種類（光回線など）
によっては相談センターへつながりにくい
などの事象が発生する場合があります。

[対象者] 65歳以上で、次のいずれかに該当する方
❶ ひとり暮らし世帯
❷ 高齢者のみ世帯
❸ 昼間独居世帯

[基本利用料・鍵預り費用（いずれも1カ月分）]

※希望者のみ　※鍵の管理は委託事業者が行い、緊急対応時に使用

対象者
❶
❷
❸

基本利用料

500円 270円

1,382円 540円

鍵預かり費用

▲ ペンダント型
 ワイヤレス通報装置

▲ 装置本体
 「富士通

ホームナースコール」

教えて消費生活Q＆A
ペットショップで子犬を購入したが、3日後に
ウィルス感染症にかかっていることが分かった。
治療費をショップに請求することができるか。

Q
　購入時、既に感染症にかかっていたと考えられる
ため、獣医師にそれを証明してもらうと、ペット
ショップに対して治療費を請求できる場合があり
ます。
　ペットを購入する際は、下記3点を確認し、疑問が
あれば必ず説明を求めるようにしましょう。

❶ 都道府県知事や政令都市の登録を受けているか。
❷ 飼育方法や病気の有無、感染症の予防方法などの

説明があるか。
❸ 購入後のアフターケアの仕組みがあるか。

　何かトラブルが発生した時には、消費生活セン
ターにご相談ください。

A

毎週㈪㈬㈭㈮　10：00～12：00
　　　　　　　13：00～15：30（相談受付）

まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）

-消費生活相談-

～　子犬購入時のトラブル　～

の 提供開始

全国版
救急受診アプリ

愛称

■ ご利用方法
急な病気やけがをしたとき、該当する症状を画面上で選

択していくと、緊急度に応じた必要な対応（「いますぐ救急
車を呼びましょう」、「できるだけ早めに医療機関を受診し
ましょう」、「緊急ではありませんが医療機関を受診しましょ
う」または「引き続き、注意して様子をみてください」）が、緊
急性をイメージした色とともに表示されます。 

その後、119番通報、医療機関の検索（厚生労働省の「医
療情報ネット」にリンク）、受
診手段の検索（一般社団法
人全国ハイヤー・タクシー
連合会の「全国タクシーガ
イド」にリンク）を行うこと
ができるようになり、住民
が行う緊急性の判断を支援
するものとなっています。

Q助

アプリなどのダウンロードは「Ｑ助」で検索
（「消防庁ホームページ」内、ダウンロード画面へ）

柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防課　救急係　072-958-9937問合せ



－はびきの　2017.8.1－ 市役所　☎072-958-1111

20

新築・増築家屋の実地調査
　新築・増築された家屋の固定資産税額を算出するため、実地調査を行っています。
　家屋全体（収納スペースを含む）が調査対象です。なお、登記申請をせずに家屋を
　新築・増築・取壊したときは、届出書の提出が必要です。
※同調査は、事前に日程を通知の上、身分証を携帯した評価補助員（税務課職員）が行います。
　不審に思われたら、身分証を確認していただくか、お問い合わせください。

受付・問合せ　税務課固定資産税担当　市役所本館1階⑨⑩窓口　
　　　　　　　☎ 072-958-1111　内線1540・1550

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター
(老人福祉センター・
　公民館・図書館）

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）

人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ
（中央スポーツ公園）
時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟
(休業日：毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場
（休業日：毎週木曜日、年末年始）
茶山テニスコート
（土・日・祝日のみ）

☎072-955-0583
℻072-930-2144
☎072-958-2311
℻072-958-2312
☎072-950-5500
℻072-950-5505
☎072-937-3123
℻072-937-3124
☎072-958-2340
℻072-958-3614
☎072-952-2751
℻072-952-1303

☎072-931-1900
℻072-931-2112
☎072-957-5553
℻072-957-5580
☎072-937-2355
℻072-937-2388
☎072-950-2002
℻072-958-9110
☎072-956-1000
℻072-956-1011
☎072-955-4556
℻072-955-7042
☎072-952-0032
℻072-937-8580
☎072-957-4900
℻072-957-4900
☎072-958-0050
℻072-956-7867
☎072-959-3567
℻072-959-3568
☎072-942-6647
℻072-942-6647
☎072-957-6900
℻072-957-6910
☎072-958-3308
℻072-958-3350
☎072-953-6361
℻072-953-6361
☎072-952-0033
℻072-952-0033
☎072-958-2306
℻072-958-1082
☎072-958-2315
℻072-958-3853
☎072-959-0555
℻072-959-0333
☎072-958-0119
℻072-958-9900
☎072-952-1234
℻072-952-2531
☎072-955-4181
℻072-939-6479
☎072-954-2601
℻072-938-8591
☎072-976-3333
℻072-976-3331
☎072-975-2580
℻072-975-2577
☎072-950-6611
℻072-950-3888
☎072-959-8836

主な公共施設

高年介護課からのお知らせ
■平成 29 年８月１日から新しい介護保険負担割合証の提示を！
　「介護保険負担割合証（うすみどり色）」を、現在介護認定を受けている方に送付
しました。介護保険サービス利用の際、8 月から必ず新しい負担割合証とお手持
ちの介護保険被保険者証を提示してください。
■高額介護サービス費の基準が変わります
　平成 29 年 8 月サービス分より、同じ月に利用したサービスの利用者負担の
上限のうち、世帯のどなたかが市民税を課税されている方の月の上限負担額が、
37,200 円（月額）から 44,400 円（月額）に変更されます。
　ただし、世帯内の全ての 65 歳以上の方（サービスを利用していない方を含む）が
1割負担の世帯については、年間 446,400 円の上限が設けられ、年間を通しての
負担額が増えないようにされます。（ただし、3 年間の経過措置）
問合せ　高年介護課　☎ 072-958-1111　内線1370・1395　ＦＡＸ 072-950-2536

こども課からのお知らせ
■児童扶養手当現況届
対�象　ひとり親家庭などで児童扶養手当を受給している方（所得状況により支給が

　　停止されている方も含む）
届�出　�対象者には案内を送付。８月１日㈫～31日㈭９:00 ～17:00 の間に必要書類を

持参し、手続きをしてください。本人による届出がないと手当は支給されません。
■特別児童扶養手当所得状況届
対�象　障がいのある20 歳未満の子どもを養育し、特別児童扶養手当を受給している方
届�出　対象者には案内を送付。8 月10 日㈭～ 9 月11日㈪ 9:00 ～17:00 まで

　　に手続きをしてください。届出がないと手当は支給されません。
届出先・問合せ　こども課　市役所 本館1階 ①窓口
　☎ 072-947-3836（直通）　ＦＡＸ 072-956-0730

個人事業税［第１期分の納期限：８月 31日㈭まで］
　８月に第１期・２期分の納付書をまとめて送付します（口座振替を除く）。
　■年税額が1万円以下の場合は、第２期分の納付書はありません。
　■�個人事業税の納付用紙のうち、コンビニ収納用のバーコード印刷されたもの（30

万円以下）は、納付書に記載されている全国のコンビニで納めることができます。
　■納付には、便利で安心・安全な「口座振替」をご利用ください。
問合せ　大阪府南河内府税事務所　☎ 0721-25-1131　［府税あらかると］検索

都市計画についての公聴会
　大阪府では、南部大阪都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更案を作成
するにあたり公聴会を開催します。案の概要は、市役所都市計画課でも見ることが
できます（閲覧期間８月７日㈪～21日㈪）。
日時　８月 30 日㈬ 14:00 ～
場所　府庁別館 7 階 都市計画室分室（大阪市中央区大手前 3-2-12）
申�込・問合せ　［公述希望］公述申出書（様式指定） ［傍聴希望］はがき（メール可）

に住所、氏名、電話番号を記入の上、８月７日㈪～21日㈪必着
　〒540-8570（住所不要）大阪府都市整備部都市計画室計画推進課
　☎ 06-6944-6776　メール keikakusuishin@sbox.pref.osaka.lg.jp
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下水道部からのお知らせ
■公共下水道供用開始（8 月1日から）
　誉田・高鷲・向野・南恵我之荘・伊賀・
はびきの・学園前・野・樫山・郡戸・河原城・西浦・軽里地区の
それぞれ一部地域で公共下水道の使用が可能となり、処理区域は
971ha に広がり、整備率は 83.7％に達しました。（処理区域図閲覧は下水道総務課）
■排水設備工事（水洗化工事）は３年以内に指定工事店で
　処理区域になると、供用開始から３年以内に公共下水道に接続する排水設備工
事をしてください。生活環境の改善や河川・水路の水質保全のためにも、速やか
に工事を行ってください。工事の見積もりや市への申請手続きなどは本市指定工
事店を通じて行ってください。（一覧表はウェブサイト、下水道総務課に備え付けています）
■排水設備工事（水洗化工事）の助成制度
　市では、改造工事や切り替え工事の負担を少しでも軽くし、速やかに公共下水
道に接続していただくための助成制度を設けております。
対象　くみ取り便所改造工事と浄化槽切り替え工事。（家屋の新築、便所の増築は対象外）
方法　助成制度には、補助金の交付と融資のあっ旋（銀行貸し付け）があり両方
　　　受けることもできます。
　　　［補助金］建物の形態や便所の処理方法や個数により異なります。

例）一戸建て住宅 くみ取り便所 10,000 円
浄化槽 8,000 円

　　　［融資の斡旋］50万円を限度とし工事にかかった費用分をあっ旋します。
　　　［要件］①市税、下水道受益者負担金の滞納がないこと。
　　　　　　 ②供用開始から３年以内に工事を行うこと。
　　　　 　　③融資のあっ旋を受けるときは、府内在住の連帯保証人があること。
　　　※指定工事店を通じて申請してください。
問合せ　下水道総務課　☎ 072-958-1111　内線 2370・2390

休日・夜間相談窓口の開設
　市役所（代表）  ☎ 072-958-1111 

国民健康保険・後期高齢者医療保険
（市役所本館1階③窓口）

休日窓口 8 月 20 日㈰10:00 ～15:00

夜間窓口 8 月 24 日㈭・30 日㈬
18:00 ～20:00

 問合せ　保険年金課　内線1750・1751

はびきの中学生 study-O（8 月・9 月）
『 Practice makes perfect. 』

［東教室：市役所］
8 月 26 日㈯・27 日㈰、 9 月 2 日㈯・3 日㈰

［西教室：あいあいハウスおよび支所］
8 月 26 日㈯・27 日㈰、 9 月 2 日㈯・3 日㈰
　※参加中学生、随時受付中！
　※�中学生に勉強を教える大学生サポ

ートスタッフを募集中！詳しくは、市
ウェブサイトまたは担当まで。

問合せ　政策推進課
　特命プロジェクトチーム
　☎ 072-958-1111
　内線 3530

足湯の休止（陵南の森老人福祉センター）
　足湯設備のメンテナンスのため次
の期間休止いたします。
休止期間　8 月1日㈫～31日㈭
  ※ �9 月1日㈮よりご利用いただけます。
　（10:00 ～16:00、㈯㈰㈷年末年始を除く）
問合せ　陵南の森老人福祉センター
　☎ 072-952-2751

税理士による無料税務相談センター
　口頭による所得税・相続税や経理
などに関する相談。
日時　8月16日㈬・25日㈮
　13:00 ～16:00  ※1人 30 分程度
会場　市役所1階 税務相談コーナー
対象　一般納税者で、税理士の関与がない方
予約　電話予約、先着順（状況により当日可）
問合せ・申込　近畿税理士会富田林
　支部事務局　☎ 0721-25-6250
　㈪～㈮  9:00 ～17:00
　（公）富田林納税協会でも開催。

研志会会員による無料法務 ･ 法律相談
　相続・遺言、許認可、社会保険・労働問
題などの相談。弁護士、行政書士、土地
家屋調査士、社会保険労務士などが担当。
日時　8 月 27 日㈰ 13:30 ～16:30
会場　市役所 A 棟西会議室
申込・問合せ　要予約　研志会理事
　城　☎ 0721-69-8050

市民会館ホール利用予約
　天井破損により利用を中止していましたが、11月1日以降の利用予約の受付を開
始します。補修工事の進捗状況により利用開始が前後する場合は、ウェブサイトなど
でお知らせします。8 月 6 日㈰ 9:00 ～市民会館にて申請書を受付（電話予約不可）
問合せ　市民会館　☎ 072-958-2311

子どもの貧困対策
　平成 28 年国民生活基礎調査の概況が公表され、子どもの貧困率は13.9％となり
ました。また、大阪府子どもの生活に関する実態調査の調査結果が取りまとめられ、
課題と方向性について整理されました。（厚生労働省、大阪府ウェブサイト検索）
　本市では、子どもの貧困対策事業として、日常生活支援事業、子どもの居場所づく
り事業、学習支援事業（Study- Ｏ）に取り組んでいます。この度、「子どもの居場所づ
くり事業」実施団体を公募した結果、４団体が選定され、地域で事業を行っています。
 ■ Habikino Children's Support Network  メール  chilsuppo@hotmail.com
 ■夏休みこどもの家実行委員会  メール  kodomonoie2014@willcom.com
 ■ NPO 法人南河内こどもステーション  ☎ 072-957-1114

 メール  kodomo-station@sky.sannet.ne.jp
 ■子ども・若もの支援はびきのクラブ  ☎ 072-956-4088
問合せ　こども課　☎ 072-958-1111　内線1230　ＦＡＸ 072-956-0730

受取期間が終了したマイナンバーカード・返戻された通知カードの受取
■マイナンバーカード（市民課・支所）　［持物］持参品は通知はがきを参照。
■通知カード（市民課）　［持物］本人もしくは同一世帯人が本人確認書類（運転免許証などの
　顔写真つきの書類なら1点。それ以外の書類は 2 点以上）を持参。
問合せ　［市民課］ ☎ 072-958-1111　内線1670　［支所］ ☎ 072-955-0583（直通）

道の駅しらとりの郷・羽曳野【8 月10 日㈭ 臨時営業】
■商工物産館（タケル館）　☎ 072-957-8180
■ JA 大阪南農産物直売所（あすかてくるで）☎ 072-957-8318
 　※通常、毎週㈭が休業日。 ※ 8 月1日㈫営業時間17:00 まで
 　※ �9 月 21日㈭「あすかてくるで」のみ臨時営業。

－制度・お知らせ －一日でも早く下水道への
　　　　接続をお願いします。



－はびきの　2017.8.1－ 市役所　☎072-958-1111

22

秋の交通安全運転講習会
9 月 4 日㈪19:00 ～ 市民会館（3 階大会議室）
9 月5 日㈫19:00 ～ 丹治はやプラザ
9 月 6 日㈬19:00 ～ MOMOプラザ
9 月 7日㈭19:00 ～ 石川プラザ
9 月 8 日㈮19:00 ～ 陵南の森公民館
9 月 9 日㈯10:00 ～ 羽曳野・藤井寺交通安全協会

「運転者講習受講・受賞記録カード」 
を持参の上、受講してください。
問合せ　羽曳野警察署
　☎ 072-952-1234

世界遺産バスの事前予約ができます
　７月より毎週土曜日に運行している
羽曳野市役所と仁徳天皇陵古墳を結ぶ
シャトルバスの事前予約ができます。
■ 8 月 5 日㈯の便より乗車予約開始
 世界遺産バス（定員 24 人）　
 ［往路］13:00 羽曳野市役所 ～
　　　　　　　　14:00 仁徳天皇陵古墳
 ［復路］15:30 仁徳天皇陵古墳 ～
　　　　　　　　16:30 羽曳野市役所
※�当日10 分前までに来られない場合

はキャンセル扱いとなります。
※�定員に満たない場合は予約なしでも

乗車できます。
予約　管財用地課車両担当
　☎ 072-947-3920（直通）
問合せ　世界文化遺産推進室
　☎ 072-958-1111　内線 4402

樹木の無償配布
　敷地の接道部やコミュ二ティースペ
ースなどの緑化活動です。
対�象　○町会・住宅・学校・PTA な

ど団体の皆さんと地域の方々 ○工
場などの社員と地域の方々など

樹木の種類（高木）
キンモクセイ サザンカ ヤマザクラ
ヤマモモ イロハモミジ コブシ
サルスベリ ソメイヨシノ ハクモクレン
ハナミズキ セイヨウカナメ（レッドロビン）
○1カ所あたり高木10 本以上の申請が
　配付条件です。
○配布数量には限りがあり、ご希望本
　数が確保できない場合があります。
○樹木は、地植えしてください。
○樹種は変更する場合があります。
申込　みどり推進室にある府指定申
　請書に、ご記入・提出ください。
締切　8 月25 日㈮
配布日　平成 30 年 3 月予定
問合せ　道路公園課 みどり推進室
　☎ 072-958-1111　内線 2430

放課後児童支援員の補助員
（日々雇用）募集［5 人程度］
対象　高校卒業以上～平成 29 年度
　中に満 67 歳になる方まで
賃金　時給1,010 円　※社会保険・
　福利厚生の加入なし
勤務　通常  平日12:45 ～17:45
問合せ　社会教育課  ☎ 072-958-1111
　内線 4510・4520

保育士（非常勤職員）募集［若干名］
対象　保育士資格を有する方
勤務　軽里・島泉・向野保育園（予定）
　㈪～㈯で週５日程度勤務
　9:00 ～17:15　※変更あり
申込・問合せ　こども課
　☎ 072-958-1111　内線1232
　市役所本館1階

人権啓発詩・読書感想文募集
対象　府内在住、在学の小・中学生、
　支援学校小・中学部生
募�集作品　互いの人権を守り、差別のな

い社会を築くことの大切さや平和の尊
さを訴えることなどを内容とするもの

①詩部門　形式・長さとも自由。
②読書感想文部門
　(1) 小学校（小学部）低学年の部
　　 400 字詰め原稿用紙３枚以内。
　(2) 小学校（小学部）高学年の部
　　 400 字詰め原稿用紙３枚以内。
　(3) 中学生（中学部）の部
　　 400 字詰め原稿用紙 5 枚以内。
※①②いずれも1人１編（未発表作品のみ）
締切　9 月 4 日㈪まで
申�込・問合せ　応募票を添付して提出
（応募用紙・応募票は人権推進課
に置いています）羽曳野市人権啓
発推進協議会事務局（人権推進課）

　☎ 072-958-1111　内線1054

戦没者遺児による慰霊友好親善事業
参加者募集
　先の大戦で父等を亡くした戦没者
の遺児を対象として、父等の戦没し
た旧戦域を訪れ、慰霊追善を行い、
同地域の住民と友好親善をはかるこ
とを目的にしています。
費用　参加費10万円
※平成 28 年度参加者を除き、複数回
　応募することができます。
問合せ　日本遺族会事務局　
　☎ 03-3261-5521

保健センター職員（保健師）募集
①嘱託員　特定保健指導を主とする
　保健センター業務
　基本給　227,100 円（昇給有・賞与
　なし）社会保険・福利厚生の加入有
　雇用　9 月1日～平成 30 年 3 月
　31日（開始日については応相談 /
　契約更新の可能性有（条件有））
②非常勤職員（産休代替）　乳幼児健
　診を主とする保健センター業務
　給与　219,290 円（賞与なし）社会
　保険・福利厚生の加入有
　雇用　9 月1日～平成 30 年 3 月
　31日（開始日については応相談）
《①②共通》　対象 保健師　定員 1人
通�勤手当 ［交通用具利用］上限なし（通勤

距離で内規有）［公共交通機関利用］毎
月55,000 円を上限に定期代支給

勤務　保健センター　平日 9:15 ～17:30
　　　休日㈯㈰㈷年休有
試験 面接と書類選考。日程については別
　途お知らせします。
募�集 8 月18 日㈮までに履歴書と保健師

免許証の写しを提出。
問合せ　健康増進課　☎ 072-956-1000

－ 講座 －

－ 募集 －

中学校卒業程度認定試験
　やむを得ない理由で義務教育を終えることができなかった方に、高等学校など
へ進学できる文部科学省の認定試験が行われます。
 ①就学義務猶予免除者である方または就学義務猶予免除者であった方で平成 30 年 3 月 31
　 日までに満15 歳以上になる方
 ②�保護者が就学させる義務の猶予または免除を受けず、平成 30 年 3 月 31日までに満15

歳に達する方で、その年度の終わりまでに中学校を卒業できないと見込まれることについ
てやむを得ない事由があると文部科学大臣が認めた方

 ③平成 30 年 3 月 31日までに満16 歳以上になる方（①④の該当者を除く）
 ④日本国籍を有しないで、平成 30 年 3 月 31日までに満15 歳以上になる方
受付　8 月21日㈪～ 9 月 8 日㈮ 消印有効 文部科学省に出願書類を提出（郵送）
試験日　10 月26 日㈭　10:00 ～
会場　大阪府立労働センター7 階　705 号室（大阪市中央区北浜東 3-14）
試験科目　　国語、社会、数学、理科、外国語（英語）
問合せ　学校教育課　☎ 072-958-1111　内線 4272
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はみんぐ南河内 8 月の教室
①運動・歩く脳トレ スクエアステップ
　毎月第 4 ㈮ 10:00 ～ 
　費用　500 円（初回 無料） 
　対象　どなたでも
　場所　はみんぐ南河内
②みんなの食育講座（親子クッキング）
　親子で楽しく手軽にピザランチ♪とお話
　（栄養食育プログラム使用）
　日時　8 月28 日㈪10:00 ～12:30
　場所　生きがいサロン 6 号館
　対象　4 歳～未就学の子どもと
　　　　その保護者
　費用　1組1,000 円（子ども1人
　　　　追加につき300 円）
　定員　5 組
申込・問合せ　はみんぐ南河内 （野々
　上 4-6-16-103）
　☎ 072-976-5255　ＦＡＸ 072-976 -5256

パソコンサークル ステップ
受講者募集　［個別指導］
　パソコン・スマホ・タブレット操作。
日�時　8 月 4 日・25 日㈮ 10:00 ～

11:00、 11:00 ～12:00
　8 月 8 日・22 日㈫ 15:40 ～16:40
会場　LIC はびきの 3 階
費用　1時間 1,200 円
定員　各時間 先着 4 人（予約制）
持�物　ノートパソコン・スマートフォ

ン・タブレット（レンタル可。台数
制限有。要予約）

申込・問合せ　電話申込
　パソコンサークル ステップ  山田  
　携帯 090-6608-5799
　※その他の講座内容など詳細は、　
　　お問い合わせください。

「ボランティア パソコン講座」
受講者募集  （パソコン交流館）
①エクセルマクロ VBA 講座　
　8月7日・21日・28 日㈪ 
　9:30 ～11:30
②ホームページ作成講座
　8月8 日・22日・29 日㈫
　9:30 ～11:30
会場　市民会館４階  第12 会議室
定員　若干名
費�用　1,800 円（1回 600 円） 初 回

の講習日に一括でお支払いください。
※テキスト代込み、返金不可。

申込・問合せ　電話申込（複数受講可）      
　パソコン交流館　国沢　
　☎ 072-956-4197
　携帯090-3725-2528

男女共生セミナー参加者募集
「からだも人生も自分らしく歩きたい
～正しい姿勢を保ち続けるために～」
　ちょっと姿勢を意識することで、性
格や人生観が変わるかもしれません。
日時　9 月23 日㈯  13:00 ～15:00
会場　市役所 別館２階 研修室
講�師　国安 澄江 氏（ウィメンズセンタ

ー大阪スタッフ、カウンセラー）
対象　市内在住、在勤、在学の方
定員　先着順 20 人　費用　500 円
申込・問合せ　8 月 3 日㈭ 10:00 ～
　電話・FAX・メールにて申込。
　［FAX・メールの場合］
　各項目をご記入ください。①セミナ
　ー名 ②氏名 ③住所 ④電話番号
　⑤年齢 ⑥一時保育の有無（※子ど
　もの氏名、年齢を記入）
 　人権推進課　☎ 072-947-3606（直通）
　ＦＡＸ 072-958-8061
　メール  jinkensuishin@city.habikino.lg.jp

羽曳野市地域しごと支援事業
医療事務（医科）＆調剤事務講座
日�時　10 月 6 日㈮・11日㈬・13 日㈮・

20 日㈮・24 日㈫・31日㈫、11月
7日㈫・10 日㈮・14 日㈫・21日㈫・
24 日㈮、12 月1日㈮・5 日㈫・8
日㈮・12日㈫（全15 回）10:00 ～
16:00（初日と最終日は13:30 ～16:00）

対象　次のすべてを満たす方
　�●市内在住の方●就職を目指してい

る方●医療事務または調剤事務を希
望する方●全日程に出席できる方

※�学生、新卒者、現在働いている方（正社員・自営業者）、 
就職意思のない方は対象外です。

会場　LIC はびきの内 会議室	
費用　10,000 円（テキスト代含む）
定員　20 人（最低開講人数 : 約10 人）	
申�込・問合せ　産業振興課、市役所

別館、市内公共施設などにある「チ
ラシ兼申込書」（ウェブサイトからも
ダウンロード可）に必要事項を記入
し、FAX、郵送または持参ください。

（締切：９月19 日㈫必着）
※�［応募者多数の場合］抽選を行います。
おおむね 45 歳未満の方と福祉総務課
または羽曳野市地域人権協議会の推
薦者を優先。受講の可否は郵送します。 
過去に受講された方は、お断りする場
合があります。		

　〒583-8585　誉田４-1-1
　産業振興課	 ＦＡＸ 072-950-2055
　☎ 072-958-1111　内 2751

精神障がい者家族教室
第1回「一から知ろう統合失調症～病気
　の理解から最新の治療・リハビリまで～」
日時　9 月 8 日㈮14:00 ～16:00
講師　吉村病院  副院長  伊藤 皇一 氏
第 2 回「家族はどうすればいいの？
　　　　　　～かかわりかたのコツ～」
日時　9 月 22 日㈮14:00 ～16:00
講師　家族 SST 交流会  世話人代表 川辺 慶子 氏
場所　藤井寺保健所 2 階 講堂
対象　精神障がい者（主に統合失調
　症の患者さん）のご家族
申込・問合せ　藤井寺保健所　精神
　保健福祉担当　☎ 072-955-4181
　ＦＡＸ 072-939-6479

マンツーマン・パソコンセミナー
 ■ワード基礎・応用（５回）
 ■エクセル基礎・応用（５回）
日時　① 9:30 ～11:30 ②12:30 ～
　14:30 ③15:00 ～17:00
　※曜日・時間帯、応相談㈯㈰㈷休み
費�用　各講座10,000 円
　※テキスト代込
申込・問合せ　電話受付（随時）
　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥 UNIC 会
　☎ 072-931-1900
　携帯090-3716-3203（島）
　※つながらない時は携帯電話におか
　　けください。

「ワード・オリジナルグッズ作成講座」
受講者募集 羽曳野 IT サポート会
 9 月  7 日㈭　オリジナルメッセージカード作成 
 9 月14 日㈭　オリジナルぽち袋作成
 9 月 21日㈭　オリジナル一筆箋の作成
時間　各教室 13:30 ～16:30
会場　市民会館 4 階研修室
　（PC：Windows7）
対象　20 歳以上の市内在住・在勤
　の初心者の方 
費用　1,300 円（3 回、テキスト代含）
定員　14 人（応募多数の場合は抽選）
申込　往復はがきに、郵便番号、住所、
　氏名（ふりがな）、電話番号（無記
　入無効）、生年月日、返信面の表面
　に郵便番号、住所、氏名を明記し、
　ご応募ください。8月10日㈭必着。
　〒 583-8585　誉田４-１-１ 
　羽曳野市社会福祉協議会気付 
　羽曳野 ITサポート会　宛
問合せ　羽曳野 ITサポート会  本田
　☎ 072-939-3733
　携帯 090-5169-9031
　※その他の講座内容など詳細は、　
　　お問い合わせください。
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青少年児童センター
夏休み親子体験教室～ Let's 和楽器～
　琴と尺八の演奏と琴の体験教室
日時　8 月26 日㈯  14:30 ～15:30
場所　会議室（1階）　申込不要、直
　接お越しください。
問合せ　社会教育課
　☎ 072-958-1111　内線 4420

防火管理講習［甲種］
日時　9 月14 日㈭  9:50 ～16:00
　・15 日㈮10:00 ～16:00
　※初日 9:30 受付開始。
　※ 30 分遅刻の場合は受講不可。
会�場　柏原羽曳野藤井寺消防組合消

防本部 ４階 屋内訓練場または3階 
視聴覚室（藤井寺市青山 3-613-8）

定員　先着 50 人程度
費�用　受講料 2,000 円（柏羽藤火災予

防協会員1,000 円）※受講料返金不可
申�込・問合せ　8 月 21日㈪～25 日

㈮ 9:00 ～17:00 までに受講料を
持参の上、申込用紙を記入、提出
ください。火災予防協会（消防本部
３階予防課内 ☎ 072-958-9940

中小規模事業者様向け　
IT スキルアップセミナー（3 講座）
■�一から始める、もう一度見直すネ

ット集客（全 3 回）
日程　９月７日・14 日・21日㈭
場所　大阪狭山市商工会（大阪狭山
　市今熊1-540-3）
■�ネットでお客を増やす SEO をやっ

てみよう（全 3 回）
日程　９月28 日、10 月５日・12日㈭
場所　河内長野市商工会（河内長野
　市昭栄町7-3）
■売るための商品ページを作るには？
　（全 3 回）
日程　10 月20 日㈮・27日㈮・30 日㈪
場所　富田林商工会（富田林市粟ケ
　池町2969-5）
《3 講座共通》
時間 14:00 ～16:00　費用 無料　
定員 先着 30 人
持�物 ネット回線につなぐことが可能なパソ

コンまたはスマートフォン、タブレットが
必要。（OSがWindowsXPは受講不可。）

申�込・問合せ　羽曳野市商工会のウェブサイ
トから申込書をダウンロード、FAX にて申込。

　☎ 072-958-2331　ＦＡＸ 072-956-1950

陵南の森公民館グループ連絡協議会公開講座
■詩吟（詩吟の練習）　日時  8 月 28 日㈪14:00 ～15:00
　会場  視聴覚室（2 階）　講師  八幡 芳鈴 氏　定員  先着10 人　持物  なし
　申込  8 月7 日㈪～18 日㈮ 和楽囲 （伊藤） ☎ 072-952-2899
■太極拳（簡化 24 式の練習）日時  9 月 3 日㈰ 9:30 ～11:30　
　会場  第 2・3 研修室（2 階）　講師  田中 智子 氏　定員  先着 20 人　持物  上靴　
　申込  8 月1日㈫～31日㈭ 太極拳・拳友会 （近藤）  携帯090-4902-4093
■社交ダンス体験会（基本を中心とした体験会）日時  9 月 20 日㈬14:10 ～15:00
　会場  第 2・3 研修室（2 階）　定員  先着10 人　講師  吉嶋 文孝 氏　
　持物  動きやすい服装と靴、飲み物
　申込  9 月5 日㈫～12 日㈫ ダンスサークル・マインド （柴原） ☎ 072-954-1850
■社交ダンス（ワルツの基礎を学ぶ）　日時  9 月 22 日㈮19:00 ～21:00　
　会場  第 2・3 研修室（2 階）　定員  先着10 人　講師  比嘉 啓子 氏　持物  ダンスシューズ
　申込  9 月1日㈮～21日㈭ ダンスサークル・パピヨン  鈴木 ☎ 072-952-6442
■チュニックを作ろう（不用の和洋服をリメイク）日時  10 月16 日㈪13:00 ～17:00
　会場  実習室（2 階）　定員  先着10 人　講師  宝角 牧子 氏　持物  お問い合わせください。
　申込  8 月7 日㈪～19 日㈯  ポピーソーイング（山崎）  携帯080-1417-1417
対象　市内在住・在勤・在学の方　費用　各講座 無料　
　　　※受付時に氏名、住所、電話番号、年齢が必要です。

白鳥児童館だより 8 月の事業   翠鳥園 2-9-101  ☎・ＦＡＸ 072-957-4900
　休館日  日曜・祝日・12 月 29 日～ 1 月 3 日
　対象  小学生と保護者同伴の乳幼児　申込　電話受付は申込日の 9:00 ～ 
 みんなで遊ぼう水曜日  水あそび、水ふうせん、しゃぼん玉であそぼう
   日時  2 日・23 日㈬ 10:00 ～11:30　持物  着替え、タオル、水筒
 絵本のへや（絵本・紙芝居など）　　日時  7 日・21日㈪  10:30 ～ 11:30 
 将棋であそぼう　　日時  9 日㈬  15:30 ～ 16:30
 トライルーム  空き瓶を使ってアクアドーム作り
   日時  26日㈯ 9:30～11:30　対象  小学1～3年生　申込  電話のみ 19日㈯～25日㈮ 
   定員  先着 15 人　費用  100 円（当日持参）
 わくわく子育て広場 えのぐ遊び・水あそびをしよう（子育て支援センターふるいちとの交流です）
   日時  29 日㈫ 10:00 ～ 11:30　持物  汚れてもよい服装で来てください。着替え、タオル
※チャレンジルーム（4 ～ 6 年生）は 7 月・8 月 2 回コースのためありません。

青少年児童センターだより 8 月の事業　向野 3-1-33　☎ 072-952-0032  ＦＡＸ 072-937-8580
　幼児は、保護者同伴。必ず上靴を持ってきてね！

夏休み子どもおもしろ教室　
　申込　8 月1日㈫から（9:00 ～17:00 ㈰㈷は除く）電話受付のみ。1人1教室の申込。
　　　　定員になりしだい締切。対象は幼児・小学生（小学1年生までは保護者同伴）

   子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
　 日時  5 日・19 日・26 日㈯ 15:00 ～ 17:00　※開催日を変更する場合があります。
　 対象  おおむね小学 1 年生～ 6 年生

 　デコミラー ～ラインストーンを貼り付けて、キラキラミラーを作ろう～
　  日時  12 日㈯ 10:00 ～ 11:30　定員  15 人　費用  100 円　持物  筆記用具
 　くぎうちゴム迷路 ～バルサ材にくぎ打ちをして、オリジナル迷路を作ろう～
　  日時  19 日㈯ 10:00 ～ 11:30　定員  15 人　費用  100 円　持物  筆記用具、30cm さし、新聞紙 2 ～ 3 枚  
 　ぱっくんマグ ～カップのすきまにスパンコールなどを入れてマイカップを作ろう～
　  日時  21 日㈪10:00 ～ 11:30　定員  15 人　費用  150 円　持物  なし
 　木製ストラップ ～ウッドモザイクを組み合わせて、ストラップを作ろう～
　  日時  26 日㈯ 10:00 ～ 11:30　定員  15 人　費用  100 円　持物  なし
 　フェルトの小物入れ ～フェルトとリボンを使い、かわいい小物入れを作ろう～
　   日時  28 日㈪10:00 ～ 11:30　定員  15 人　費用  なし　持物  筆記用具、裁ちばさみ

ボランティア・市民活動わくわく講座
こどもとあそぶボランティア養成講座　一緒に遊び、お話、食べたりするボランティアです。
 ■体験しよう！こどもと一緒に作って食べよう。
　 日時　8 月 3 日㈭10:00 ～13:00　場所　丹治はやプラザ 調理室　定員　先着 5人
 ■体験しよう！こどもと遊ぼう。
　 日時　8 月10 日㈭13:30 ～15:30　場所　丹治はやプラザ 集会室・交流室　 定員　先着 5人
講師　夏休みこどもの家実行委員会　対象　市内でボランティア活動できる方
申込・問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　　　☎ 072-958-2315（直通）　☎ 072-958-1111 内線1936
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各コミュニティセンター教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）

MOMO マルシェ
（手作り市の出店者募集）
日時  10 月22日㈰ 10:00 ～ 
費用  1区画 （0.6m×1.8m の机）　
　500 円
募集ブース　5ブース
申込　8 月 6 日㈰～27日㈰ 
　　　※申込多数の場合は抽選。
・・・・・・・・・・・・・・・・
■石川プラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-950-2002
歌声くらぶ
日�時  8 月22日、9 月19 日、10 月

17日㈫  14:00 ～15:30
講師  喜多 光三 氏　費用  510 円（１回）
申込  当日会場で受付13:30 ～

やさしいヨガ教室（2 期） 受付中
日�時  8月3日・10日・24日、9月7日
　・14 日・21日㈭�14:00 ～15:30
講師  田中 陽子 氏
費用  4,620 円
　※ 8 月24 日㈭より2,310 円

フラダンス教室（2 期） 受付中
日�時  8 月 8 日・22日・29 日、
　　　　　　　　9 月5 日・19 日㈫
　①初心者 9:30 ～10:30
　②経験者 10:35 ～11:35
講師  田中 千恵 氏　
費用  各 4,110 円
　※ 8 月22日㈫より2,055 円

土曜ベーシックヨガ教室（2 期）受付中
日時  8月5日・19日・26日、9月2日
　・16 日・30 日㈯10:00 ～11:30
講師  岸本 千景 氏　
費用  4,620 円
　※ 8 月26 日㈯より2,310 円

ベビーヨガマッサージと赤ちゃん
の抱き方講座（新教室）受付中
対象  2 カ月～2 歳児と保護者
日時  8 月 9 日・30 日、9 月 6 日・
　20 日・27日㈬
　�① 9:30 ～10:30 ②10:45 ～11:45
講師  山口 真奈美 氏
費用  4,110 円
　※ 8 月 30 日㈬より2,055 円

【申込について】
 ●各施設窓口で申込用紙に記入
 ●申込時に費用持参
 ●教室の欠席による返金不可
 ●先着順、定員になり次第締切
・・・・・・・・・・・・・・・・
■ＭＯＭＯプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-957-5553
フリースタイル キッズジャズダンス
 受付中
　［クラス①］3 歳～ 6 歳
　［クラス②］6 歳～12 歳
日時  8 月 3 日・17日・24 日、
　　　　9 月14 日・21日・28 日㈭ 
　①16:00 ～②17:00 ～
講師  yuki 氏
費用  ① 3,600 円 /月 ② 3,900 円 /月

韓国語教室（中級・上級）受付中
日時  8 月5 日～ 9 月 30 日 
　（8月12日、9月9日を除く毎週㈯）
費用  3,000 円 /月（テキスト代別）
[ 上級 ] 9:30 ～
[中級 ] ①13:30 ～  ②15:00 ～

夏休み子ども土曜クラブ 受付中
　おもしろ実験・工作・読み聞かせ
日時  8 月19 日・26 日㈯
　9:30 ～10:45
対象  小学 3 年～ 6 年生
費用  300 円（1回）
・・・・・・・・・・・・・・・・
■丹治はやプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-937-2355
リフレッシュヨガ教室（2 期）受付中
日時  8月2日・9日・23日、9月6日
　　　　・20 日・27日㈬�10:00 ～
講師  藤井 美由紀 氏　
費用  4,620 円
　※ 8 月23 日㈬より2,310 円

太極拳教室（2 期） 受付中
日��時  8 月 9 日・23 日、9 月13 日・

27日㈬ 13:30 ～
講師  加藤 紀子 氏
費用  3,080 円
　※ 8 月23 日㈬より1,540 円

歌声くらぶ 当日受付
日�時  8 月29 日、9 月26 日㈫
　14:00 ～
講師  喜多 光三 氏　費用  510 円（１回）

女性のための体操 ･ 瞑想・癒し
ヨガ教室（2 期） 受付中
日時  8月1日・8日・22日、9月5日
　　　　・19 日・26 日㈫13:30 ～
講師  松谷 恵美 氏　
費用  4,620 円
　※ 8 月22日㈫より2,310 円

市民会館主催の教室および催し
（指定管理者：株式会社みのりの里）

■市民会館　☎ 072-958-2311
 ○申込は、直接市民会館の窓口まで
 ○受付時に定員を超えた場合は抽選
 ※受講料は返金できません。
歌声くらぶ
日時  8 月 8 日㈫　10:00 ～11:30
講師  喜多 光三 氏
費用  510 円 （初回歌集を購入される
　方は1,230 円）
申込  当日 9:30 から受付

太極拳教室（第 2 期）受付中
日�時  8 月 5 日・19 日、9 月 9 日・

16 日㈯  13:00 ～15:00
講師  野村 祥子 氏　定員  20 人
費用  2,000 円 （4 回分）

瞑想ヨーガ教室（第 2 期）受付中
日�時  8月2日・9日・23日、9月6日
　・13 日・20 日㈬  13:00 ～14:30
講師  松谷 恵美 氏　定員  20 人
費用  3,000 円 （6 回分）

白鳥祭
　河内音頭による盆踊り、模擬店ほか
日時　８月 6 日㈰　15:00 ～21:00
会場　白鳥会館広場
主催　白鳥会、白鳥商店会

－ 催し －
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ゼンタングル・アート作品展
　西浦東小学校６年生が、世界文化
遺産登録を目指す「百舌鳥・古市古墳
群」を代表する前方後円墳をモチーフ
にして、早期の登録を応援するために
取り組んだ作品展です。
※ゼン＝禅

ぜん
、タングル＝絡

から
むの意味から

　作られたアート。
日時　８月1日㈫～ 8 日㈫
　9:00 ～17:30　㈯㈰は閉庁です。
場所　市役所本館 南玄関ロビー
問合せ　文化財保護課
　☎ 072-947-3904（直通）

平和パネル展
　平和の尊さについて考えてみませんか
日時　8 月10 日㈭～16 日㈬
　9:00 ～17:30
場所　市役所本館 南玄関ロビー
問合せ　人権推進課　
　☎ 072-958-1111　内線1054

OSAKA 女性活躍推進
ドーン de キラリ フェスティバル 2017
　大阪府では、9 月を「OSAKA 女
性活躍推進月間」と定め、女性の活
躍を応援するイベントを開催します。
日時　 9 月1日㈮・2日㈯
会場　ドーンセンター（大阪府立男女
　共同参画・青少年センター）
　大阪市中央区大手前1-3-49
　※詳細は問い合わせるか、大阪府ウェ
　　ブサイトをご覧ください。
　　［ドーンde キラリ］検索
問合せ　府民お問合せセンター　
　☎ 06-6910-8001　
　ＦＡＸ 06-6910-8005

河南混声合唱団
二十五周年記念演奏会
　～うたおう　明日への想い～
日時　９月24 日㈰　14:00 ～
　（開場13:30）
場所　LIC はびきの ホール M
曲目　涙そうそう・地上の星・アムー
　ル河の波・群青  ほか
費用　大人 1,000 円（障がい者・高
　校生以下500 円）
問合せ　廣谷　携帯080-3797-3214
　（前売り券のみ）

夏休み！早朝「タケルくん体操」
  先着100 人に参加賞を進呈！
日時　8 月 6 日㈰  ［1回目］ 6:15 ～
　［2 回目］ 6:40 ～　（約10 分間）
会場　峰塚公園
費用　無料（自由参加）
問�合せ　NPO 法人羽曳野市柔道整復師会
　和田整骨院　☎ 072-955-2123

高年者敬老入浴
対象　65 歳以上の市民（入浴時に対
　象年齢以上であるかを確認）
日時　8 月15 日㈫、９月15 日㈮
費用　100 円
施設　古市温泉  ☎ 072-956-0338
問合せ　福祉支援課　
　☎ 072-947-3824（直通）

第 34 回 陵南ふれあいフェスタ
市民カラオケ大会参加者募集
日時　9 月 30 日㈯　9:00 ～13:00
会場　陵南の森公民館 研修室
受付　9 月 4 日㈪　10:00 ～12:00
　（開場 9:45）同公民館 会議・視聴覚室
費用　無料　定員　先着 50 人
対象　市内在住者
　※１人１曲 2 コーラス（通信カラオケ
　　「DAM」より選曲）
　※�代理の申込は「住所、氏名、電話番号、

生年月日、曲名、歌手名」が必要。
　※電話申込不可。
　※出場順は、実行委員会にて決定。
問合せ　陵南の森老人福祉センター
　☎ 072-952-2751

SC はびきの若手部会 主催
歴史探訪＆ウォーキング（無料）
　石川サイクルロード～道明寺天満宮
日�時　10 月11日㈬（順延日10 月12

日㈭）出発10:00（受付 9:30 ～）
　古市駅前東広場 集合（駐車場・駐
　輪場はありません）
定員　先着 200 人　
コース　古市駅～石川河川敷～石川
　サイクルロード（惑星公園・星公園）
　～仲津姫古墳～道明寺～道明寺天
　満宮（解散）約 5km
対象　SC はびきの会員および 60 歳
　以上の市民の方
申�込・問合せ　8 月 21日㈪までに、

SC はびきの会員は校区理事へ、
市民の方は事務局ご持参ください。

問合せ　羽曳野市老人クラブ連合会
　事務局（陵南の森老人福祉センター内）
　担当　粕谷・山本・疋田
　☎ 072-952-2751

シニア向け合同企業説明会
日時　9 月 8 日㈮　13:30 ～16:00
場所　ヤマダ電機（LABI1なんば）
　４階イベントスペース LABI Gate
　（大阪市浪速区難波中２-11-35）
問合せ　シニア就業促進センター
　☎ 06-6910-0848

高年齢者向け就業イベント
［保育・介護・障がい者支援に係るお仕事］
　8 月 23 日㈬　14:00 ～15:00

［サービス・接客に係るお仕事］
　9 月 20 日㈬　14:00 ～15:00
場�所　エル・おおさか本館 3 階
　OSAKAしごとフィールドセミナー
　ルーム　
対象　55 歳以上の方　
問合せ　シニア就業促進センター　
　☎ 06-6910-0848

夏休みのクール＆パワースポット
～滝畑ダム探検～
　滝畑ダムの監査廊を探検。「磨崖仏」
の見学もします。
日�程　8 月5 日㈯・6 日㈰・10 日㈭・

19 日 ㈯・20 日 ㈰・22 日 ㈫・24
日㈭の1日1回

定員　1日 25人（予約制、先着順）
申�込・問合せ　メール、FAX にて受

け付け。大阪府南河内農と緑の総
合事務所 滝畑ダム分室

　☎ＦＡＸ 0721-62-3672
　メール minami-no-mi-g12@gbox.pref.
　osaka.lg.jp
　『滝畑ダム探検』で検索

はびきのおもちゃ病院
日時　8月13日㈰　9:00 ～12:00
場所　市役所別館２階
　※�部品交換が必要な場合は実費負担

になります。
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315

クリーンピア 21温水プールで泳ごう
　夏休み期間中も休まず営業
　※毎週㈫は休館日
■�ジュニアスイミング、クリーンピア

21フィットネスクラブなどの会員
も募集。

問合せ　プール  ☎ 072-975-2580、
　各教室・スクール・ジム　
　☎ 072-975-2588

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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 ■はびきのコロセアム
　  行事予定・教室参加者募集
　 ※申込開始時刻の時点で定員を超えた
　　 場合は抽選。（申込：コロセアム）
　 ☎ 072-937-3123
8 月の主な行事

日 程 アリーナ 内 容
6 日㈰ メイン【卓球連盟】クラブリーグ戦
13 日㈰ サブ 【卓球連盟】レイティング大会硬式

24 日㈭ メイン  南河内地区中学校総合体育大会サブ
27 日㈰ サブ 【卓球連盟】レイティング大会硬式

大阪エヴェッサチアダンススクール
日時　8 月7日・14 日・21日・28 日㈪
　［クラス1］18:00 ～19:00
　［クラス2］19:30 ～20:30　
会場　フリールーム 3
対象　市外の方も可
定員　［クラス1］4 歳～小学 3 年 20 人
　　　［クラス2］小学 4 年～中学生 20 人
費用　各クラス 6,480 円（4 回）
持物　運動のできる服装、室内シュ
　ーズ、飲み物、着替え
申込　受付中　※参加費を持参
　（電話不可・代理可）

親子スポーツ教室
日�時　9 月7日～11月 9 日  毎週㈭
　［A］9:30 ～10:10　［B］10:15 ～
　10:55　［C］11:00 ～12:00
会場　サブアリーナ（変更の場合あり）
対�象　［A・B］市内在住で平成 26 年 4

月 2日～平成 27 年 4 月1日生まれの
未就園児1人とその親

　�［C］市内在住で平成 26 年 4 月1日ま
でに生まれた未就園児1人とその親

定員　各クラス 35 組 70 人
費用　［A・B］4,000 円［C］5,000 円
申込　8 月17日㈭ 9:00 ～
　コロセアムへ申込。定員になり次第
　締切。※参加費持参（電話不可・
　　　　　　　　　　　　  代理可）

親子スポーツ教室（㈱みのりの里）
　跳び箱・マット・平均台・ボール・フー
プなど
日�時　9 月 6 日～11月 8 日  毎週㈬
　［A］9:30 ～10:10　［B］10:15 ～
　10:55　［C］11:00 ～12:00
対�象　［A・B］市内在住で平成 26 年 4

月 2日～平成 27 年 4 月1日生まれの
未就園児1人とその親

　�［C］市内在住で平成 26 年 4 月1日ま
でに生まれた未就園児1人とその親

定�員　［A］15 組 30 人［B］20 組
40 人［C］25 組 50 人

費用　［A・B］4,110 円［C］5,140 円
　※各クラス スポーツ保険含
申��込・問合せ　8 月1日㈫10:00 ～

市民体育館（西浦）へ申込。定員
になり次第締切。※参加費持参（電
話不可・代理可）※妊娠中の方は参加
できません。☎ 072-958-2340

フリーマーケット出店者募集
　家庭で不用となった家具や衣類、
地元野菜の販売が対象。（飲食販売
不可）
日時　10 月15 日㈰10:00 ～13:30
対象　地域住民　定数　15ブース
費用　1ブース1,540 円
会�場・申込・問合せ　
　8 月1日㈫10:00 ～先着順に受付
　（出店場所は受付順に選択）。
　市民体育館（西浦）☎ 072-958-2340

正しい歩き方教室参加者募集
日時　10 月10 日㈫15:00 ～17:00
対象　どなたでも参加可
定員　20 人
費用　500 円（スポーツ保険料含む）
会�場・申込・問合せ　9 月1日㈮
　10:00 ～先着順にて受付。
　市民体育館（西浦）☎ 072-958-2340

羽曳野市バドミントン連盟
会長杯大会
　予選リーグおよび決勝トーナメント
日�時　9 月24 日㈰ 9:00 ～
会場　総合スポーツセンター
対�象　市バドミントン連盟登録者（当

日登録可。年間登録費1人500円。
　学生は免除）
種�目　■男子ダブルス［1部・2 部 3

部（初心者）、シニアの部（40 歳以
上）］■女子ダブルス［1部・2 部・
3 部 4 部（初心者）、シニアの部（40
歳以上）］

※申込状況により、主催者が種目を変
　更、申込希望種目を調整する場合が
　あります。
費用　1人1,000 円
申込・問合せ　9 月 6 日㈬までに申込
　（FAX、郵送可）。

スポーツ振興課  ☎ 072-958-1111
 ＦＡＸ 072-956-7196

はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123
市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340

※ FAX での申込は、必ず到着確認の連
　絡をお願いします。

プロ野球選手 OB による
軟式野球教室
　基本練習、バッティング、守備、ピ
ッチングフォーム、ウォーミングアッ
プ方法など
日時　8 月25 日㈮10:00 ～12:00
場所　グレープヒルスポーツ公園
対象　小学生　定員　40 人
講�師　■真弓 明信 氏（元阪神タイガ

ース監督）■赤川 貴弘 氏（元オリ
ックスバファローズコンディショニ
ングコーチ）

費用　500 円（スポーツ障害保険など）
申込・問合せ　グレープヒルスポーツ
　公園事務所（9:00 ～17:00）
　☎ 072-958-5511
　ＦＡＸ 072-956-7115　

－ スポーツ －
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広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ホープ ☎ 092-716-1404 へ。
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8 月の相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

1 日・8 日・15 日・22 日・29 日
9 月 5 日㈫ 13:00 〜 17:00 市役所 1 階 市民相談室

随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 
1 日あたり定員 8 人、相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※�相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。
　靴下を履いてお越ください。

3 日・17 日・9 月 7 日㈭　
13:00 〜 17:00

陵南の森総合センター

行政相談 9 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要、直接お越しください。

女性相談
2 日㈬・18 日㈮・9 月 6 日㈬
13:30 〜 16:30

市役所 1 階 市民相談室
（電話・面接）

夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をと
りまく悩み全般。※予約は随時受付
☎ 072-958-1111　内線 105523 日㈬ 13:30 〜 16:30 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 〜 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターはる 身体・知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご相談

☎ 072-957-1607　ＦＡＸ 072-957-1604
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談

☎ 072-957-2175　FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 17 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 福祉支援課に予約
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000
教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約　☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 〜 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約　☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

毎月第 1 金曜日 14:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

毎月第 3 金曜日 14:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談
東部地域 3 日・17 日㈭ 14:00 〜 16:00 市役所別館 2 階 

ボランティアセンター
予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 24 日㈭ 14:00 〜 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 22 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00
地域就労支援センター

（人権文化センター内および
 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社ＩＭ総合企画 ☎ 072-242-7997へ。
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大人の講座（体験あり）
■�自力生体講座
　8 月 8 日・15 日・29 日㈫　
　15:00 ～16:00　平成
■手編み講座
　8 月24 日㈭ 14:00 ～16:00
費用　1,000 円（要会員登録、材料
　費別途必要）
申�込・問合せ　
　NPO 法人南河内こどもステーション
　☎ＦＡＸ 072-957-1114
　※ FAX 申込可、詳細は問い合わせ

平成 29 年度大阪菊花会菊花講習
会が終了しました
　3 月から開催していました菊花講
習会（大菊・福助・だるま盆栽）が
6 月をもって終了いたしました。延べ
200 人の方に参加いただきました。
　大阪菊花会では、10 月16 日㈪よ
り陵南の森にて「第 23 回大阪菊花
会菊花大会」を開催します。皆様の
ご来場お待ちしています。
問合せ　道路公園課みどり推進室
　☎ 072-958-1111 内線 2430

夏休みこどもの家 2017
　いつ来ても、いつ帰っても OK
■夏休みこどもの家＠丹比小学校児童館
　日時　8 月2日㈬・4 日㈮・7 日㈪～
　　　　9 日㈬ 10:00 ～15:00
　費用　無料　持物　着替え、お茶
　場所　児童館と第 2 グラウンド
■夏休みこどもの家＠丹治はやプラザ
　日時　8 月3 日㈭・10 日㈭
　　　　10:00 ～15:00
　持物　着替え、お茶　場所　集会室②

《特別企画：たのしく作っていっしょに食べよう》
　メニュー　ライスバーガー、野菜スープ、ゼリー
　日時　8 月3 日㈭10:00 ～13:00
　　　　（9:30 受付）
　場所　丹治はやプラザ調理室
　対象　小学 4 年生以上　定員　18 人
　費用　材料費100 円
　持物　上ぐつ、エプロン、マスク、
　　　　お手拭タオル、三角巾、お茶
問合せ　夏休みこどもの家実行委員会
　メール kodomonoie2014@willcom.com
　☎ 070-5264-3416（開催日のみ）

葛
ふじいでら

井寺「千日まいり」に伴う
交通規制　8 月 9 日㈬
規�制区域　藤井寺駅・葛井寺周辺道路
時間　16:00 ～ 23:00
　一般車輌・バイクなどの通行が禁
　止されます。（路線バスは除きます。）
○バスは通常運行、駅前から発車します。
○���自転車で参詣される方は、「カルタ池跡

仮設駐輪場」「市立藤井寺駅南駐輪場」
「ブクンダ公園仮設駐輪場」を利用して
ください。

○�規制区域内・時間帯に車で移動される
方は、車庫への進入・出庫などを予定
されている方は、「居住区関係車輌の証」
をお申し込みください。7 月 25 日㈫
～ 8 月 6 日㈰  10:00 ～17:00 まで。

問合せ　葛井寺  ☎ 072-938-0005

カルタ池跡
仮設駐輪所

自動車等通行
禁止道路区域

路線バスのみ
規制解除区域
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－ 市民のページ －

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社ＩＭ総合企画 ☎ 072-242-7997へ。
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社会福祉協議会 社協の地域福祉活動協力金に
ご協力をお願いします

総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　☎ 072-958-2315
ＦＡＸ 072-958-3853　http://www.hasyakyo.net/　E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

■愛の献血にご協力を
　400ml 献血、複数回献血へのご協力
をお願いします。
　8 月 4 日㈮［LIC はびきの］
　10:00 ～12:00、13:00 ～16:30
　（羽曳野ライオンズクラブ共催）

■ベビっこひろば 8 月はお休みです
　ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます
羽曳野ＩＴサポート会　　　　　   ￥30,000
羽曳野市環境衛生事業協同組合   ￥30,000
浅田照次                                  ￥20,000
浅田悦弘                                   ￥10,000
四つ葉のクローバー 協賛店 藤井寺市きもの西川   ￥  2,990
四つ葉のクローバー 桶元順子      ￥  2,000
四つ葉のクローバー 協賛店 古市駅前マザーブックス   ￥  1,000
四つ葉のクローバー 協賛店 古市駅前カーサーレガロ     ￥  1,000
麻誠之助                                  ￥ 1,781
匿名      　                              ￥ 2,000
真銅善夫                    ぶどう1.2kg 100 箱
日笠千鶴子  　　   パッチワーク用品ー式など多数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29 年 6 月 敬称略）

匿名               　　　　　  　　￥  1,000
その他多数のご協力ありがとうございました。

熊本大震災の義援金

匿名               　　　　　  　　￥  1,000
その他多数のご協力ありがとうございました。

東日本大震災の義援金

■非常勤保育士募集
 あおぞら保育園
　　古市 2-2-27　☎ 072-950-1105
 ベビーハウス社協
　　高鷲 9-2-17　☎ 072-930-0240

■第 35 回 手芸ボランティア
　「手づくり」による手芸教室
　軍手でつくる “にわとりの親子と卵”
 【西部】西部事務所「あいあいハウス」
　 8 月17 日㈭13:00 ～　 定員10 人
 【東部】市役所別館 2 階研修室
　 8 月 25 日㈮13:00 ～　定員 30 人
対象　60 歳以上の市内在住の方
持物　裁縫道具・ボンド　費用　400 円
申込　往復はがきでご応募ください。
　①住所 ②氏名 ③電話番号 ④年齢
　⑤希望場所（西部・東部）
　⑥これまでの参加回数
　①～⑥を明記し、8 月7日㈪ 消印有効
　〒 583-8585
　羽曳野市誉田 4-1-1
　羽曳野市社会福祉協議会

■小学生ボランティアスクール開催
日時　8 月 22 日㈫　10:00 ～15:30
　9:30 受付
場所　市役所別館 2 階 研修室
内容　「災害について」「ものづくり」
対象　ボランティア活動に関心のある小
　学 5・6 年生
申込　8 月10 日㈭までに羽曳野市社会
　福祉協議会まで（電話可）

　公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
総合福祉センター（市役所別館）1階⑧番   ☎ 072-959-0555（直通）   
ＦＡＸ 072-959-0333　http://habikinosc.ec-net.jp　E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

■シルバー会員募集中　社会や自らのために、あなたの豊かな知識・経験を活かしてみませんか。
　入会説明会（月1回実施）事業説明など　8 月 8 日㈫13:30 ～、9 月12 日㈫13:30 ～　場所　市役所別館 2 階
■シルバー人材センターへの仕事依頼（☎ 072-959-0555）
　公共的、公益的な団体です。安心して仕事をお任せください。見積無料！お気軽にご依頼ください。

  【職種区分】一般事務職 　【採用予定人員】1人程度　 【試験日】9 月17日㈰（第１次試験）　 【採用予定日】平成 30 年 4 月1日
  【受験資格】　※①～④の要件をすべて満たす人
　　　　　　  ①昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた人
　　　  　　　②学校教育法による高等学校、短期大学または大学を卒業しているか、平成 30 年 3 月 31日までに卒業見込みの人
　　　　　  　③普通自動車運転免許証を有するか、平成 30 年 3 月 31日までに取得できる人
　　　　　  　④パソコン（ワード、エクセルなどの基礎的な操作）ができる人　
　【要項配布・申込】　8 月15 日㈫～ 9 月5 日㈫　㈯㈰㈷を除く９:30 ～17:00　市役所別館1階⑧窓口（シルバー人材センター）

職員採用試験  次の要領で職員を募集します。詳しくは「職員採用試験募集要項」をご覧ください。

真銅善夫様よりぶどう1.2 ㎏入り
100 箱をご寄付いただき、市内施
設に配布させていただきました。

誉田 4-2-1  ☎ 072-952-1234   http://www.hfankyo.or.jp

本当にこんなことで騙されるの？還付金詐欺に注意！！

これから台風の季節です。備えは大丈夫？　高めよう、防災意識と地域の絆

●還付金等詐欺とは．．．
　�　市役所や税務署、社会保険事務所などの公的機関の職員になりすまし、「医療費を払いすぎていますから返金します。」「税

金を還付します。」などと言ってだまし、金融機関などのＡＴＭを操作させ、被害者が気付かないまま犯人側の口座に現金を振
り込ませる手口です。

●還付金詐欺の被害に遭わないために！
　①「私は、お金がないので大丈夫」という思い込みを捨てましょう。
　②�市役所などの職員が医療費の返金をＡＴＭで受け取るよう指示することは絶対にありません。「お金を返します。」と言われて

も、一度は電話を切って、親族や正式な公的機関の窓口に電話をかけ直して事実を確認するなど、必ず誰かに相談しましょう。
　③�身近な人に相談できない場合は、最寄の警察署や自治体の相談窓口など信用できるところに相談してください。
　④多額の入出金はＡＴＭ機ではなく、金融機関の窓口で行い、少しでも不審に思ったら金融機関職員に相談してください。

1. 日頃から住んでいる地域の危険度を把握する　●市から配布されるハザードマップはありますか？ ●防災袋は用意していますか？
2. 雨が降り出したら情報に注意
3. 豪雨になる前に早めの避難行動を　●大雨時には早めの避難 ●夜間に大雨が予想される時は、暗くなる前に避難

こちら 署羽曳野 け さい つ

「お金を返すからＡＴＭに行け」は

　　　　　　　        『詐欺』です！！
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平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
６

月
28
日
ま
で
の
、
24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
の
専
決
処
分
の
報
告
、
は
び
き
の
エ
ル
・

エ
ス
、
み
の
り
の
里
の
事
業
状
況
と
決
算
に
つ
い
て

な
ど
８
件
の
報
告
や
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
10
件
の
議
案
及
び
３
月
議
会
で
継
続
審
査

に
な
っ
て
い
た
、「
羽
曳
野
市
立
島
泉
保
育
園
を
安
心・

安
全
な
施
設
と
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
」
と
、
今
議

会
に
提
出
さ
れ
た
、「
中
学
校
の
全
員
給
食
と
小
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
請
願
」、「
高
齢
者
の
お

出
か
け
支
援
施
策
を
求
め
る
請
願
」
の
３
件
の
請
願
、

そ
し
て
「『
２
０
２
５
日
本
万
国
博
覧
会
』
の
大
阪
誘

致
に
対
す
る
決
議
」
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
議
結
果
と
15
名
の
議
員
に
よ
る
一
般

質
問
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

 

第
2
回
定
例
会

平
成
29
年
第
2
回
定
例
会
報
告

　
　
　
　
　 

一
般
質
問
・
委
員
長
報
告
等

雄略天皇陵古墳（島泉丸山）

５
月
29
日
㈪

６
月
５
日
㈪

６
月
13
日
㈫

６
月
14
日
㈬

6
月
15
日
㈭

６
月
20
日
㈫

６
月
21
日
㈬

６
月
22
日
㈭

６
月
28
日
㈬

○
議
会
運
営
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
１
日
目

・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
２
日
目

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
３
日
目

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

○
本
会
議
第
４
日
目

・
一
般
質
問
（
４
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
幹
事
長
会
議
　
　
　

○
公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
５
日
目

・
委
員
長
報
告

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 https://www.city.habikino.lg.jp/soshiki/gikaijimu/gikaijimu_shigikai/950.html

  1

  2

  3～ 10

  10

第 2 回定例会

定例会のあゆみ

議案審議表

一般質問

各常任委員会委員長報告

次回日程

編集後記
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議案番号 件　　　名 結　果

報　告    2

3

4

5

6

7

8

9

専決処分の報告について（羽曳野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例）

専決処分の報告について（羽曳野市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の報告について（平成 28 年度羽曳野市一般会計補正予算（第７号））

繰越明許費繰越計算書について

平成 28 年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について

平成 29 年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について

平成 28 年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について

平成 29 年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について

承　認

承　認

承　認

報　告

報　告

報　告

報　告

報　告

議　案    36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

羽曳野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

羽曳野市税条例の一部を改正する条例の制定について

平成 29 年度羽曳野市一般会計補正予算（第１号）

平成 29 年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第１号）

平成 29 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算 ( 第１号 )

訴えの提起について

農業委員会の委員の少なくとも４分の１を認定農業者等又はこれらに準ずる者とすることに関する
同意について

農業委員会の委員の任命に係る同意について

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

同　意

同　意

請　願    1

2

3

羽曳野市立島泉保育園を安心・安全な施設とするよう求める請願

中学校の全員給食と小学校給食費の無償化を求める請願

高齢者のお出かけ支援施策を求める請願

継続審査

不　採　択

不　採　択

決　議    1「２０２５日本万国博覧会」の大阪誘致に対する決議 即日原案可決

 第 2 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 市民クラブ 大阪維新の会 公明党 日本共産党 自由民主党
議員団

羽曳野
無所属の会

 

議
員
名

         

結 

果

花
川
　
雅
昭

金
銅
　
宏
親

樽
井
佳
代
子

吉
田
　
恭
輔

田
仲
　
基
一

竹
本
　
真
琴

日
和
千
賀
子

上
薮
　
弘
治

外
園
　
康
裕

笠
原
由
美
子

通
堂
　
義
弘

嶋
田
　
　
丘

広
瀬
　
公
代

若
林
　
信
一

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

今
井
　
利
三

林
　
　
義
和

請願 2 不採択 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ 議  

長

× × ×

請願 3 不採択 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ×

※松村尚子議員は、議長職のため採決には加わらず
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3

花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
駅
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
》

●
質
問　
古
市
駅
周
辺
に
つ
い
て
、
平
成
初

期
と
現
在
と
の
社
会
情
勢
の
違
い
は
認
識
し

て
い
る
が
、
改
め
て
歴
史
文
化
や
観
光
な
ど

と
連
動
さ
せ
、
今
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
検

討
す
る
時
期
だ
と
思
う
が
。

●
答
弁　

現
在
目
指
し
て
い
る
世
界
文
化
遺

産
登
録
な
ど
を
契
機
と
し
て
新
た
な
機
運
の

醸
成
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
市
民
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
継
続
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
百

舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
や
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
竹
内
街
道
な
ど
、
歴
史
文
化
事
業
と
連

動
さ
せ
、
市
民
に
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
、
特
に
安
全
・
安
心
に
係
る
事
業
化

の
拡
充
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
高
鷲
駅
南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
修

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

羽
曳
野
警
察
署
と
事
前
相
談
し
た

が
、
踏
切
や
交
差
点
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、

整
備
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

●
要
望　
今
後
、
市
の
観
光
分
野
な
ど
、
交

通
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
期
待
す
る
。

●
質
問　
恵
我
ノ
荘
駅
南
側
広
場
及
び
周
辺

道
路
整
備
の
基
本
計
画
が
今
年
度
策
定
さ
れ

る
予
定
。
計
画
概
要
や
手
法
な
ど
に
つ
い
て
。

ま
た
、
駅
北
側
の
防
災
道
路
で
あ
る
市
道
恵

我
之
荘
69
号
線
と
隣
接
公
園
の
防
災
公
園
化

な
ど
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

恵
我
ノ
荘
駅
は
地
域
の
重
要
な
交

通
結
節
点
で
あ
る
。
市
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
、
路
線

バ
ス
が
乗
り
入
れ
で
き
る
ロ
ー
タ
リ
ー
機
能
、

ま
ち
の
賑
い
を
念
頭
に
進
め
て
い
く
。
現
状

を
把
握
す
る
た
め
、
利
用
者
及
び
地
域
住
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
地
元
商

店
街
、
鉄
道
会
社
、
学
識
経
験
者
な
ど
と
協

議
し
、
整
備
手
法
を
検
討
す
る
。
当
市
の
西

の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
南
側
広

場
の
基
本
計
画
を
策
定
し
た
い
。
ま
た
、
防

災
道
路
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、

隣
接
公
園
と
の
関
連
性
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
財
政
面
や
駅
前
の
整
備
状
況

を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
利
用
者
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

防
災
道
路
の
確
保
を
早
急
に
考
え
、
駅
北
側

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

●
質
問　
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
と
の
協
働
な

く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

市
民
参
画
や
協
働
を
通
し
て
地
域

住
民
が
主
体
と
な
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

●
要
望　
基
本
計
画
は
、
地
域
住
民
の
50
年

越
し
の
輝
き
で
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
基
本
計

画
の
策
定
を
大
い
に
期
待
す
る
。

《
就
学
前
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
就
学
前
教
育
の
重
要
性
と
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
と
方
向
性
は
。

●
答
弁　

将
来
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
生
き

る
力
を
育
む
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
当

市
は
以
前
か
ら
幼
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組

み
、
現
在
で
は
保
育
園
と
幼
稚
園
も
加
え
、

豊
か
な
接
続
と
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
は
び
き
の
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、
子
ど
も
の
成
長
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
支
援
に
努
め

る
と
し
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

●
要
望　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
才
能

を
伸
ば
す
こ
と
は
、
全
て
の
親
や
保
護
者
の

願
い
で
あ
る
。
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
幼
い
頃
よ
り
道
徳
性

を
ベ
ー
ス
と
し
た
語
彙
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、
考
え
る
力
な
ど
本
来
の
生
き
る

力
を
育
む
教
育
を
強
く
要
望
す
る
。

一
般
質
問

上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
普
通
交
付
税
の
過
大
交
付
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
、
普
通
交
付
税
算
定
の
基
礎

数
値
の
う
ち
、
本
市
の
福
祉
部
局
か
ら
国
に

報
告
し
て
い
る
被
保
護
者
の
数
値
に
間
違
い

が
あ
り
、
訂
正
後
、
平
成
29
年
度
以
降
の
交

付
税
額
に
影
響
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
本
年
２
月
16
日
に
大
阪
府
か
ら
の
交
付
税

検
査
が
入
り
、
修
正
額
や
修
正
期
限
は
大
阪

府
や
総
務
省
か
ら
の
指
導
が
入
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
指
導
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
過
大
交
付
は
ど
れ
く
ら

い
前
か
ら
受
け
て
お
り
、
総
額
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
29
年
度
以
降

の
予
算
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
の
か
。

●
答
弁　

平
成
29
年
２
月
16
日
に
実
施
さ
れ

た
大
阪
府
の
検
査
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
普
通
交
付
税
に
対

す
る
も
の
。
そ
の
後
、
総
務
省
か
ら
提
示
さ

れ
た
平
成
28
年
度
算
定
分
の
地
方
交
付
税
検

査
要
領
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
５
月
15
日
に

平
成
28
年
度
に
交
付
さ
れ
た
普
通
交
付
税
の

生
活
保
護
費
部
分
に
対
す
る
検
査
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
大
阪
府
か
ら
総
務
省
に
対

し
て
検
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。
報
告
時
の
錯

誤
額
は
約
６
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
が

現
在
、
総
務
省
か
ら
修
正
年
度
等
に
つ
い
て

最
終
の
決
定
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

最
終
的
な
修
正
額
・
修
正
年
度
共
に
確
定
す

る
の
は
、
平
成
29
年
度
の
普
通
交
付
税
額
決

定
の
際
に
な
る
と
伺
っ
て
い
る
。
市
の
財
政

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
修
正
を
行
う
こ
と

で
市
民
生
活
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
各
施

策
の
実
施
等
に
十
分
配
慮
す
る
。
ま
た
、
基

金
の
活
用
等
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

●
要
望　
基
金
残
高
は
府
下
10
市
の
類
似
団

体
と
比
較
し
た
場
合
、
ワ
ー
ス
ト
３
に
入
っ

て
い
る
。
基
金
に
関
し
て
も
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
中
、
錯
誤
処
理
を
簡
単
に
基
金

か
ら
取
り
崩
す
考
え
方
に
つ
い
て
は
到
底
納

得
で
き
な
い
。
本
市
の
今
後
の
状
況
を
考
え

れ
ば
、
公
共
施
設
の
更
新
整
備
等
に
莫
大
な

金
額
が
必
要
に
な
る
。
基
金
の
取
り
崩
し
で

は
な
く
、
総
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
創
意
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ぜ
ひ
今

後
も
今
の
基
金
残
高
の
状
況
を
考
え
、
総
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
次
世
代
に
ツ
ケ
を
残

さ
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

《
公
共
施
設
の
更
新
・
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
10
年
ス
パ
ン
で
の
計

画
策
定
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
早
急
に

建
て
替
え
や
耐
震
化
が
必
要
な
く
ら
い
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
建
物
に
つ
い
て
、
早
期
整

備
・
更
新
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
示
さ
れ
る
の
か
。

●
答
弁　

第
１
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

特
に
耐
震
化
等
に
よ
る
安
全
性
を
重
視
し
つ

つ
、
投
資
的
経
費
の
平
準
化
と
施
設
総
量
の

最
適
化
を
含
め
施
設
の
選
定
を
行
い
、
施
設

管
理
の
方
向
性
を
示
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

●
要
望　
市
民
会
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
市

民
体
育
館
、
本
庁
舎
等
の
早
急
な
プ
ラ
ン
の

策
定
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
公
共

施
設
整
備
基
金
と
財
政
調
整
基
金
を
セ
ッ
ト

で
考
え
る
こ
と
を
望
む
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
安
心
・
安
全
な
道
路
の
確
保
に
つ
い
て
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
災
害
時
の
協
定
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
結
ん
で
い
る
協
定
の
状
況
は
。

災
害
支
援
型
自
動
販
売
機
の
導
入
状
況
は
。

●
答
弁　

ジ
ェ
イ
コ
ム
ウ
エ
ス
ト
、
キ
リ
ン

ビ
バ
レ
ッ
ジ
な
ど
９
団
体
と
協
定
を
締
結
。

公
的
連
携
は
、
災
害
相
互
応
援
協
定
な
ど
、

１
局
１
府
４
組
合
20
市
町
村
と
12
件
結
ん
で

い
る
。
府
内
で
は
団
体
、
企
業
約
１
４
５
社

と
災
害
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
府
と
当
市
の

連
携
で
救
援
物
資
が
提
供
さ
れ
る
。
災
害
支

援
型
自
動
販
売
機
の
設
置
台
数
は
32
台
、
う

ち
14
台
が
災
害
救
援
ベ
ン
ダ
ー
。
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
峰
塚
公
園
、
丹
比
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
健
康
ふ
れ
あ
い

の
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
、
市
民
体
育

館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
中
央
ス
ポ

ー
ツ
公
園
、
茶
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
設
置
。

●
質
問　
災
害
時
に
お
湯
を
無
料
提
供
で
き

る
災
害
対
応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自
販
機
も
あ
る
。

災
害
時
の
お
湯
の
確
保
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

●
答
弁　

避
難
所
の
備
蓄
品
と
し
て
家
庭
用

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ボ
ン
ベ
が
あ
り
、
緊
急

時
に
は
お
湯
を
沸
か
し
て
順
次
供
給
し
て
い

く
。
企
業
と
の
連
携
で
は
、
レ
ン
タ
ル
サ
ー

バ
ー
で
水
と
お
湯
が
確
保
で
き
る
。
ま
た
、

今
後
、
お
湯
が
い
ら
な
い
液
体
ミ
ル
ク
の
国

内
製
造
販
売
の
動
向
を
注
視
す
る
。

●
要
望　
府
や
近
隣
市
な
ど
と
の
公
的
連
携

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
充
実
を
。
ま
た
、
飲

料
お
よ
び
お
湯
の
確
保
の
た
め
の
災
害
支
援

型
自
動
販
売
機
の
導
入
を
さ
ら
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

《
空
家
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
見
通
し

は
。
庁
内
横
断
型
の
組
織
の
必
要
性
は
。

●
答
弁　

空
家
の
相
談
窓
口
は
、
建
築
指
導

課
と
建
築
住
宅
課
が
対
応
し
て
い
る
。
相
談

内
容
も
専
門
性
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
空
家
等

対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
法
務
、
不
動
産
、

建
築
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
専
門

家
団
体
と
連
携
し
、
空
家
等
対
策
計
画
の
策

定
と
並
行
し
て
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
迅
速

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
く
。

●
質
問　
昨
年
実
施
さ
れ
た
空
家
に
関
す
る

実
態
把
握
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
空
家
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
。
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
る
の
か
。

相
談
の
履
歴
も
残
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
。

●
答
弁　

昨
年
度
実
施
し
た
空
家
実
態
調
査

の
デ
ー
タ
か
ら
、
空
家
の
位
置
、
属
性
、
現

況
写
真
、
編
集
機
能
な
ど
を
備
え
た
シ
ス
テ

ム
を
庁
内
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
導
入
し
た
。
空

家
検
索
が
可
能
と
な
り
、
部
局
間
の
情
報
共

有
が
期
待
で
き
る
。
追
加
予
定
の
機
能
と
し

て
苦
情
・
相
談
履
歴
の
登
録
に
よ
り
、
初
動

態
勢
と
し
て
の
速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
空
家
等
対
策
庁
内
検
討

会
は
、
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
後
も
様
々

な
課
題
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
協

議
で
き
る
場
と
し
て
、
継
続
性
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
要
望　
相
談
窓
口
あ
る
い
は
問
題
解
決
に

向
け
た
庁
内
体
制
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
が

後
手
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
早
目
に
体
制
の

見
直
し
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
窓
口
で

の
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

林
　
義
和
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

《
当
市
の
10
年
後
の
姿
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
10
年
後
の
姿
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
だ
け
羽
曳
野
市
を
愛
し
、
羽
曳
野
市

を
憂
い
、
今
後
羽
曳
野
市
が
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
気
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
①
10
年

後
の
人
口
の
予
測
は
。
②
高
齢
化
率
の
予
測

は
。
10
年
後
に
は
恐
ら
く
30
％
は
優
に
超
え
て

い
る
中
で
、
人
口
の
減
で
税
収
も
減
に
な
る
。

い
か
に
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
対
策

を
続
け
て
い
く
の
か
。
③
園
児
数
・
児
童
数
・

生
徒
数
の
予
測
は
。
④
市
税
収
入
の
予
測
は
、

今
後
ど
ん
な
流
れ
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

①
平
成
27
年
か
ら
の
10
年
間
で
約

8
’
6
0
0
人
の
減
少
見
込
み
。
②
高
齢
化

率
は
、
平
成
37
年
に
30
％
強
と
さ
れ
て
い

る
。
③
平
成
39
年
の
中
学
校
生
徒
数
は
2
’

4
0
2
名
、
平
成
37
年
の
小
学
校
児
童
数
は

4
’
6
8
6
名
、
園
児
数
は
2
’
8
9
4
名

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
④
市
税
収
入
の
増
減

に
は
、
人
口
の
増
減
や
景
気
、
地
価
な
ど
の

経
済
状
況
、
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。
人
口
減
少
が
、

必
然
的
に
生
産
年
齢
人
口
減
と
な
り
、
市
税

収
入
は
個
人
市
民
税
の
減
少
の
影
響
を
大
き

く
受
け
る
。

●
質
問　
①
老
朽
化
し
て
き
た
施
設
の
長
期

の
方
針
と
し
て
、
建
て
替
え
る
に
当
た
っ
て

も
、
人
口
規
模
に
合
わ
せ
た
も
の
で
な
い
と

無
駄
な
投
資
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
高
齢
化
率
も
か
な
り
高
く
な
る
。
決
算
書

を
見
て
も
、
増
え
て
い
く
の
は
大
半
が
民
生

費
で
、
こ
れ
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
堅
持
し
て

い
く
た
め
に
、
相
当
な
努
力
を
い
た
だ
き
た

い
。
③
老
朽
化
し
て
き
た
給
食
セ
ン
タ
ー
を

完
全
民
間
委
託
す
る
の
か
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
か
、
そ

れ
と
も
市
独
自
で
エ
ル
・
エ
ス
で
や
る
の
か
。

●
答
弁　

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

策
定
し
、
今
後
40
年
間
の
施
設
更
新
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
政
策
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
20
％
の
減
少
に
と
ど
め
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
施
設

総
量
も
今
後
40
年
間
で
延
べ
床
面
積
の
20
％

縮
減
を
目
標
と
し
て
い
る
。
今
後
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
更
新
時
に
は
施
設
の
集
約
化
、
複

合
化
、
縮
小
、
廃
止
な
ど
を
考
慮
し
て
総
床

面
積
の
総
量
縮
減
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
③
今
後
の
児
童
数
の
動
向
を
見
据
え
な

が
ら
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
や
そ
れ

に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
更
新
を
踏

ま
え
、
土
地
の
確
保
や
今
後
の
給
食
の
提
供

の
あ
り
方
な
ど
を
含
め
て
総
合
的
に
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　

公
共
施
設
等
は
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
も
っ
と
民
間
を
活
用
し
て
い
く
時
代
が

来
る
。
学
校
法
人
と
も
連
絡
を
密
に
と
り
な

が
ら
、
大
学
と
羽
曳
野
市
が
同
じ
よ
う
に
使

え
る
施
設
等
、
先
般
も
大
学
図
書
館
の
相
互

利
用
を
申
し
上
げ
、
今
も
う
進
ん
で
い
る
。

こ
う
言
っ
た
法
人
と
の
連
携
を
強
く
要
望
し

て
お
く
。
幼
稚
園
児
は
非
常
に
少
な
く
な
り
、

14
園
の
集
約
に
つ
い
て
、
早
急
に
結
論
を
出

し
て
い
か
な
い
と
、
市
の
財
政
の
問
題
も
あ

る
。
市
長
と
し
て
10
年
後
の
姿
に
つ
い
て
述

べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
答
弁　

社
会
経
済
情
勢
が
変
わ
っ
て
も
、

健
全
性
、
安
定
性
を
確
保
し
、
行
財
政
運

営
の
最
適
化
を
図
り
、
適
切
な
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら
、
安
心
し
た
生

活
の
た
め
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
堅
持
。

さ
ら
に
ま
ち
の
個
性
を
磨
き
続
け
る
た
め
、

引
き
続
き
事
業
の
徹
底
的
な
選
択
と
集
中
、

不
断
の
改
革
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
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田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
公
共
交
通
の
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
買
い
物
や
通
院
な
ど
外
出
に
不
便

を
感
じ
る
市
民
の
声
は
届
い
て
い
る
か
。
堺

市
で
は
課
題
解
決
へ
65
歳
以
上
の
市
民
が

1
0
0
円
で
南
海
バ
ス
、
近
鉄
バ
ス
な
ど
民

間
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
「
お
で
か
け
支

援
制
度
」
と
い
う
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

本
制
度
を
当
市
も
導
入
し
堺
・
藤
井
寺
・
羽

曳
野
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
、
３

市
の
交
流
、
経
済
的
な
結
び
つ
き
を
高
め
る

こ
と
は
今
後
重
要
度
を
増
す
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
雅
び
」
で
の

会
議
等
に
お
い
て
、
そ
う
い
っ
た
お
声
に
対

し
循
環
バ
ス
利
用
の
説
明
、
移
動
販
売
業
者

の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
お
で
か
け
応

援
制
度
に
つ
い
て
は
７
月
１
日
よ
り
行
う
古

墳
群
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
実
証
デ
ー
タ
を

踏
ま
え
、
広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　
高
鷲
駅
前
は
広
い
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
歩
行
者
の
危
険
は
解
消
し
た
。
ま
た
、

駅
前
を
育
む
会
を
発
足
さ
れ
、
花
い
っ
ぱ
い

の
美
し
い
駅
前
が
保
た
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、
来
月
に
は
駅
前
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。
歩
道
の
効
果
を
市
全

体
に
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
が
。

●
答
弁　

歩
道
整
備
に
は
、
用
地
買
収
の
費

用
と
長
い
期
間
を
要
す
た
め
、
歩
道
設
置
が

困
難
な
場
所
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
安

全
標
識
な
ど
で
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。

●
質
問　
古
市
古
墳
群
と
百
舌
鳥
古
墳
群
を

結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
の
詳
細
は
。
前

回
質
問
し
た
関
空
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
誘
致
に

つ
い
て
、
堺
市
と
と
も
に
民
間
業
者
に
即
座

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
１
時
に
当
市

役
所
を
出
発
し
、
約
１
時
間
か
け
て
仁
徳
天

皇
陵
古
墳
周
辺
に
到
着
。
約
１
時
間
半
停
車

し
、
午
後
３
時
30
分
に
出
発
し
て
当
市
役
所

に
戻
っ
て
く
る
。
バ
ス
の
利
用
状
況
や
ア
ン

ケ
ー
ト
で
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
を
行
い
、
今

後
、
民
間
事
業
者
の
参
入
を
働
き
か
け
、
来

訪
者
に
と
っ
て
周
遊
し
や
す
い
有
効
手
段
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
古
墳
群
・
竹
内
街
道
な
ど
の
河
内

観
光
は
今
後
の
大
阪
観
光
の
新
し
い
目
玉
に

な
る
。
事
実
、
こ
の
春
に
約
7
0
0
名
の
韓

国
の
修
学
旅
行
生
が
飛
鳥
戸
神
社
を
訪
問

し
、
当
市
が
外
国
人
に
と
っ
て
い
か
に
魅
力

的
な
地
で
あ
る
か
を
立
証
で
き
た
。
古
市
駅

に
関
空
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
を
誘
致
す
る
こ
と

で
、
観
光
客
は
奈
良
の
明
日
香
・
吉
野
に
も

足
を
延
ば
せ
る
。
そ
う
な
れ
ば
古
市
駅
に
ホ

テ
ル
建
設
の
声
も
自
然
と
上
が
っ
て
く
る
。

当
市
の
大
き
な
変
化
の
始
ま
り
と
な
る
の
が

関
空
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
導
入
だ
。
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
実
験
を
必
ず
成
功
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
堺
・
藤
井
寺
・
羽
曳
野
の
３
市
間
一

律
１
回
1
0
0
円
バ
ス
施
策
導
入
の
検
討
を

要
望
す
る
。

《
市
民
協
働
に
つ
い
て
》

●
質
問　
自
治
会
へ
の
加
入
啓
蒙
活
動
に
対

す
る
考
え
は
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
同
士

を
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

広
報
等
を
活
用
し
、
加
入
促
進
に

効
果
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

団
体
連
携
に
つ
い
て
は
、
本
市
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
さ
ら
な
る
活
用
に
取
り
組
み
た
い
。

●
要
望　
予
算
を
伴
う
具
体
的
な
施
策
の
検

討
を
求
め
る
。
自
治
会
な
ど
地
縁
団
体
を
た

て
糸
、
広
域
の
市
民
活
動
を
よ
こ
糸
に
た
と

え
、
中
島
み
ゆ
き
の
名
曲
「
糸
」
の
よ
う
に

行
政
の
手
に
よ
っ
て
、
よ
こ
糸
と
た
て
糸
が

美
し
く
重
な
り
合
い
、一
枚
の
美
し
い
、強
い
、

た
お
や
か
な
布
の
よ
う
な
羽
曳
野
市
と
な
る

こ
と
を
願
う
。

金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
今
後
の
選
挙
で
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
若
年
層
の
投
票
率
向
上
へ
の
取

り
組
み
は
。
②
高
齢
者
の
投
票
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

①
若
年
層
の
方
を
対
象
と
し
た
対

策
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
な
ど
へ

の
チ
ラ
シ
の
配
布
、
投
票
箱
の
貸
し
出
し
な

ど
の
啓
発
を
し
て
い
る
。
②
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
当
市
で
は

市
役
所
本
庁
と
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア
ム
で
期

日
前
投
票
を
行
っ
て
お
り
、
現
状
に
お
い
て

市
の
循
環
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
投
票
所
で
は
、
自
ら
投
票
用

紙
に
候
補
者
の
氏
名
等
を
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
事
務
従
事
者
が

代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
代
理
投
票

制
度
も
行
っ
て
い
る
。
可
能
な
限
り
、
高
齢

者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
に
対
し
投
票
し
や

す
い
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
、
有
権
者
の
投

票
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　
選
挙
の
投
票
率
の
向
上
は
決
し
て

行
政
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。
私
た
ち
議
員

も
議
員
活
動
に
お
い
て
、
当
市
の
行
政
に
対

し
市
民
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

身
近
な
議
会
を
つ
く
る
努
力
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
引
き
続
き
、
市
と
し
て
も
、
若
年
層

の
有
権
者
の
皆
様
に
は
選
挙
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
、
高
齢
者
の
皆
様

に
は
投
票
所
の
改
善
な
ど
を
考
え
、
投
票
し

や
す
い
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

若
年
層
に
は
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
、
高
齢

者
に
は
投
票
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
思

い
や
り
が
大
切
で
あ
る
。
今
後
も
投
票
率
の

向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。

《
竹
内
街
道
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
阪
府
下
で
は
初
め
て
竹
内
街

道
・
横
大
路
（
大
道
）
が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
生
じ
る
相
乗
効
果
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
か
。

●
答
弁　

認
定
を
受
け
、
日
本
遺
産
魅
力
発
信

推
進
事
業
に
よ
る
国
の
補
助
金
の
活
用
を
予
定

し
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
に
そ
の
価
値
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
全
国
的
な
知
名

度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
特
に
、
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
竹
内
街
道
と
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
目
指
す
古
市
古
墳
群
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
資
産
を
よ
り
魅
力
の
あ
る
も
の
に
す
る

相
乗
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
通
じ
た
資
産
の
積
極
的
な
活
用

や
情
報
発
信
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
日
本
最
古
の
官
道
、
竹
内
街
道
・

横
大
路
（
大
道
）
が
大
阪
府
下
で
初
め
て
認

定
を
受
け
た
こ
と
は
、
当
市
の
す
ば
ら
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
日
本
遺
産
認

定
は
当
市
に
と
っ
て
本
当
に
光
栄
で
あ
り
、

ま
た
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
も
誇
り
に
思
え

る
出
来
事
だ
と
思
う
。
今
回
の
認
定
を
市
民

の
皆
様
は
も
と
よ
り
全
国
に
、
ま
た
全
世
界

に
発
信
し
、
当
市
の
良
さ
を
広
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
、
こ
の
機
会
を
大
切
に
し
て

行
政
と
地
域
が
連
携
し
、
各
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
就
学
援
助
費
に
お
け
る
「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
」（
ラ
ン
ド
セ
ル
等
）
の
入
学

準
備
支
援
を
可
能
に
す
る
対
応
に
つ
い
て
》

●
質
問　
就
学
援
助
は
、
児
童
・
生
徒
の
家

庭
が
生
活
保
護
を
受
給
す
る
な
ど
、
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
場
合
、
学
用
品
や
給
食
、

修
学
旅
行
費
等
の
一
部
を
市
区
町
村
が
支
給

し
、
国
が
そ
の
２
分
の
1
を
補
助
す
る
制
度
。

そ
こ
で
、
①
当
市
の
就
学
援
助
の
現
状
と
実

施
状
況
は
。
②
当
市
の
準
要
保
護
児
童
生
徒

に
対
す
る
取
り
組
み
と
認
定
基
準
は
。
③
文

部
科
学
省
よ
り
、
平
成
29
年
度
か
ら
予
算
措

置
を
行
う
通
知
が
さ
れ
た
が
、
当
市
の
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
に
対

応
す
る
措
置
つ
い
て
、
審
査
等
に
必
要
な
期

間
が
あ
り
、
７
月
支
給
と
の
こ
と
だ
が
入
学

前
に
支
給
で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

①
当
市
は
、
今
年
度
入
学
分
か
ら

新
し
い
国
基
準
に
合
わ
せ
た
支
給
を
行
っ
て

い
る
。
②
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
基
準

は
、
世
帯
の
年
間
総
所
得
が
生
活
保
護
基
準

の
１
．
０
５
倍
を
基
本
と
し
、
教
育
委
員
会

が
審
査
・
認
定
し
支
給
し
て
い
る
。
③
認
定

基
準
に
必
要
な
課
税
等
の
確
定
が
６
月
で
あ

り
、
資
格
審
査
が
そ
れ
以
降
に
な
る
た
め
入

学
前
支
給
は
困
難
。

●
要
望　
今
年
度
も
千
六
百
名
の
申
請
が
あ

り
、
認
定
基
準
で
あ
る
課
税
額
等
は
前
年
度

の
デ
ー
タ
を
利
用
す
れ
ば
、
入
学
前
の
支
給

に
対
応
で
き
る
。
平
成
30
年
度
の
中
学
校
入

学
者
か
ら
対
応
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
脳
の
発
達
と
切
れ
目
な
い
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
平
成
26
年
９
月
議
会
で
、
発
達
障

が
い
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

①
そ
の
後
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。
②
社
会

発
達
評
価
装
置
、
い
わ
ゆ
る
「
か
お
テ
レ
ビ
」

を
活
用
し
、
発
達
障
害
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
早
期
発
見
に
取
り

組
む
自
治
体
が
増
え
て
き
た
。
当
市
で
は「
か

お
テ
レ
ビ
」
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
保
健
師
等
の
認
識
状
況
と
導
入
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
１
歳
６
カ
月
、
３
歳
６
カ
月
児

に
お
い
て
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
の
た
め

の
問
診
項
目
手
引
書
補
足
版
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
基
準
を
参
照
し
、
26
年
10
月
か
ら
問
診

票
の
改
定
を
行
っ
た
。
②
保
健
師
も
そ
の
内

容
を
府
の
説
明
会
や
保
健
師
研
修
会
等
を
通

じ
て
学
ん
で
い
る
。
今
後
も
モ
デ
ル
事
業
等

を
実
施
し
た
市
町
村
の
取
り
組
み
や
課
題
を

分
析
し
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
発
達
障
が
い
は
い
か
に
早
く
気
づ

け
る
か
が
大
切
。
乳
幼
児
期
か
ら
就
学
期
の

間
に
、
何
度
気
づ
き
の
場
に
出
会
い
、
そ
の

中
で
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
だ
。「
か
お

テ
レ
ビ
」
を
よ
く
理
解
し
、
保
健
師
も
認
識

し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。
早
期
発
見
・

超
早
期
治
療
で
、
発
達
障
が
い
が
軽
度
に
、

ま
た
治
療
で
き
る
た
め
の
、
気
づ
き
の
一
助

と
し
て
「
か
お
テ
レ
ビ
」
の
検
査
を
導
入
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
恵
我
之
荘
集
会
所
に
つ
い
て
》

●
質
問　
重
く
、
危
険
な
机
と
椅
子
を
改
修

出
来
な
い
か
。

●
答
弁　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
利
用

し
、
移
動
の
楽
な
机
と
椅
子
を
購
入
で
き
な

い
か
検
討
す
る
。

●
要
望　
集
会
所
の
物
品
の
改
修
を
ぜ
ひ
と

も
要
望
す
る
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
国
民
健
康
保
険
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
》

●
質
問　
所
得
が
年
間
２
百
万
円
の
４
人
家

族
の
国
保
料
は
約
39
万
円
、
協
会
け
ん
ぽ
は

約
12
万
円
。
府
内
統
一
国
保
料
の
試
算
で
は

約
42
万
円
で
、
年
間
３
万
円
の
値
上
げ
に
な

る
。
①
当
市
国
保
の
剰
余
金
は
20
億
円
以
上

あ
っ
た
が
、
こ
の
間
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
の
肩
代
わ
り
に
使
い
、
今
約
12
億
円
に

減
っ
て
い
る
。
保
険
料
の
引
き
下
げ
や
減
免

の
充
実
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

②
市
民
の
負
担
が
増
え
る
統
一
国
保
に
は
き

っ
ぱ
り
反
対
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

①
基
金
等
の
剰
余
金
を
保
有
し
て

い
る
中
で
、
過
分
な
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
慎
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
②
府
の

国
保
運
営
方
針
の
素
案
が
８
月
に
示
さ
れ
、

市
町
村
へ
の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
る
予
定
。

こ
の
中
身
を
精
査
し
、
市
民
へ
の
影
響
を
第

一
に
考
え
、
必
要
な
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
。

●
要
望　
府
下
で
も
断
ト
ツ
の
基
金
と
繰
越

金
を
使
い
、
保
険
料
引
き
下
げ
や
減
免
の
充

実
を
強
く
要
望
。
市
民
の
負
担
が
大
幅
に
増

え
る
府
内
統
一
国
保
に
は
反
対
す
る
よ
う
要

望
。
市
民
に
内
容
も
知
ら
せ
な
い
状
態
で
、

来
年
４
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
や
め
る
よ
う

し
っ
か
り
意
見
し
て
ほ
し
い
。

《
高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
、
寝
た

き
り
を
防
ぎ
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
早
急

に
外
出
支
援
の
具
体
化
を
進
め
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。
②
道
の
駅
行
き
循
環
バ
ス
の
土
曜

午
後
の
４
便
を
取
り
や
め
た
理
由
と
、
日
曜

日
の
循
環
バ
ス
運
行
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
第
７
期
当
市
高
年
者
い
き
い
き

計
画
の
策
定
の
た
め
行
っ
た
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
や
介
護
保
険
等
推

進
協
議
会
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、
必
要
な
政

策
を
考
え
て
い
く
。
②
７
月
よ
り
試
行
的
に

実
施
す
る
百
舌
鳥
古
墳
群
と
古
市
古
墳
群
間

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
に
伴
い
、
影

響
が
少
な
い
ル
ー
ト
を
運
休
し
た
。
循
環
バ

ス
の
増
便
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
必
要
な

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
市
と
し
て
公
共
交
通
の
料
金
補
助

や
循
環
バ
ス
の
充
実
、
ト
イ
レ
の
設
置
、
道

路
の
安
全
対
策
な
ど
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
高
齢

者
の
外
出
支
援
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

《
当
市
の
保
育
行
政
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
の
定

員
や
運
用
方
法
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

ど
う
す
る
の
か
。
②
島
泉
保
育
園
の
今
後
の

方
向
性
は
。
③
幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
は
。

●
答
弁　

①
定
員
は
、
各
年
齢
20
名
か
ら

30
名
の
複
数
学
級
と
し
、
全
体
で
１
６
０

名
程
度
。
幼
稚
園
児
に
当
た
る
１
号
認
定

児
は
お
弁
当
が
基
本
だ
が
、
給
食
の
提
供

も
選
択
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
未
来
館
の
運
営

状
況
や
今
後
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
あ
り

方
も
踏
ま
え
、
適
切
な
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。
②
耐
震
化
を
図
る
た
め
一
定
の

大
規
模
な
工
事
が
必
要
。
現
在
地
で
は
な

く
別
の
場
所
で
の
運
用
を
想
定
し
て
い
る
。

方
向
性
や
計
画
が
決
ま
れ
ば
、
保
護
者
や

地
域
の
方
に
十
分
説
明
し
て
い
き
た
い
。

③
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
と
埴
生
幼
稚

園
で
先
行
的
に
実
施
予
定
。
他
の
幼
稚
園

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
幼
稚
園
・
保
育
園

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
で
、
適
切
な
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
は
、
子

ど
も
に
垣
根
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
、
給
食

は
全
員
で
、
保
育
料
も
不
公
平
が
出
な
い
よ

う
に
。
島
泉
保
育
園
は
、
方
向
性
や
計
画
を

決
め
る
前
に
保
護
者
、
関
係
者
の
意
見
を
し

っ
か
り
聞
い
て
、
安
心
で
安
全
な
園
を
早
急

に
つ
く
る
よ
う
に
。
幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育

は
全
園
で
実
施
す
る
よ
う
要
望
。
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日
和
千
賀
子
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
介
護
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
つ
く
り
上
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
現
状

と
課
題
は
。
ま
た
、
厚
労
省
は
2
0
1
8
年

度
か
ら
、
要
介
護
度
を
改
善
し
た
市
町
村
に

財
政
支
援
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
が
、
こ

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
所
に
同

じ
方
向
を
向
い
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
聞
く
。

●
答
弁　

体
力
の
改
善
に
向
け
た
支
援
が
必

要
な
方
等
を
対
象
に
、
専
門
職
が
居
宅
で
の

相
談
指
導
を
３
～
６
カ
月
間
で
行
う
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｃ
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
る
。
課
題
は
、
介
護
予
防
・
自
立
支
援
の

考
え
方
を
高
齢
者
や
事
業
所
及
び
地
域
へ
い

か
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
か
で
あ
る
。
事
業
所

に
同
じ
方
向
を
向
い
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ

く
り
の
考
え
と
し
て
は
、
策
定
中
の
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
、
協
議
会
で
の

議
論
、
事
業
所
の
意
見
を
参
考
に
種
々
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
自
立
支
援
等
施
策
を
策
定

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
意
見　
地
域
で
は
長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
機
能
訓
練
、

食
事
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
続
け
て
い
る

団
体
が
あ
る
。
高
齢
者
の
現
状
を
考
え
、
き

め
細
や
か
な
支
援
で
心
か
ら
寄
り
添
い
、
続

け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、
同
じ
地
域
に
住
む

者
と
し
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
地
域
の

中
で
の
高
齢
者
支
援
を
市
と
し
て
進
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
、
継
続
で
き
る
よ
う
見

守
り
、
支
え
て
い
く
の
も
行
政
の
役
目
だ
。

《
公
立
小
・
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
》

●
質
問　
職
員
用
の
パ
ソ
コ
ン
配
置
に
つ
い

て
、
大
阪
府
や
国
か
ら
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

学
校
と
い
う
場
所
は
避
難
場
所
に
も
な
る

が
、
災
害
時
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
使
用
で
き
る

の
か
。

●
答
弁　

校
務
用
の
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
の
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画

で
は
、
教
員
１
人
１
台
の
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
早
急
な
整
備
を
進
め
る
よ
う
示
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

校
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
使
用
し
た
場
合
、
学

校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
こ
と
に
な

り
、
児
童
・
生
徒
の
個
人
情
報
が
漏
え
い
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
使
用
で
き
な
い
。

●
質
問　
文
部
科
学
省
の
基
本
計
画
で
、
教

員
１
人
１
台
の
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

早
急
な
整
備
を
進
め
る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る

な
ら
進
め
る
べ
き
。
こ
の
先
の
補
助
金
や
交

付
金
制
度
を
遅
れ
る
こ
と
な
く
活
用
し
、
教

職
員
の
事
務
作
業
の
効
率
化
を
進
め
る
考
え

は
。
総
務
省
は
平
成
29
年
度
か
ら
、
防
災
等

に
資
す
る
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
整
備
事
業
を
２
分
の

１
か
ら
３
分
の
２
の
補
助
率
で
進
め
て
い

る
。
補
助
が
あ
る
う
ち
に
整
備
を
進
め
る
考

え
は
。

●
答
弁　

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
は
、
過
去
の
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
補
助
金
の
よ
う
な

補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
た
ら
、
積
極
的
に
活

用
し
た
い
。
防
災
等
に
資
す
る
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
は
今
後
も
引
き
続
き
国
の
動
向

を
注
視
し
、
関
係
課
と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

●
意
見　
校
務
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
１
人
１
台

の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
点
を
認
識
の
上
、

補
助
金
・
交
付
金
制
度
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
早
急
に
整
備
す
べ
き
。
ま
た
、
非
常
時

に
使
用
で
き
る
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を

補
助
金
制
度
が
あ
る
な
ら
利
用
す
べ
き
。

吉
田
恭
輔
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
推

薦
さ
れ
た
場
合
、
当
市
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
歴
史
資
料
館
」
と
し
て
の
役
割
を

持
つ
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
観
光
客
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
文
化
審
議
会

で
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
課
題
と
し
て
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
整
備
に
つ
い
て
、
藤
井
寺
市

と
連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
観
光
客

は
市
内
の
公
園
等
で
休
憩
し
て
い
た
だ
け
、

道
の
駅
等
で
は
お
土
産
の
販
売
を
し
、
古
市

駅
か
ら
循
環
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
。

●
質
問　
「
お
も
て
な
し
」
に
は
、
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
必
要
だ
が
、養
成
状
況
は
。

●
答
弁　

平
成
27
年
度
に
養
成
講
座
を
開
催

し
、
現
在
、
会
員
数
は
11
名
で
あ
り
、
幅
広

い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、

海
外
の
方
に
も
ガ
イ
ド
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
質
問　
先
日
、
国
へ
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
要
望
し
た
際
、
そ
の
場
で
の
ム
ー
ド

を
ど
う
感
じ
、「
歴
史
資
料
館
」
の
建
設
に
取

り
組
む
考
え
が
頭
に
ど
う
浮
か
ん
だ
か
。

●
市
長　

今
年
こ
そ
国
内
推
薦
の
決
定
を
喜

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

「
歴
史
資
料
館
」
に
つ
い
て
は
、
国
内
推
薦
が

得
ら
れ
れ
ば
積
極
的
に
考
え
、
一
緒
に
形
づ

く
り
を
し
た
い
。

●
要
望　
市
長
を
先
頭
に
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
、

ま
た
、
市
の
拠
点
と
し
て
羽
曳
野
市
民
が
誇

れ
る
「
歴
史
資
料
館
」
を
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
も

ら
い
た
い
。

《
人
へ
の
投
資
を
重
視
す
る
主
な
子
育
て
支
援
策

に
つ
い
て
》

●
質
問　
育
児
支
援
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

給
付
の
拡
大
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
近
年
は

子
ど
も
へ
の
虐
待
の
報
道
が
気
に
な
っ
て
い

る
。
当
市
は
ど
う
か
。
ま
た
、
虐
待
防
止
へ

の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

府
全
体
で
の
件
数
は
右
肩
上
が
り

で
、
当
市
で
は
こ
こ
３
年
は
横
ば
い
だ
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
。
虐
待
防
止
へ
は
、

当
市
を
含
む
26
団
体
で
協
議
会
を
構
成
し
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
質
問　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

●
答
弁　

国
基
準
で
の
４
月
１
日
時
点
の
待

機
児
童
数
は
３
年
連
続
で
ゼ
ロ
だ
が
、
民
間

保
育
園
と
の
連
携
協
力
や
公
立
保
育
園
で
の

受
け
入
れ
増
を
図
り
、
安
定
し
た
待
機
児
童

の
解
消
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
基
金
を

活
用
し
た
施
設
整
備
に
よ
る
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
、
交
付
金
を
活
用
し
た
よ
り
よ
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
不

足
し
て
い
る
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
人
材
確

保
に
向
け
、
民
間
保
育
園
に
お
い
て
今
後
も

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　
平
成
25
年
の
調
査
で
は
、
全
国
の

６
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
の
状
況
に
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
昨
年
の
大
阪
府
の
調
査

結
果
と
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
当

市
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
。

●
答
弁　

結
果
は
約
４
分
の
１
の
世
帯
が
赤

字
で
、
所
得
の
差
が
学
習
面
で
の
機
会
の
差

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
当
市
と
し
て
は
、
現

在
実
施
し
て
い
る
日
常
生
活
支
援
の
各
事
業

を
今
後
も
確
実
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、

他
市
町
村
と
も
連
携
を
図
り
、
進
め
た
い
。

●
要
望　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
各
事
業
の

実
施
地
域
を
広
げ
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
身
近
な
場
所
で
参
加
・
活
動
で
き
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。
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竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
学
校
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
小
・
中
学
校
の
全
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
に
つ
い
て
、
施
工
業
者

の
選
定
状
況
や
工
事
日
程
等
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

今
年
度
に
工
事
予
定
の
市
立
中
学

校
６
校
及
び
埴
生
小
学
校
は
既
に
電
子
入
札

が
執
行
さ
れ
、
４
月
27
日
付
で
契
約
を
締
結

し
て
い
る
。
工
事
日
程
は
現
在
協
議
中
だ
が
、

９
月
１
日
か
ら
エ
ア
コ
ン
使
用
開
始
に
向
け

た
工
程
を
予
定
。

●
質
問　
河
原
城
中
学
校
の
老
朽
化
対
策
に

つ
い
て
の
見
解
、
今
後
の
展
開
は
。

●
答
弁　

施
設
各
所
に
老
朽
化
が
進
み
、
そ

の
対
策
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
体
育
館
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

工
事
や
エ
ア
コ
ン
設
置
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
、
老
朽
化
対
策
の
計
画
を
検
討
し
た
い
。

●
要
望　
義
務
教
育
を
行
う
施
設
で
あ
る
以

上
、
平
等
な
学
習
環
境
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
整
備
状
況
に
差
異
が
生
じ
て
い

る
現
状
の
打
開
を
希
望
。
特
に
、
大
規
模
な

改
修
工
事
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
河
原
城
中
学

校
に
関
し
て
は
、
一
刻
も
早
く
ほ
か
の
５
校

と
同
じ
水
準
ま
で
の
改
善
を
強
く
要
望
。

《
当
市
の
活
気
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
年
度
よ
り
新
た
に
実
施
さ
れ
て

い
る
観
光
施
策
は
。

●
答
弁　

子
ど
も
向
け
、
移
住
・
定
住
者
向

け
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
を
作
成
。
ま
た
、
当
市
の
特
産
物

を
中
心
に
市
内
に
あ
る
３
つ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
い

た
だ
く
。

●
質
問　
堺
市
美
原
区
で
は
、
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
施
設
が
開
業
予
定
と
し
て
注
目
を
集

め
、
藤
井
寺
市
や
松
原
市
で
は
既
に
着
工
し

て
お
り
、
企
業
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
背
景
の
も
と
、
当
市
の
企
業
誘
致

へ
の
見
解
や
取
り
組
み
状
況
は
。

●
答
弁　

当
市
に
は
、
道
の
駅
し
ら
と
り
の

郷
が
あ
る
。
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
一
方
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
の
問
題
も
発

生
し
て
い
る
の
で
、
多
角
的
な
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
当
市
に
は
観
光
客
を
招
く
た
め
の

宿
泊
施
設
が
な
い
。
観
光
都
市
を
目
指
す
中

で
宿
泊
施
設
の
設
置
は
今
後
必
須
と
な
る
が
、

当
市
の
宿
泊
施
設
へ
の
見
解
や
取
り
組
み
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

当
市
は
、
大
阪
市
内
か
ら
20
分
で

お
越
し
い
た
だ
け
る
す
ば
ら
し
い
立
地
に
あ

る
。
宿
泊
施
設
の
設
置
は
民
間
主
導
で
行
う

の
が
通
常
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
要
望　
日
本
遺
産
登
録
や
世
界
文
化
遺
産

登
録
の
達
成
は
終
着
点
で
は
な
く
、
む
し
ろ

ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
観
光
事

業
を
通
じ
、
当
市
に
多
く
の
人
、
物
、
お
金

が
集
ま
る
よ
う
創
意
工
夫
し
、
利
用
客
が
減

少
し
て
い
る
道
の
駅
も
節
目
の
10
周
年
を
迎

え
、
今
後
も
当
市
の
代
名
詞
的
な
観
光
地
と

言
わ
れ
る
よ
う
精
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
も
準
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
す
ば
ら

し
い
立
地
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
、
当
市

の
魅
力
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
宿
泊
施
設
の

誘
致
・
設
置
の
検
討
を
期
待
し
て
い
る
。
観

光
事
業
の
成
功
は
、
事
業
効
果
の
達
成
や
行

財
政
の
健
全
化
に
も
付
随
す
る
こ
と
を
念
頭

に
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え
た
活
気
や

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
。

樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
内
推
薦
獲
得
に
向
け
、
昨
年
、

国
の
文
化
審
議
会
よ
り
示
さ
れ
た
課
題
は
。

ま
た
、
課
題
解
決
に
向
け
た
推
薦
書
原
案
の

修
正
は
。

●
答
弁　

５
つ
の
課
題
が
示
さ
れ
、
国
際
専

門
家
会
議
や
推
薦
書
作
成
検
討
委
員
会
に
て

議
論
し
て
も
ら
い
、
推
薦
書
原
案
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
た
。

●
質
問　
国
内
推
薦
獲
得
へ
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

●
答
弁　

さ
ら
な
る
機
運
の
醸
成
と
来
訪
者

対
策
に
取
り
組
む
。
子
供
も
大
人
も
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
幅
広
い
方
々
に
知

っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
循
環
バ
ス
に
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
応
援
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、
古
墳

間
の
移
動
の
問
題
に
は
、
仁
徳
‐
応
神
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
７
月
１
日
か
ら

毎
週
土
曜
日
の
午
後
に
試
験
的
に
行
う
。

●
質
問　
竹
内
街
道
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
勢
い
に
乗
っ
て
、
国
内
推
薦
を
獲
得
し

て
ほ
し
い
。
市
長
の
思
い
や
意
気
込
み
を
聞

き
た
い
。

●
市
長　

機
運
を
上
げ
る
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
地
域
ご
と
に
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

り
、 

”人
が
集
う
ま
ち
羽
曳
野
“
に
向
け
た

整
備
及
び
古
墳
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
手
だ
て
を
講
ず
る
こ
と
へ
強
い
意
気
込

み
と
思
い
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り
と
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

●
要
望　
大
阪
府
・
堺
市
・
藤
井
寺
市
及
び

当
市
の
４
者
が
一
体
と
な
っ
て
機
運
の
醸
成

に
取
り
組
み
、
今
年
こ
そ
国
内
推
薦
を
獲
得

し
て
ほ
し
い
。

《
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目

を
迎
え
た
が
、
保
育
園
へ
の
入
園
者
数
及
び

幼
稚
園
の
現
在
の
園
児
数
は
。
ま
た
、
学
童

保
育
の
状
況
は
。

●
答
弁　

29
年
度
の
保
育
園
の
入
園
児
童
数

は
２
’
０
１
２
名
で
、
昨
年
よ
り
も
56
名

の
増
加
。
公
立
幼
稚
園
の
園
児
数
は
現
在

５
０
９
名
。
学
童
保
育
の
状
況
は
、
４
年
生

以
上
の
高
学
年
が
増
加
傾
向
で
、
割
合
は

17
．
８
％
。
希
望
者
全
員
の
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
を
進
め
て
、
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
。
今

後
も
こ
の
方
針
を
堅
持
し
た
い
。

●
質
問　
保
育
園
で
は
３
年
連
続
で
４
月
１

日
現
在
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
が
、

保
育
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

以
降
の
保
育
需
要
の
見
込
み
と
そ
の
確
保
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
公
立
幼
稚

園
で
は
園
児
数
が
減
少
し
続
け
て
い
る
が
、

今
後
の
園
児
数
の
見
込
み
及
び
３
歳
児
保
育

や
預
か
り
保
育
へ
の
考
え
は
。

●
答
弁　

少
子
化
の
影
響
で
保
育
園
を
希
望

さ
れ
る
ご
家
庭
は
い
つ
か
の
時
点
で
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
と
の
認
識
だ
が
、
女
性
の
就
業
率

が
高
ま
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
も
保
育
需

要
は
増
加
傾
向
で
推
移
す
る
と
考
え
て
い
る
。

保
育
施
設
の
関
係
上
、
大
幅
な
定
員
増
は
見

込
め
な
い
た
め
、
民
間
保
育
園
と
連
携
を
強

化
し
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実
さ
せ
た
い
。
幼

稚
園
の
園
児
数
は
少
子
化
等
に
よ
り
横
ば
い

又
は
減
少
す
る
見
込
み
。
幼
稚
園
で
の
３
歳

児
保
育
は
、
来
年
４
月
に
開
設
予
定
の
こ
ど

も
未
来
館
た
か
わ
し
及
び
埴
生
幼
稚
園
で
実

施
予
定
。
預
か
り
保
育
は
こ
ど
も
未
来
館
た

か
わ
し
で
幼
稚
園
の
園
児
に
対
し
実
施
予
定
。

●
要
望　
子
育
て
支
援
を
市
政
運
営
の
最
重

点
課
題
と
し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
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今
井
利
三
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

《
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
長
の
施
政
方
針
で
市
民
プ
ー
ル

と
い
う
項
目
が
出
て
い
た
が
、
こ
れ
は
埴
生

地
区
の
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
出
来
る
も
の

を
指
す
と
思
う
。
計
画
の
内
容
、
プ
ー
ル
は

教
育
施
設
な
の
か
公
共
施
設
な
の
か
を
聞
く
。

●
答
弁　

平
成
28
年
度
よ
り
開
場
し
た
中
央

ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
市
民
の
皆
様
に
当
市
の

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
期

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
併
せ
て

義
務
教
育
学
校
の
児
童
・
生
徒
も
使
用
で
き

る
特
色
あ
る
プ
ー
ル
と
し
て
整
備
を
行
う
も

の
。
ス
ポ
ー
ツ
、
遊
び
、
学
び
の
プ
ー
ル
と

し
て
、
児
童
・
生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
体
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
け
る
施
設
と
し
て
現
在

検
討
し
て
い
る
。

●
質
問　
な
ぜ
義
務
教
育
学
校
内
に
整
備
し

な
い
の
か
。

●
答
弁　

義
務
教
育
学
校
内
に
建
設
す
る
と

相
当
の
場
所
を
と
り
、
体
育
の
授
業
や
ク
ラ

ブ
活
動
等
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
。

●
質
問　
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
東
西
南
北

に
道
が
か
な
り
狭
く
、
ま
し
て
通
学
道
路
で

あ
る
。
周
辺
道
路
の
問
題
、
駐
車
場
も
必
要

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
く
。

●
答
弁　

公
園
の
北
側
に
あ
る
歩
道
の
延
長

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
児
童
・
生
徒
の

通
学
時
の
安
全
性
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
公
園
の
駐
車
場
も
約

80
台
分
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て

プ
ー
ル
ま
で
行
く
の
か
聞
く
。

●
答
弁　

平
成
30
年
度
か
ら
開
校
す
る
義
務

教
育
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
教
職
員

の
管
理
の
も
と
、
学
校
の
通
用
門
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
公
園
歩
道
を
通
っ
て
プ
ー
ル
に
行
く
こ

と
に
な
る
。

●
要
望　

市
長
の
施
政
方
針
が
出
た
段
階

で
、
あ
る
程
度
の
説
明
を
す
べ
き
で
あ
る
。

指
定
管
理
に
な
る
よ
う
だ
が
、
利
用
料
金
を

上
げ
な
い
で
、
駐
車
場
も
無
料
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
の
考
え
は
。
そ
の
運
営
形
態
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
聞
く
。

●
答
弁　

多
様
な
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
計
画
も
一
体
的
に
策

定
し
、
包
括
的
な
子
ど
も
支
援
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
生
活

困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
学
習
支
援
、
居
場
所

づ
く
り
事
業
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
４
団
体

が
選
定
さ
れ
、
実
施
場
所
は
市
内
７
地
域
の

う
ち
古
市
、
高
鷲
、
西
浦
、
羽
曳
が
丘
地
域

と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望　
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
高
齢
者
入
居
施
設
に
つ
い
て
》

●
質
問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
有
料
等

老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

の
状
況
は
。

●
答
弁　

施
設
の
整
備
状
況
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
８
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設

４
施
設
、
有
料
等
老
人
ホ
ー
ム
16
施
設
、
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
６
施
設
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

●
要
望　
有
料
等
老
人
ホ
ー
ム
は
、
月
13
万

円
以
上
の
費
用
が
要
る
。
国
民
年
金
の
受
給

者
は
、
月
10
万
円
以
下
の
収
入
の
方
が
大
半

で
あ
り
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
入
居
で
き
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
事
態
の
解
決
を

要
望
す
る
。

嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

《
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
学
童
保
育
に
つ
い
て
、
当
市
は
土
曜

日
の
通
年
保
育
を
実
施
し
て
い
な
い
。
府
下
や

近
隣
市
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
土
曜
日
の

通
年
保
育
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

実
施
し
て
い
な
い
市
町
村
は
、
府

下
で
は
５
市
３
町
１
村
で
、
南
河
内
で
は
河

南
町
と
千
早
赤
阪
村
と
当
市
で
あ
る
。
土
曜

日
の
通
年
保
育
は
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　
親
の
願
い
と
就
労
支
援
の
た
め
に
、

そ
し
て
何
よ
り
も
児
童
福
祉
法
の
趣
旨
に
基

づ
い
て
、
土
曜
日
の
通
年
保
育
を
直
ち
に
実

施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
》

●
質
問　
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
中
学
校
卒

業
ま
で
実
施
さ
れ
、
一
区
切
り
つ
い
た
と
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
府
下
で
は
18
歳
ま

で
拡
充
す
る
自
治
体
が
出
て
き
て
い
る
。
助

成
対
象
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
を
助
成
対

象
と
し
て
い
る
の
は
、
府
下
で
５
団
体
と
な

っ
て
い
る
。
当
市
は
、
入
通
院
と
も
義
務
教

育
期
間
に
合
わ
せ
た
対
象
年
齢
と
し
て
お
り
、

引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

●
質
問　
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
平
成
５

年
に
ゼ
ロ
歳
児
を
対
象
に
開
始
さ
れ
た
。
私

の
議
会
で
の
最
初
の
質
問
が
、
こ
の
医
療
費

助
成
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
中
学
校
卒
業
ま

で
助
成
が
拡
充
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
20
年
余
り
の
間
に
こ
こ
ま
で
拡
充
さ
れ

た
こ
と
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
国
や

府
に
働
き
か
け
て
財
源
を
捻
出
し
、
18
歳
ま

で
の
医
療
費
助
成
を
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

●
答
弁　

義
務
教
育
期
間
を
対
象
に
助
成
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
府
に

は
、
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
重
点
要

望
と
し
て
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。
国

に
は
、
国
の
制
度
と
し
て
創
設
す
る
こ
と
を

要
望
し
て
い
る
。

●
要
望　
義
務
教
育
期
間
が
対
象
と
い
う
こ

と
だ
が
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
は

98
．
4
％
と
な
っ
て
い
る
。
高
等
教
育
は
義

務
教
育
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
18
歳
ま

で
の
拡
充
を
強
く
要
望
す
る
。

《「
い
じ
め
問
題
」
の
克
服
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
が
私
に
託
し
て
く
れ
た
思
い

は
、
教
育
を
良
く
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
も

の
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
い
じ
め
の
現
状
把

握
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

●
答
弁　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場

は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
の
協

力
も
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
未
だ

に
い
じ
め
を
背
景
に
し
た
事
案
が
全
国
で
発

生
し
て
い
る
。
原
因
は
一
つ
に
絞
れ
な
い
が
、

他
人
の
気
持
ち
を
自
分
に
置
き
換
え
て
考
え

る
力
の
未
熟
さ
で
な
い
か
と
考
え
る
。
い
じ

め
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
と
の
強
い
思
い
で
、

未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
要
望　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
は
、
価
値

観
が
違
っ
て
当
た
り
前
。
多
様
性
を
尊
重
し
、

認
め
合
う
中
で
人
格
が
形
成
さ
れ
、
教
育
の

目
的
が
達
成
さ
れ
る
。
教
育
委
員
会
に
は
、

ど
の
子
に
も
行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
す
る

た
め
の
条
件
整
備
と
、
子
ど
も
の
成
長
に
寄

り
添
う
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
す
る
。
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
介
護
保
険
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
社
会
保
障
予
算
の
自
然
増
削
減
を

掲
げ
る
安
倍
政
権
の
も
と
で
、
介
護
制
度

を
土
台
か
ら
変
質
さ
せ
る
改
悪
が
強
行
さ

れ
、
当
初
、
利
用
料
は
１
割
負
担
だ
っ
た
が
、

2
0
1
5
年
8
月
か
ら
一
定
所
得
以
上
の
人

は
2
割
負
担
に
倍
増
、
来
年
8
月
か
ら
は
3

割
負
担
に
す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
今
後
国

で
予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
制
度
の
改
定

の
内
容
、
総
合
事
業
の
特
徴
、
保
険
料
の
現

状
、
施
設
整
備
や
増
設
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

●
答
弁　

利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
、
平
成

30
年
８
月
よ
り
、
単
身
で
年
金
収
入
の
み

の
場
合
３
４
０
万
円
以
上
の
人
は
３
割
負

担
。
総
合
事
業
は
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
形
で
展
開
。
当
市
の
保
険
料

基
準
額
は
6
’
1
6
0
円
、
国
平
均
は
5
’

5
1
4
円
、
府
平
均
は
6
’
0
2
5
円
。
施

設
整
備
は
近
隣
市
の
動
向
を
注
視
し
計
画
に

位
置
づ
け
る
。

●
要
望　
市
独
自
の
保
険
料
の
減
免
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
な
市
独
自
の

施
策
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
を
強

く
要
望
。

《
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て
》

●
質
問　
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
が
無
く
な
る

と
い
う
話
が
出
さ
れ
て
い
る
。
改
修
工
事
、

存
続
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

37
年
間
使
用
し
、
抜
本
的
な
施
設

の
改
修
が
必
要
で
、
多
大
な
予
算
と
期
間
が

か
か
る
こ
と
か
ら
改
修
工
事
の
検
討
は
し
て

い
な
い
。
平
成
29
年
を
も
っ
て
営
業
を
終
了

す
る
予
定
。

●
市
長　

プ
ー
ル
の
存
続
は
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
中
で
答
え
を
出
し
て
い
き

た
い
。

●
要
望　
2
万
人
か
ら
３
万
人
の
利
用
者
を

代
表
し
て
存
続
を
強
く
要
望
す
る
。

《
日
本
遺
産
「
竹
内
街
道
」
の
整
備
と
充
実
に

つ
い
て
》

●
質
問　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
経
緯
、

周
辺
の
整
備
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

日
本
遺
産
審
議
会
に
て
4
月
28
日

に
認
定
さ
れ
た
。
日
本
遺
産
の
認
定
数
は
54

件
。
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
国
に
補
助
金
の

申
請
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　
世
界
遺
産
を
目
指
す
古
市
古
墳
群

の
周
辺
整
備
と
同
じ
よ
う
に
、
竹
内
街
道
の

周
辺
整
備
も
重
要
な
課
題
と
考
え
る
。
自
然

の
整
備
も
検
討
し
、
す
ば
ら
し
い
日
本
遺
産

に
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
府
営
古
市
住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
の
政
治
の
も
と
で
、
府
営

古
市
住
宅
の
戸
数
は
ど
ん
ど
ん
と
減
っ
て
き

て
い
る
。
工
事
の
日
程
や
入
居
の
時
期
が
遅

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
耐
用
年
数
は
過
ぎ

て
お
り
、
住
居
は
相
当
傷
ん
で
き
て
い
る
。

工
事
の
進
捗
状
況
、
住
民
へ
の
周
知
の
徹
底

は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

１
期
か
ら
４
期
に
区
分
け
し
、
第

1
期
工
区
の
５
階
建
て
３
棟
１
２
５
戸
は
平

成
30
年
7
月
ご
ろ
第
1
期
入
居
予
定
。
第
２

期
工
区
５
階
及
び
６
階
建
て
４
棟
１
５
８
戸

の
入
居
予
定
は
平
成
32
年
度
末
ご
ろ
、
第
３

期
工
区
の
６
階
建
て
２
棟
96
戸
の
入
居
予
定

は
平
成
35
年
夏
ご
ろ
、
第
４
期
工
区
の
６
階

建
て
２
棟
１
０
２
戸
の
入
居
予
定
は
平
成
37

年
度
末
ご
ろ
を
予
定
。
全
体
の
予
定
戸
数
は

４
８
１
戸
、
必
要
に
応
じ
て
説
明
会
を
開
催

す
る
と
府
よ
り
説
明
を
受
け
て
い
る
。

●
要
望　
高
齢
の
人
た
ち
が
多
く
、
一
日
も

早
く
建
て
替
え
が
進
む
よ
う
に
、
工
事
の
日

程
も
含
め
て
説
明
会
を
早
急
に
行
う
よ
う
、

府
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

委
員
長
　
花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
前
定
例
会
に
お
い
て
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
１
件
の
請
願
と
、
今
定
例
会
に
て

付
託
を
受
け
た
１
件
の
請
願
の
、
合
計
２
件
の
請
願
を
審

査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
立
島
泉
保
育
園
を
安
心
・
安
全
な
施
設
と
す

る
よ
う
求
め
る
請
願
】

　
採
択
し
た
う
え
で
、
今
後
の
具
体
的
な
見
通
し
と
計
画

の
熟
度
が
高
ま
れ
ば
、
説
明
会
を
開
く
と
い
う
立
場
を
と

る
こ
と
を
要
望
し
、採
択
す
べ
き
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、

具
体
的
に
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
は
継
続
審
査
と

す
る
ほ
か
な
く
、
早
く
ア
ク
シ
ョ
ン
を
示
し
、
行
政
と
し

て
の
方
向
性
を
事
前
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
、
な
ど
と

し
て
継
続
審
査
と
す
る
者
４
名
。
よ
っ
て
、
継
続
審
査
と

す
べ
き
者
多
数
に
よ
り
、
本
請
願
は
継
続
審
査
と
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
中
学
校
の
全
員
給
食
と
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求

め
る
請
願
】

　
中
学
校
給
食
は
、
近
隣
市
で
も
実
施
し
て
お
り
、
当
市

も
段
階
的
に
全
員
給
食
に
す
べ
き
。
ま
た
、
小
学
校
給
食

費
に
つ
い
て
、
憲
法
第
26
条
ど
お
り
無
償
に
し
て
い
く
の

が
大
事
と
し
て
、
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
１
名
。

一
方
、
請
願
の
趣
旨
は
理
解
で
き
、
必
要
性
は
感
じ
る
が
、

ま
ず
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
、
調
理
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
、
無
償
化
へ
の
財
源
等
を
検
討
す
べ
き
と
し
て
、

不
採
択
と
す
る
者
４
名
の
、
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
少
数

に
よ
り
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
日
和
千
賀
子
（
大
阪
維
新
の
会
）

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た
１
件
の
請

願
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
高
齢
者
の
お
出
か
け
支
援
施
策
を
求
め
る
請
願
】

　
高
齢
者
施
策
は
、
他
市
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
取
り
組

み
を
す
で
に
行
っ
て
お
り
、
請
願
の
内
容
も
大
ざ
っ
ぱ
す

ぎ
る
と
し
て
、
継
続
審
査
す
べ
き
と
す
る
者
２
名
。
市
民

の
当
然
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
き
っ
ち
り
受
け
止
め
る
べ

き
と
し
て
、
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
1
名
。
行
政
及
び
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
対
応
で
き
る
こ
と
を
行
う
こ

と
は
必
要
と
し
な
が
ら
も
、
も
っ
と
根
本
的
な
見
直
し
も

含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
請
願
の
内
容
に
つ
い
て
は

抽
象
的
す
ぎ
る
と
し
て
、
不
採
択
と
す
べ
き
と
す
る
者
２

名
。
よ
っ
て
、
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
少
数
に
よ
り
、
本

請
願
は
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　

 

花
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雅
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外
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松
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日
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千
賀
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嶋
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今
井　
利
三

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
平
成
29
年
第
２
回
定

例
会
の
議
案
審
議
の
内
容
と
15
名
の
議
員
の
一
般
質

問
及
び
各
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
を
中
心
に
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
当
市
の
日
本
最
古
の
官
道
で
あ
る
「
竹

内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）」
が
４
月
28
日
に
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
ま
た
、
広
報
８
月
号
が
お
手
元

に
届
く
頃
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

い
る
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が
、
国
内
推
薦
候
補
と

な
る
か
ど
う
か
の
選
定
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
の
資
源
で
あ
る
、
歴
史
文
化
と
観
光
を
連
携
さ

せ
た
施
策
の
拡
充
や
発
信
に
、
議
員
と
し
て
、
ま
た

編
集
委
員
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
羽
曳
野
市
議

会
議
員
選
挙
が
９
月
３
日
告
示
、
９
月
10
日
投
開
票

で
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
で
現
編
集
委
員
で

の
最
後
の
市
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
。
次
回
か
ら

は
新
た
な
編
集
委
員
の
も
と
で
、
市
民
の
皆
様
が
求

め
ら
れ
て
い
る
市
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

猛
暑
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
ご
自

愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
議
員
一
同
、
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　 

　
平
成
29

第
年

3

程
日
会
例
定
回

　
第
3

る
す
催
開
で
程
日
の
次
、
は
会
例
定
の
回

は
間
時
議
開
。
す
で
定
予

10

。
す
で
ら
か
時

10
月
3
日
㈫
　

（
議
会
本

挙
選
員
役

）

10
月
4
日
㈬
　

（
議
会
本

挙
選
員
役

）

10
月
5
日
㈭
　

（
議
会
本

挙
選
員
役

）

10
月
10
日
㈫
　

（
議
会
本

議
審
案
議

）

10
月
18
日
㈬
　

（
議
会
本

問
質
般
一

）

10
月
19
日
㈭
　

（
議
会
本

問
質
般
一

）

10
月
20
日
㈮
　

日
備
予

10
月
23
日
㈪
　

会
員
委
任
常
教
文
務
総

10
月
24
日
㈫
　

日
備
予

10
月
25
日
㈬
　

業
産
生
民

会
員
委
任
常

10
月
26
日
㈭
　

日
備
予

10
月
30
日
㈪
　

会
員
委
任
常
業
企
設
建

11
月
2
日
㈭
　

（
議
会
本

等
告
報
長
員
委

）

、
は
程
日
の
こ
、
し
だ
た
（

の
等
事
議

り
よ
に
合
都

）。
す
ま
り
あ
が
合
場
く
だ
た
い
て
せ
さ
更
変
部
一




